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秋田県には、先人の残した多くの文化財が残されています。

この貴重な文化財を保護し継承していくことは、私たちの現在

と未来にとって必要欠くべからざることであります。

このたび農業用基幹道路として、西山地区農免農道整備事業

が計画され、路線の一部が高屋館跡を通過することになり、工

に先立って発掘調査を実施L、たしました。

その結果、縄文持代の配石遺構や土坑、環状に配された掘立

柱建物跡などが発見されました。

本書は、この調査成果をまとめたものでありますが、埋蔵文

化財保護への御理解と郷土の歴史解明に御活用いただければ幸

いです。

最後に、この調査に御協力いただきました秋田県農政部鹿角

農林事務所、鹿角市教育委員会並びに関係各位に心から感謝の

を表します。

2 王手 3 月151ヨ

秋田
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第 l節 子ctAn調査に主主るまで

i草は じめ

l節発掘調査に至るまで(第 l図)

鹿角市の西山地区では、標高150~200 mの段丘上および山地斜面を切り開いて

と畑が主に営まれている。ここで生産される農作物の搬出路を確保することを

目的に、昭和57年、秋田県農政部よって農免農道整備事業が計商されたu 計回され

た農免農道は、鹿角市尾去沢の北方約 1kmにある久保田橋を起点とし、同市十和田

の神田までを結ぶ全長6.51kmである。

内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから

政部鹿角農林事務所は、文化財“保護法に基づき秋田県教育委員

を行った。秋田 これを受けーて、昭和59年に 内

った。その結果、 8遺跡の存在が確認された。

この遺跡分布調査の結果をうけて、昭和60年と昭和62年には遺跡範臨確認のため

されその結果、堪忍沢 a 高瀬館-用野i二!)11 r毎回-太田谷地館-

の 5遺跡が調査の対象となることが判明した。

発掘調査は昭和61年に堪忍沢遺跡と高瀬館跡、昭和62年に太田谷地館跡第 1次調

査が行われf.:..o 翌昭和63年に太田谷地館跡第 2次調査、用野目)11向田遺跡と

跡の一部(取り付け道路部分)が調査された。そして、

部分(本線部分)の調査が行われたのである。

第 2節 調査の組織と構成

所在地 秋田 ケ沢45

昭和63年10月17日~昭和63年12月3日

4月17日 9月 2日

3，570 nf 

りの



第 l章 Lt仁めに

調査面積 ;弘 570me

調査主体者 秋田

調査担当者〔昭和63年度〕

船 木義勝 (秋田県坦蔵文化財センタ

小畑 巌 (秋田県埋蔵文化財センター学芸主事)

磯村 亨 (秋田県理蔵文化財センター非常勤職員)

〔平成元年度〕

小畑 巌 (秋田県埋蔵文化財センター学芸主事)

'J、林 立 (秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

小山内 透 (秋田県埋蔵文化財センタ…非常勤職員)

三浦 光男 (秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

調査総務担当 〔昭和63年度〕

加藤 進 (秋田県埋蔵文化財センター主査)

高橋忠太郎 (秋田県埋蔵文化財センタ

〔平成元年度〕

佐田 茂 (秋田県埋蔵文化財センター主査)

高橋忠太郎(秋田県埋蔵文化財センタ

調査協力機関 秋田県鹿角農林事務所

鹿角市教育委員会

鹿角市高屋自

円
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第 1節 自然的現象

第 2章遺跡の立地と環境

第 l節 自然的環境

秋田県の北部、 ?
/
〈
一 る鹿角市は、東に奥平j脊梁山m氏、西に高度200~300 mの低

よって形成された鹿角盆地に大きく分けh ることができるLlI地、その間に米代JII.大湯11

羽脊梁山脈は、標高千メートノLを越える四角岳のほか、独鈷森(8::¥6m )、二ツ森(7::¥:i.9 Hけがあ

る。これに並行して盆地{叫に諾助山(768.6m )、大森(803.2m)がヱえられる。これに対して盆地

し、UJはなく、土筆森(263m )のほか、 300m前後の云角点が認められる。盆地内

は、段丘地形と沖積低地とにじ三分される。段丘面は高い方から高位面、中位面、鳥越菌、低位

面、毛馬内面の5段が認められる。鳥越面は、 で面たし積堆

る
の

~7 
0
 

7
Q
 

、大

湯川沿いと米代J11との合流点より下流に分布する。

盆地内に流れ込む河川は、米代JIIと大湯川に大きく分けh られる。米代Jilv工、岩手県から秋田

県に入ったのち、鹿角1'11八幡平で流路を西北西から北北西に変えて鹿角盆地の西側を北上し、

る。盆地内での米代JI[の流れは、二!とこ!と西 南南東にのびる

している。

よると、鹿角市の気候は、昼と

Jぞ
c 

ら吹き出す冷たく湿っ

きく内陸的な盆地

やませ」と

よt工JLるオホーツク

ることがある。

っし かんになってきているものの豊かな自

}持辺ではニ rjtンカモン/カやキツツキな

に聞かれるほどである。

ミ目撃され、 ポリ

2節歴史的環境

第 2 官、スカL

より

ろう。

Lてレることがわカミる口これ

された遺跡が多いことにもよるが、断丘地形が発達してい

多くは、鳥越段丘と関上段丘上に立地している。 9二I世の舘ることがそ

- J -
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周辺の遺跡位置図及び地形分類図(上が北方向)
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第 2節歴史的環境

第 l表 周辺の遺跡一覧表

番号

持構太用 1野E岡白Z制忍谷跡川地I~名d 館館沢E 
中山t主F安I世主貰U(前晩)時徒平}安弥生 半己

番60号

縄縄縄縄立士文文(((後平中降安~~時晩晩陪)))弥-'f作F安 代

4 q 

、7 品 田

6 寺 J:: B 続縄文-弥生.I~!:l 111: 
縄縄縄立士士(平晩干'安女) 中世円

狐 平
縄縄文文(l前前 中中)) 

8 
り 68 縄文・平安・中tu:
10 

縄縄文文((後後)) 
69 と葛岡町 l縄文・平安

7770 2 3 上石上K ノノノF 里野野f 野田且N I 
噴士生 弥生

1 ~て

3寸

古古市主一墳墳畏貫
7巧746巧~1 ノ V 篭ヲ

弥平安生平安
ノr VI 選ゴ

題ヲ弥生

20 平本館 I1縄文(後)

21 !平本館 I
立立立{件平肝安22 i Y，原田平;平安

23 菩 堤 野 奈良

24 i長 野

寵置ヲ ({ 弥生
25i餅 野

26 餅 野 8::; 花

27 i餅 野 E 86 7t 輸 C 縄文(晩)・弥生

28 餅 野 町 i
888仰9 78 用野目29 餅 野 V 下 モ 平|続縄文

30 万 tごr、 野T!弥生 角 平J縄文明)

31 西 町縄文(晩) i二二光塚 l号

32 手L 牛!縄文(後) 91 ニ光塚 2号

33 I大 曲 縄文・平安 92 玉 内 縄文(中後・晩)・平安・中世

34 I!嘩 場 縄文・続縄文 i記号 中 1辻 域 宣言 名

336 5 
ヲミ 戸 森 縄文(中~後) A 当麻館

辞[J 休 堂 l縄文(中~後) B メL 館

37 白 山 戸主uと. 縄文(後) C 品開館

38 日向犀敷 I 縄文(中) D ツ森舘

349 0 下案 j内尺 田町 平縄安文・(後中世・晩)・平安
E 小枝指館

F 平館

41 案 内 V 縄文(中)・平安 G 新斗米館

，12 案 内 ¥1 縄文(中佳晩ト平安 f 両市向舘

43 i東 L]J A 縄弥文生 弥生
高市館

告書 1 B C 

E万地上 Z野古羅J I*l 野館館 E館E 

4G 坂 AI 主童革電童主文士文文
M N L 47 赤 坂 B 続縄文

48 産土神A.B蕗D 田C 
柴内館

49 産土神 。乳牛館

55 0l 室甘
I p I黒土館

Q 花輪古館

52 西 IHJ 立 中世 民 花輪館

53 西 IllJ 1 i縄文-弥生 S 孫右エ門館

54 下 乳 牛 平安 T 碁石館

JJ 乳 L:j:: 平 縄文・弥生中世 U 太田谷地舘

56 妻の神盟 縄文(中~後)中世 V 品瀬舘

57 妻の神 E 縄文(後)平安中世 W かいぬま館

58 I妻の神 EI 縄縄文文(娩)平安・中世 jx 茶白館

59 接ヶ平 Y 上山館

- 7 



第 2卒 遺跡山立士山と j策j立

跡もまた段li地形を利用して防禦施設を備えていること

){包角註j世の西側l土山地地形が主して L、る

易に窺わ:fLる。

るヵ: ミ見られるJm
してし、る。

ここで、Lt、 )- 中世の各時代ごと してヱ人fニ

L、。

J コ治返ってし、る える。国指定特別j史跡である

しられていたが、昭和26・27年に文化財保大湯環状3'!J(11)は、昭和の初めごろからそ

のufl:

されfこた。

では45--46111とし、 して L、

/';) 0 込なさ;fL、ほとんどの組石下に;J、判形プランの土墳を確認してし、

される柱穴jも検出されている。 13召

より環状7!J石及びその周辺の解明を目的に発掘調査がすすめ

、

ら

た

カ
ま

年日叶
J

O

F

「
U

守

口

則

合

作

られて L、る。その調査では、

と掘立柱窪物跡のはか多くの遺構、遺物が発見されてし、る。そして環状列石の小塊に対応す

るように掘立柱建物跡が配されていたことが明らかになってきている。この結果、大湯環状列

石の性格を縄文後期の一大墓域とし、掘立柱建物跡の多くは葬送儀礼にかかわる施設と考えら

れるに歪づている。今回行った高屋館の調査では、環状配石遺構とそれを環状に取り囲むよう

に配された掘立柱建物跡が見つかっており、大湯環状列石とほぼ同じ意図のもとに営まれた遺

跡であることが推定される。この時期の他の遺跡としては東北縦貫道関係では、妻の神rr(57)、

案内rr(61)、案内 I(63)、孫右門館(64)の各遺跡がある。

鹿角地方に顕著にみられる大湯浮石層は、十和田火山の降下火山灰で、ある

なる火山灰が検出されてし、る。それは朝鮮民主主義人民共和国と中国との

降下火山灰である。太田谷地舘跡(1 ) 

これとは異

る白頭山の

<__J 

検出され、竪穴住居跡の営まれ

地館と花軒E8J1[をはさ

じ火山灰を検出している。

り、大きな役割を果している。

る本遺跡でも、平安時代の竪穴住居跡の壊土ド音sから同

( 4 )は、標高180~190 mの丘陵地に立地し、 13基の製鉄

炉が見つかっ る。

、ことが大きな特徴である。そ，h，ヱ鹿角四十二館などとし、う呼び

方に表れてし、る。鹿角市史によれば、鹿角の館は郷村を単位とする一村一館の形態をとり、

の象徴というよりはその郭内に集落を内包した日常生活的機能をもっ、とされ

る。

そ し、o tこだ、 ひ

8 



第 2節歴史的環境

とつにかぞえられてし、たこと。 J綜主は秋元氏で、高屋村の村名を名字として高犀氏を名乗って

いたこと。南部!モの勢力に押されて秋田領に落ちていったことなどが知られてるだけである。

mにある太田谷地館は 2次にわたって調査が行われてA いる。 1

き出た舌状台地を区切る 3条の空堀とその舌状台地から51軒の竪穴住居跡が検出されて

いる。これらは 8Mv=-わんつ

ていることを明らかにしている。

いている。

(参考文献)

まれ、出土遺物から鉄製品

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図j 1976(昭和:")1年)

秋田県 秋田県総合地頁図i隔「花輪J 1973(昭和48年)

鹿角市 『鹿角市史』第 l巻 1982(昭和57年)

そのさらに南にかし、ぬま館が続

秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1 ~J81 (l:IlHp56年)

鹿角市教育委員会 『鹿角の館館跡航空写真測量調査報告書(3U 鹿角市文化財調査資料 25

1984(昭和59年)

文化財保護委員会 『大湯町環状列石j 1953(昭和28年j

鹿角市教育委員会 『大湯環状亨Ij石周辺遺跡発掘調査報告書 (4U 鹿角市文化財調査資料:13

1988(昭和63年)

- 9 



第1節遺跡の慨要

第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概要(第 3図-付図 2) 

高屋館は、鹿角市花輪字館ヶ沢に所在する。北流する米代JlIと南西から米代JIIに流れ込む花

軒目}IIとによってつくられた舌状に北に伸びた台地の先端部に立地する。遺跡の北側の麓には

と水田がひろがっており、遺跡と水田との比高差は40~45111 である。

「秋田県の中世域館jおよび「鹿角の館一館跡航空写真測量調査報告書(3i-Jによれば、

館は多郭連続式の館で、第 I~N郭まであることがわかっている。;第 I 郭は「本丸j と伝承され

る郭であり、南北50111、東西18111の広さを有する。第 I郭の北側には「蔵屋敷Jとよばれる腰郭

(第E郭)が付属する。第 I郭との比高差は 5mである。第 I郭の空堀を隔てて南側に第E

ある。東西90111南北40111の規模を有する。この第理郭と沢を隔てた東側の台地平坦部は現在も

「馬場」とよばれてし、るとしづ。第五7郭は、第血郭の南側にあり長さ80~90m の空堀によって第

血郭と切断されている。当時の住居区と推測されている。現況は、南から入って来る農道を境

に東側は果樹園、西側は山林である。山林側より果樹園側のほうが低く、 2m前後の比高であ

る。第直郭と第百郭を分かつ空堀の西端に水の湧き出る場所があり、その泉が当時用いられた

ものであろう。農免農道は、第百郭南側標高175rnの小山の東側を北上し、第百郭内西側を通

して第亜郭西側にある沢すじに沿って抜けるものであった。したがって今回の調査は第N郭

内部側部分と取り付け道路部分3，570nlが対象となっていたわけh で、ある。

調査区は、標高157~160111の台地上にあり、南から北に向かつて緩く傾斜している。

前は山林であったが、過去に土を多量に動かした形跡があり、また耕作による擾乱も全体にわ

たって見受けられた。耕作は大湯浮石層の上面までで止まっているが、過去に土を動かした時

に、土を取 くしか残らなかった部分は、地山上面まで耕作が及んでいる。した

がって、その部分の遺構、遺物の遺存状況は劣悪であった。

付図 2の土層図は、調査区西側の土層を数地点に分けて掲載したものである。

I 層は耕作土で、30~60Cillo 第五層大湯浮石層 5 ~ 1 5 Cill 0 第直層黒色土層15~40cm。第N層地

山漸移層 5~30Cill。第V層が地山となる。 46~47ラインを境いに段差がついており、このあた

りから北側の51~52 ラインにかけて土が取られ石かたちで、北側に土が動かされている。

- 10 -
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第 2節調査の方法

第 2節 法方の

本綾部分が南北に長い道路riJIiIの調査であったことから、工事用道路中心杭を基線としてグリ

ァト法により調査区を設定することにした。調査区にはNo.229、230、231の道路中心杭が打設

されてし、たが、 NO.229の杭が動いた形跡が認められたことから、 No.2;)Oと231の杭を結ぶ線

線としMAラインとした。そしてNo.230杭を基準CMA50)として 4m x 4 mになるようにグリ

ソド乞日又Jとした。南北方向に算用数字、東西方向にアルファベ、ソトを用L、てそれを組み合わせ

ることにし1ニ。なおグリッド、を呼称する場合は南東隅の杭で行うことにした。 MAラインは磁

北とは一致しておらず、磁北から 50東にずれている。

2、発掘調査方法

う排土を置く の調く、調査区でやり繰りする必要があったことから、

き、それでも置ききれなくなっ

に排土することにした。また、昨年調査の排土が今回の調査区内に霞かれていたことから、こ

れを重機を用いて昨年の調査区に移動することにした。表土を除去し、遺構のプランを確認す

るにあたっては、大湯浮石層上面と地山面で行うことにした。遺構の調査は、二分法または四

分法とし場合に応じて適宜ベルトを残すことにした。遺構番号は、遺構の種類によって l番か

らそれぞれ付した。調査の記録は、図面の作成と写真撮影とによって行なった。作成した図面

は、土層断面図、遺物出土状況、平面図等である。縮尺は、 1 /却を基本としたが、対象の大

小により縮尺を変えて作成を行なった。写真撮影は、調査の流れに沿って行なった。また作業

風景の撮影も っfこG

3節調査の経過

4月17自朝から雨の空模様。

まり、作業を断念 Lた。 4月181=1

自治会館におし、て作業員説明会な開催。

Jコ 1)除いてしまってい

っし、てプラ した。 4月21日 プランと 2~31uの

講状プランを検出した。後者につL、て調査に着手した。また遺構配置略図の作成を行なった0

4月25臼検出した溝状プランの遺構は、 Tピットと判明。長軸方向を向じくして 2基が訪んで

いることがわかった。 NHK記者柴田氏来跡。 4月初日MAライン西側及び50ライン南側にお

いて、縄文土器と石器が多く出土し焼土も散見され始めた。何らかの遺構の存在が予測された

ため、 ることにした。 4月28日 らつき、のちに雨

- 13 



第 l節遺跡の概要

にかわった。 Tピ、ソト埋土中の遺物取りとげを行なった。 4月29日--~J 月 7 日までのゴーノL デ

ンウィグの問、作業を休みとした。 5月11日竪穴住居跡の遺物取り上げを行なった。これまで

土坑として調査を行なってきたものの中に、柱痕が観察されるものが相当数あることがわか

り、建物跡の存在が予想さ;hた。 5 月 15 日配石の平面I~Iを作成。雷雨のため午後 4 時で作業を

中止した。 5月25日遺物包含層中の焼土遺構の半載写真を撮影した。焼土遺構が検出された面

第百層で周囲を精査したが、柱穴等のプランは検出きれなかった。 5月29日、ベルトコンベ

アーの配線のしなおしで午前の作業ができなかったのでこれまで出ことした遺物の水洗いを行な

った。 6月13日遺物包含腐の掘り下げをほぼ終了し、遺構のプラン確認作業を行なった。その

結果、土坑と柱穴を多数検出した。 6月初日、

る作業を開始。 6月30日

日、基本土層図の作成と

し、そ

った。 7月11目、偏平の長し、自

7月九

して柱穴様

ピットに埋め込んだ遺構の断面図を作成し下ニ。 7月14日、 MA53グリッドでブラスコ状土坑を

検出。出土遺物は僅少であった。遺構配置略国を作成したところ大きな弧を描くよう

況であることに気づいた。 7月22日古代の竪穴住居跡埋土中から火山灰を検出した。 8月4日

土坑や柱穴が集中して形づくる弧の内側に配石遺構を検出した。 8月17日配石遺構の平面図お

よびエレベーション図作成。古代の竪穴住居跡の貼り床を除去する。柱穴の埋土中に焼土と炭

化物をやや多く含むものを確認。 8月24日、配石遺構の石を除去して、地山面で精査を行なっ

た。土坑と柱穴を数基検出。 9月2日、すべての調査と撤収作業を終了した。

A
斗
A



第 1節検出遺構と出土造物

4章調査の

l宣告 検 出し

ι

調査で検出さ

を述べると

361遺構に上りそのほとんどが縄文時代のものである。その内訳

9基、立石 6基、掘立柱建物跡26棟、柱穴様ピプト 135墓、

3基、土坑126基、フラスコ;[夫ー 3 2装、焼土

ものは建物跡 1棟、溝状遺構 4条であったo

x 18cm)で約50箱が出土した。

ij、下に{由々の遺構、遺物につし、て述べる。

l 縄文時代

( 1 )配石遺構

人頭大からその 2、 3倍の大きさの自然石を配したもので、直線状や円形に配したものは認

ピット 5基、時期不明の

中心にコンテナ (34cm 54clll 

る。

められるが、多くはひとつのまとまりをもっ程度である。 SQ07・09・10は弧状に配され、その

弧の延長上にSQ03・01が位置する。配された石の石賀は、安山岩・珪岩・玄武岩・凝灰岩等であ

る。 9基の配石遺構のうち 6基の下部から土坑や柱穴様ピットが検出された。これら

ついては、一覧表を参照されたL、。

S QOi配石遺犠(第 4図、図版 6・10)

1¥!IA 50・51グリ、ソド

南側にさらに l群の石があり、

耕作を受けていることから、

いた形跡が窺われた。芯は)I 

、のものが多く用L、られ、

ところ、土坑が 5

らべら した。

6mのひるがりをもっ。土取りと

とどめているものと思われるが、その飽は動

いており、加工を施した形跡はなかった。 30~35clllのや

もみられるの石を取り除いて地山面まで掘り

らのj菜さ15--20cmのもの(S 

K90、 144A 、 249) と、琵が35~40cm、

ら遺物は出土しなかったo

Sむ02配石選議(第 5図、

らの深さ 10仰のもの(SK230、 とがある。

LT54、MA54・55グリッド内

して南東北西方向に約6.3m

6、第100図、図版 6・9・10・22・

中で検出したo MA55グリッド杭を中心と

されていた。そのほぼ中央に SZ

ロ.d



第 4章調査の記録

されており、 0.8 1 m る。 8へ 35cm大の石を円形に置いるが、

が毘あたらなかった。 らなかったものか、抜き取られたものか、明らかでない。 A-B

断面からわかるように10 15 x より約20cm地上

に出てし、る。石間炉の北西側には、 15--40cl11大の11 ってし、る。

さん 15--40cm大の石を円形に配する l る。これらの下から 2

土坑が検出された。 SK248土坑l士、在日 55側、深さ11cmでjうる。 SK143は、径40Clll、

面からの深さ16cI11である。坑底から少し浮いた状態で小型の鉢形土器が横位で出土した。腕部

に屈曲がみられ、文様帯はその屈曲部に設けられる。文様帯の下端で強く張り出した後、底部

る。!底部には高台が作り出されてし、る。口縁部は 2単位の波状を呈するが、波頂部と胴

廿十山市円、_r苫寸よ， ，句、 hi1ーレム一点寸1 ，ーーされている。これは紐などを通して吊るこ

とができるようにしたもので、吊ったときに紐がかりをよくさせるために高台部分も 2ヶ所け

り取ってし、る。 よってh形に区画し

S Z08からは土器片 4 した。第100図 3は、

な加熱の もろくなってし、る。

てし、るo

S 003配石遺構(第 6図、第105図6・7、図版 9・10・43)

と曲線で描かれる。

る。風化と二次的

iかれ、!窪帯上には刺突が施され

L T49、 50 グリッド黒色土(第麗層)中で検出したる。1O~30clll大の召が土坑の上に配されて

いる。柱穴様の掘り込みが後になされ、破壊を受けていることが推定された。土坑は、 SK

254とSK255の2基で、 SK255土坑埋土中から遺物が出土している。

遺物は、石鍛 2点が出土した。 2点とも整ったニ等辺三角形の底辺中央に茎をもっO

り付け部分がわずかに扶られている。 し、ずれも先端と茎の一部に欠損が認められる。

S 005配石遺構(第 6図、第142図 l、図版 4・9・43)

L S45、46グリッド第盟層中 した。関化できたものは比較的大きな石のみのであった

がこのほかに礁も多数含まれていた。石を取り除いたあと精査を行なったが、土坑等の掘り込

みは検出されなかった。第142図 1の石Jillが配石に混じって出土した。

事岳部菌E石遺謹(急，~ 6図、図版 9) 

L Q49グリッ した。 SQOl 1-- さよLてし、る

側に幾分弧を描くようである。 の規模は3.1mである。 つ

出されなかった。

S 007配お遺構(第 7図、第90図21、図版 4・7・11)

S Q07とし S Q09、SQ10配石遺構ととも とつの配石遺構を形成す

るものであるが、 2ないし 3 ることも可能であるため、

-16 -
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第 l節 検出遺構と出土遺物

単位に遺構番号を付して述べることにした。本遺構は、 LR46・47、LQ46・47、LP46グリッ

ドの第困層中で検出された。石のひろがりは東西約 8Itl、南北約 4mにおよび今回調査された

配石遺構の中で最大の規模をもっO さらに東側の調査区外にもひろがっていることが推定され

る。配されている石は大きいものでは60crnをこえるものが用いられている。本遺構の中での石

の配列の規格性は希薄であるが東側調査境界近くに長さ35crnの石をほぼi宣立させた状態で、検出

した。石を除去したあと地U-lTIi:iでSK160・SK162士坑、荘穴様ピット 1基を検出した。

遺物は、 SK162土坑から土器底部破片方:1点出土した。

5註鵠曹三五議議(第 6図、図版 4. 9 ) 

L Q45グリ、ソド第E層中で検出した。円形に近し、偏平な石を多く配し、東西約1.5m、南北

約1.3mの規模である。図示できなかったが、石と石の間に棟もやや多く含まれていた。土坑

等は伴っていなかった

s Q09~2石遺構(第 8 図、図版 4 ・ 7.8 ・ 9 ) 

LT47、48MA48グリッド、の第盟層中で検出した。平安時代の竪穴住居跡SI03により

側が破壊されている。 A-Bのここレベーションで土3かるように、石を集中して配している部分

が小山のように高くなっており、その下から SK164‘233土坑を検出しfニ。 SK164土坑埋土中

に石がつめられた状況が確認された。遺物は出土しなかった。

S 010配石遺構(第 8凶、第52図、第75区I1、第89図24--.__，29、第90図 1~20、第103図 3 ・ 4 、

図版 4・7・8・9・19・30・37・41)

L S47グリッド第E層中で検出した。東側の SQ07、北西側にある SQ09両配石遺構にはさ

まれるように位置する。 SQ09配石遺構同様平安時代の竪穴住居跡により破壊され、北西側は

しまっている。 10crn前後から60crn大の右により構成されるが、規則性は希薄である。

石の下からはSK161土坑と SK P246柱穴様ピットが検出された。

S K161土坑から出土した。第75図 lは、深鉢形上器で埋土中に内面を上にして敷か

れたような状況で出土した。ほぼ完全に復元することができた。底部からやや外反

とがり、ー口縁部に近くなって最大窪をもって内揺し口縁部に達する。口綾部はやや外に開き、

る。文様は地文にRL縄文を施文した後、 2なし、し 3本一組みの沈線で描かれ、区

画された部分の地文を磨消している。文様帯の下は無文であるが、消

められる。外面上部と内面に煤が付着している。法量は、口径が27.8crn、底径13.4側、器高

28.8cmで、ある。焼成は良野で、色調は明黄褐色(lOYR7/6)である。土製品では、鐸形土製品

環状の土製品 1点、土器破片を三三角形に加工したもの 4点が出土している。鐸形土製品

は完形で出土し、開口部径3.4cm、高さ5.4~5. 5crnで、ある。頂部には貫通孔はないが、穿孔し

ようとした痕跡が認められる。環状の土製品は、外国と側面に刺突列がみられ、外側から内側

27 



第 4草調査の記録

に貫通孔が認められる。断面は方形を呈する。

( 2 )立石遺構

ここで立石遺構としたものは、柱穴様ピットを掘った後、縦長の自然、石を中に据え土を埋め

したものO または柱穴様ピットにある程度土を埋め戻した後に同様の石を据えて、さらに土

を埋め戻したものである。調査時に柱穴様ピ、ソトとして調査を行なったので、ここではSKP

の遺構略号をそのまま使用 Lて述べたl、。

S長 P35立石選議(第 9図、図版11)

MA48グリッド第E層中で石を検出した後、第五7層上面で柱穴様の掘り込みを確認し1ニ。本

遺構の北西隣に SB 13掘立柱建物跡柱穴とその一部を壊して SROl埋設土器遺構が設置されて

いる。本遺構は、径25clll、深さ42clllの柱穴様ピットを掘り、きめの細かい黒鴇色土で、lOClll前後

埋め戻したあとにおを据え、さらに黒褐色土を充填している。据えられた石は、長さ45clllの四

角柱に近い形状の自然石である。掘り込みを確認した面から12clll上に石の頂部がある。

S長 P100立石i養護(第 9図、図版11) 

MB52グ1) ッド第五7層中で石と黒褐色の楕円形プランを検出しfこ。柱穴様ピットは径38x 46 

Clll、深さ54clllで、ある。上部は余裕をもたせるようにやや広く掘り下げ、下部は石がちょうど入

いるどうな幅で掘り下げている。掘り下げ終了後に縦長の石を垂直に据え、土を理め戻してい

る。柱穴様ピット下部に入っている土は、固くしまっていた。立石に用いられた石は、長さ60

Clllの編平な自然石である。掘り込みを確認した面から 6.~ 7 Clll上に立石の頂部がある

S K P 325立石遺構(第 9図、図版11)

L S50グリッド第邸層中で石を検出し、第百層中で円形プランの掘り込みを確認した。

ピットは、窪24clll、採さ43clllで¥半分以上黒褐色土又は暗鴇色士

さらに埋め戻している。 いられた石は、長さ43cmの三角柱操の自然、石である。掘り込

した酷から、立石の]頁部までは、 23~24cmである 0

5医P328立高遺講(第 9図、図版11)

L Q49グリッ F第五7層中で、円形プランと自然石を検出した。 北側に位置する S

K P408杵穴様ピット

半分近くま

している。淫25X 29clll、深さ41cmの柱穴僚ピットを掘り、

した後、縦長の自然石を据え、さらに土を埋め戻している。立

石に用いられた石は、長さ35cmの自然石である。掘り込みを確認した面から、立石の頂部まで

は 9cmで、ある。

S K P 341立石遇措(第 9

L P56グリッド第百層中で検出した。 ノ
¥、 される

n
H
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/
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白

西側がやや広く掘られている。

7 
r ， ， 
c..-Q ピト; ~位、深さ 20c怒で、

してカミ さらに土を入れ

、ー している。立石に用いられた石l土、長民さ 19c盟(乃自然石でi{ろる G

まで、~，工、

(第 9図、i

L 51グリット、と LQ52グリッド し、第V した。 ヒッ

トl工、 ----27c盟、深さ ~i2c滋である。そ

いる。 j〆 L 

て

て

ま

れ

し

勾
C

いる。立石に用いられた石は、長さ24c辺の自然石である。 ピ、ソト

では、 J Clllの差がある。立石のそばに;ちる うものではなし、

( 3 )掘立柱建物跡

ピット され、 しかも くよう

られていた。 これら

イ月らかになっfこO

;} Lてし、たことが明らカミになった。

Ltこと

4ヌt、なし、 LG もら、 J

、C

掘り もつも

られるような掘り ムr
-" c された。このため、説明

って し、るここととした。まfこ、

中心に向かつ

としてアルファベット

し一一と1
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$邑01擁立柱建物跡(第10・12図、図版 5・12)

L R55・56、LS 55・56グリッド地山漸移層で検出した。建物跡のなかでSB02と も北

し、北から入っている沢が約 4111に追っている。 地山は、南から北へゆっくり傾斜して

いる。 6本の柱から構成され bとeの柱は、 aとc、 dとfをそれノぞれ結ぶラインより O.5~ 

0.55111外に位置する。 f a間2.92m、 f d問3.1m、 a-c間3.33mである。柱で阻まれ

の面積は10.3nrで、約 6畳余りの広さに匹敵する。

し、炭化物を含むの

$蕗02掘エヱ柱建物跡(第10・12図、図版 5) 

S BOl掘立柱建物跡と同じであるが、建物は少し東側に寄ってし、る。 4本の柱

からなり、 d-a間3.2111、 cl-c間3.25mで、ある。柱で囲まれた範囲の面積は約10.4niで、

約 6畳余りの広さになる。柱穴の埋土は、しまりに欠け粘土性を有する黒褐色又は暗褐色土が

主体となすの

$露出掘立柱建物跡(第11・13図、図版 5・12)

L S 54・55・56、LTS4・55グ1)ット、、地山漸移層で柱穴プランを検出した。 SBOl、02掘立柱

る。 6本の柱から成 i)" f a間2.97m、 f d間3.17IIIである。

'をみる S

く、しまり

固ま;TLtこ範囲の面積は、約10.8111で6.5'置余の広さである o

K P 186がSK P 185に切られていることがわかる。理土は、

'/ 
r:;:Jo 

S B04措5L枝建物跡(第11.13図、図版 5) 

S B03掘立建物跡とほぼ同じ位置にあり、柱穴が全体に東に寄っている。本建物跡、の柱穴

(S K P 185)がSB

られたことがわかる。 4本の柱からなり、

面積は約lOnfで、 6畳余りの広さである。

書岳部掘立柱建物跡(第14際、図版 5・1

MA5Ll・55、MB54・SSグ 1) ッド地山上面で柱穴プランを輸出"Ltニ。 6

a間 3m、 f d間2.95mである。 f d間より a c間が広く、

してし、ることから、本建物跡があとか

くは 31ll前後である。柱で臨ま の

lう成り、 f

く。柱で屈

を止ま
勺円 -プて、 C 
u6IT1 l_、 U.

わ庁、 riーム守イて、-k'Z-
j v_.) J.f..-¥. C: '..._ (λニ)1'<:1，) 0 

とし、 と炭化物を含むものがある。 ま (S N02) 

るが、本遺構に伴うかとうかは不明である o

S器06掘立柱建物跡(第15図、図版 5) 

MA52・53、MB52・53グリッド地山面で柱穴プランを検出した。 4本の柱穴から成り、柱と

くは2.4~2.6m である。柱に閉まれた範囲の面積は、約6.4nr で、約 4

- 31 
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る。柱穴の埋土は、暗褐色、 とし、柱穴 b(S K P78)には炭化物の混入が目立

つ。 cはSK P407によって切られている。 dはSI三F01、SK102と

係は不明である。

S 807掘立柱建物跡(第16図、図版 5) 

してし、るが、新!日関

MA52・53、MB52・53グリットヨ也山面で、柱穴プランを検出しfこ。 SB06掘立柱建物跡と

しているが、柱穴どうしの切り合し、がないので新!日関係は明らかでない。 6本の柱から成

り、 f a間1.93Iii、 e-b間2.57rn、 a-c間1.9rn、 f-d2.1rnである。柱に囲まれた範

約4.5nlで、 2.7畳に棺当する。柱穴 bは、 SK72と切り合っている。 SK72のプ

ランキド確認した特に柱穴様のプランが見えなかったことから、 SK72のほうが新しいものと推

される。柱穴の埋土は、ブロック状の地山を含む黒掲色、暗褐色土が主体である。

話罷 08掘立柱建物跡(第17図、図版 5・12)

l¥1A52、MB50・51・52、MC51・52グリッド地山首で柱穴プランを検出した。耕作によって

柱穴d、e、 fの上部は破壊されおり、特に dについて著しかった。 6本の柱から構成され、

f-a間4.5m、 e b間約5.43111、 f d間約4.05m、 a-c間約3.97111である。柱に固ま

れた範囲の面積は、 19.381112で、約12畳に相当する。柱穴は掘り方と有し、柱痕の明確なもの

がある。 深さは1.05-----1. 25 rnとしっかりしてし、る。また、 a、c、 fには浅い掘り込みが伴い

a、 cにはついては南西側に、 f については北東側にみられる。 dとeについては、前述のよ

うに上部が破壊されてし、るため明らかでないが、 dには浅い掘り込みが伴っていた可能性があ

る。 eにつし、ては、 bとの関係上浅い掘り込みはなかったものと推定さ:hる。

地山上を含む黒褐色土が主体であるが、柱痕部分の埋土は他に比較して地山土の混入割合が減

少傾向にあることが窺われる。

S島09掻立柱建物跡 図版 5・

MB51、lVIC51.52グリット、地山面 プランを検出した。 SB08擁立柱建物跡と し

てし、るが、新!日関係は不明である。耕作により柱穴 cの上部は破壊されてし、た。 6本の位から

され、柱潤の距離は f--a2.16m、 e b2.92m， f-cl2.64r口、 a b 2.92 m -.. f - d 

2.64m、a-c2.92mである。 f clより a cが広く、南南西にやや開く。柱穴 bは、調査

らかになうたもので、 ふ長?よ守 τr 
，-:;: ，1 L， /c...> 0 

さ;[1.1:':'0 柱に閤まれた範囲の面積は、約7.04ntで、 4 りの広さ

である。柱穴の埋土は、地山土のほ

る。ひとつの柱穴に柱痕が複数あるもの、掘り

たは建て替えが行なわれたことが推定される。

32 -

または黄褐色土がみられ

しているものがあり、何回か補修ま
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第 4章調奈の記録

$霞 10据立柱建物跡 (;X~ 1 ~)Iズi 、代1)反 s ) 

MC50・51、lVID:")()・51グリヴド地ILi上面で柱穴が -1ヲンを検出 Liと。建物跡の中で最も

~プ

"~n b(主、 SK 1 -11られてし、ることから、本建物閥、は、 SK 101竪

より古L、ものと される。柱は 6本から構成され、住間の距離は、 f a約2.86Il1、

e b約3.:18 m、 f c1約3.76mである。 bとeの張 1)出しが a c、 f c1の距離の害Ij

LU土、炭化物を

さ

色又l

土、約11.68nfで?

なす。

りの広さである。 地、。

aのi新由 (A-A')から本建物跡の

されるものと考える。

S B 11 掘立建物跡(与~20図、図版 5 ・ 13) 

MA49、MB48.49・50、MC48・49・50グ 1) 、ゾ 開I
V
 

1 ン したo 6本の

!宝カミら構成さ./l、住間の距離は f-a約3.8m、 e b約J.04 li1、 f --d約3.76mである。柱

で留まれ 主主ヲ1G. :3 3 11l~ で、 -J 
4 

'- ものが

くすべての柱穴の浅し、掘り込みあり、 j也山面からの深さは 1---1.12mと深L、。また柱穴 d

が{手う。 tニだし d ついては、撹乱により

伴ってし、た可能性はある。 浅い掘り

S K48土坑によって破壊されている。土理士は、

うけーてし、る lことから、浅ーし、掘り込みが

fは、その北東側のー

とするが、浅い掘り

ロック上を言む Lがみられる。

謹話 12掘立柱建物跡(第211認、図版 5・13)

MB49・5C人 MC49・50グリット‘

してし、るが、新旧関係は不明である。 6

イヲンを検出 lJこ。 SBl1掘立住建物跡と

ら構成され、柱問の距離は、 f a約2.

321n、 b約2.91m、 d c2.21m、 f d2.15m、 a c2.26mである。

間の 約6.17nfで 4畳弱の広さ c、 f

ある。埋土は、地111ことを

喜容 13掘立柱建物跡(

とする。 f

、掘り込λが伴うようで

〈ジ

。

凶!坂 5・14・15)

MA48.・19、MB48グリ。ソドヨミ
。一

--1 
/' /〆 した。 6 され、

f a 2. 36 rn 、 b3.17!ll 、 f d2.73mである。

64 1I[で4.6畳の)よさ 仁i、 e、 fl土、 SK し ，てて

、明らかになった。 dとどでは切り会し、関係は不明であったが、 fでは fの;理土の下に

らに SKT05陥し されたため、 fが SKT05陥し穴を切っていること

された。 aはその北西側の一部分がSR よって破壊されている。柱穴 b

には東側に浅レ掘り込みが伴う。 C C'をみると、数時期にわたること され
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中古・ロームブロリク{中-+)

少量ik入。しまり良い o
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ブロノク (J~ . rl') ì1~入
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8国 58的掘立柱建物跡実測鼠

第l節検出遺構と出土遺物
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ム杭と少のロームノj、ブ

ロ J クt;i入

色:仁(lOYP 2/1) ロ

ム小フ A口ック・炭化物少量
ι ふ

百 u

思渇色j二 (1UYR:iij) ロ

ームブロノク(大-r，パ少

HUj.~ 入

i 

日
三
門

ヤ//
/ 

邑
E' 

f114 

一一-F'
f (S KP19) 

F一一
e (S KP39) 

一一一 E'定一一
d(S K P38)D 

。一一c (S K P48) 

打'
~、~

C 
、1 、~

ー、町、、、~

d(SKP38) 

。下!一

黒褐色土(lOYR3!2) ロ

ームキ立やや多量に混入

茶褐色土(lOYR3!1)

ローム牧、ロームブロ J ク

1.11'・4、)uL̂-
!天武褐色土(lOYR4!2) 

ローム粒混入

にぶい賞潟色土(lOYR 

51引 ローム絞多最に混入

黒褐色ゴ二 (lOYR2/2) ロ

ームブロック(大~中)浪

人

I羽賀褐色土 (lOYR6!8) 

ローム大ブロック

黒褐色jニ (10YR2!2) ロ

ームブロック (1ド~小)

炭化物出入

黒!お色

.h，~!;色:上 (10Y R2江)ロ

ムノi、ブロソク{中一小)や

や多量に合む

G F 

「
jillv 

H' 

'¥__j 

H 

!伯爵標高(111)

157.15 

157.34 

157.38 

157.10 

157.05 

.15 

i菜さ (cm)

22 

46 

60 

1)11 

57 

底面径(cm)

32 

32 

25 

38 

:35><30 

:)() 

間口音[1径(cm)

50 

61X46 

48 

46 

49 

76 <56 

S B 10 

PiT番号

08 

40 

48 

38 

39 

1¥) 

- 49・50

水糸レベル 158.000m

S810掘立柱建物跡実測図第19図



⑩ f(SKP383) 
a(SKP373) ‘ 

エy

.. 
~ 

¥ア

島
¥ 

H 

c 

c(SKP372) 

d(SKP382) ¥マ

G 
主二

-ーーー一一、

H 

S B 11 

Pit番号開LI眠tf， ... 'iUt.it ，"' f軍手'. "血呼直]目l

373 11.厚円" l> 157 _ 1(， 1"" 
374 ~I\ x s.: 157.11 1 11 ~ 

.372 lλ"町が ，" 157 1" 111.1 

382 " " 
157 1れ 111': 

41' l1oメ元号 1:>6 ~l~ 111" 

383 LI.戸 7ヘ Ih' ，F， 1 ~7 I叫 '<0 

1420図 S8111畠立柱建物跡実且1)図

H 

A a(SKP373) 
A 

4 

l 3221 lJJJlb) ロ iブロ ク(小、 'I'i炭化物札

tE44川?ijFlufヒ21!:rJJ出含も

~位色1. ¥lυy In~1 ロム容なロムプロ クi犯人

6 県働色 j-_ (IOY Rん ロ J プυ ノク，;]，-中 J 均 h成る

四色1:(川内 J :;diii I;f少量含ι

H 

c-
c(SKP372) 

c 

A 
~ 

C' -
1 '1'働色 1: ilOY I-t戸 l 口 ム， w クど少箪の焼 t_l;'I;'，J.:人

，!I.¥偶色 L (!II'i fl.乃 w ム Yけ クをやや多く含心 まy

11i:_化物も少hLIi人

叩樹色 L']()、 Hι'11色 lレ制治いロ ムキウM人

時縄色'， IUi'Il九 l 地111u -1.-Jロ/ク 小'1' をやペ，~

く含九

にA い政側色 i qυY I-t Y.<i υ ムフロ ク多量に μ人

民 !~\縄色 J_ i!{JY Hれ ク!+'，を少厳守も

E~ e(SKP418) 
E 

6 

6 

1 引色 L IlUY I{I i/，) u ムが!と Jレ単ノ}口 L小 Yロ クA

含も
ー

黒補色 LI JOY Iミス n ムがレ，，'ぐJ多員誌のロ Jプロ

ク(小 【1" 全命も

3 日夜補色 LIj()Y]{'Y;i " .. q: 
小!多腫i-=M.人 !ロムブυ ク大中

4 2T縄色l:11οy H~)' ロムド υ .1， 7'u ク ~~l

時~ f!'. 1 11>、 lミ寸ー 占

州色 1川 iil l?:;:;;17H 什瞳，J./.ヘ

J 

第l節検出喧借主出 b!物

日一一
b(SKP374) 

一←B

6 

少

ー

や

も

を

々

j

a

九

ク

や

川

下

)

に

lv

H
H

ゾ

削

カ

ロ

ー

一

ボ

却

す

7

m

叶

す

一

上

ム

仙

河

川

ま

刊

札

w

r

一、

U
V

含

怪

ん

υ

ん
げ

と

糾

一

(

ク

J
ん

ロ

帆

ク

iv-

ク

J

ロ

ー

、

ー

♂

i

ー

、

じ

っ

き

口

哲

口

フ

J

L

J

プ

J

4

1

4
 

i

ム

ま

ー

一

口

一

し

%

口

υ

口

り

代

n
 

γ

、、!
v
v
l

-

J

九
川
M刊

νχ芯〆と}
 

ωい

ψ
八

什

叶

ι
勺川

μハ

υ

、、Y
n
比代

υ民
n

Y

l

、、

、

h

!

、Y

、、】川勺川王11-

り

l

}

}

:

1

1
 

μ

れ

も

鮒

i

含

i
段

i
ン

色
へ

l
る

く

色

い

色

削

尚
品
色
、
色
多
組
問

a
む
剥
く

引
単
矧
て
総
べ
附
に
d
J
開
与

1

2

3

4

5

6
 

D d(SKP3782) 
一一 一一D'

ク

一

口

J

物

小

プ

コ

七

l

-

I

f

f
 

y

民

ク

j

J

1

p

口

i

u
町

一

口

一
i

7

い

口

ム

良口
五

ヘ

一

)

粒

い

此

ロ

相

i

ぃ
、

4

2

i

j
 

;

F

L

f
 

ロ

ペ

一

整

会

審

る
や
小
川

L

L

り

ま

一
泊
ご
ま
ク
l

」

へ

H

I

L

l

-

K
 

Y
ノ

υ
ー

は

い

刊

ボ

プ

乃

y
t

I

ノ

M

2

4

H

M
多

ボ
日
一

Y

I

色

、
Y

U

M

刊
仲
色
川
J

組
問
入
山
の
屋
町
一

員
必
(
量

i
少
検
i
k

い

u
w
i
多
色
落

L

化
色
や
縄
J

A

ク

ド
民
側
や
幽
F

4

L

2

4

4
 

F-
f (SKP383) 

F' 

物

人

つ

ル
札
つ
川
出
立
る

炭

江

上

H
す

け
色
人
受

l

吋

人

単

泌

を

小

川

出

と

の

ヒ

~

の

}
l
a
t

中

)

大

大

た

4

1

(

し
い

ク

ク

ク

ノ

也

J

ク

ノ

J

M

小
り

ロ

ロ

ロ

ノ

ま

プ

ロ

ブ

プ

ポ

し

J

A

Y

令

l
s
:
1
b
l
 

一

F
-

一
l

J

口

一

口

口

~

ー

グ

ν
什

口

u
n
n
k

l
y
v
 

弘
一
一
占
ゎ
三

M

M

u

n

h

u

n

H

l
 

Y

H

Y

Y

t

t
 

川

J

U

川
色
色

ー

νドU
(

偶帽他梢

4
l
l
4
l
1
i
給

眠

借

色

色

色

い

け

制
協
陶
人
色
紺
禍
陶
叫
尚
陶
ム
いa
1
Uν
 

削
必
仙
側
問
故
捌
型

ι

に

に

4
5
6
1
 

J 

水糸レベル 15H日山m

。 2m 

-51 . 52 -



5812 

γ¥ ¥ヌ マ

f (S K P401) 

、l
J

n同
d

nHu 
no p
 

v
A
 

S

G

 

f
t
k
 

a
 

H' 

、¥ぞ
(MP371)「

ラレ 、#/
~ 

G G' 

d (S KPi5) 
D一一一 一-D'

iJ 
H H' 

1 ゑ偽色土 (10YR2/2) 

ロームブロ iノク(大~小)、

少量の炭化物iil入

a(SKP369) 
一-A'

b(SKP370) 
一一一日'

ムノj、ブロ/ク ~l~) .... 
i 黒褐色 I~ (lOY RZ/山 口 ム主とロー

ソ

ク

る

い

ん

口

川

七

み

J
L
L
}

フ

ロ

く

し

は

、

r

d

i

，汁

J

7

き

と

カ

ム

ム

大

り

人

一
る
一
が
と
川
出

口
h
川
市
一
口
一
位
つ
め

ノ

¥

紡

し

ク

i

i

ノ

内

4
4
-
つ-

U
り
U
U

止
が

U
ロ

R
し
み
一
民
る
一
乙
ブ

Y
日
明

Y
な

hk
と

日

1ω
く

Y
約…

(

が

{

な

日

ム

土
入
十
一
少
(
一

色

川

出

色

は

土

口

問
閣
の
褐
μ
虫
色

別一…

7
山一
e

の

m一…て

つ
釘
つ
は

6
4
・

どなくなる

5 lJi'Y褐色 (lOY ローム/トワロ

ク少主19~人

O IJftIT'I'褐色ニiニ(2.5Yo/ti) ロ ムノj、ブロソ

クを多く含む
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1 長偽色土 (10Y R2i2) しまり・粘性あ 1)

2 黒褐色土 (10YR2/2) しまり・粘性あり、池山粒・ブロソク

径 51ll1ll-1cmj)技量
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第1節検出遺構と出土遺物
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信託11奇渇色土 (7.5Y R2/3) 結性・しまりやや強、黒褐色ニiょと粘

土がikじりあった!習

3 I二ぷ、い潟色土 (7.5YR5/4) -1天武褐色 (10YR4/2) 粘性・

しまりやや銭、粘土

4 黒褐色二十(lOYR2/2) 中Ili'l'j:・しまり中、機僅かにJ也山二上をブ
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SB 12 

J 
PiT番号 |潟口語11径(仁川 底IIli径(仁川 ii~ さ(亡m) 底面際高(m)

369 62X54 38 56 157.64 

370 73X60 39x25 58 157.64 

371 80X63 35 58 157.65 

15 ::¥4 九九 59 157.60 5 
89 54 63 157.50 

401 70X53 34 50 157.61 イミ糸レ f く1し 158.300m

揺 S昌i

A一一一

T

ズ(
 

I
 

、0
7

 

i
 

/
(
ノ

褐色寸二
2 県協色 iニ(10YR3/1) ロームi'，'L少fit

iil入

3 りliti褐色J_:， 125 Y 6/1:i)品色十ーと口

ム寸ロケカ勺U:人した上

4 }-.I.'Jお色二仁(10YR3/l) ロ ムフロ/

ク(中 Jやや多 <M入

尚色二1'. !， 10 Y IU/l) 4層よりもロ

ームブロソクのi見入多い

G 1111主品色 (10YR6/8) ロ ム机

ロームブロマケ(大)より成る
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第 1節検出遺構と出上遺物

るが、柱穴 C はこのなかで最も古い時期のものである。

$島 i4掘立柱建物跡(第23際、図版 5・14・15) 

MA48・49、MB47・48グリッド第

S KT05焔し穴と重複している。 6本の柱か

プランを検出した。 SB 13掘立柱建物跡と

され、柱問の距離は f-a約2.83m、 e

まれた範囲の面積は約9.26 nfで5.6畳の広さに相

とし粘性を有ーする。:l也LlJ粒、焼士市立を含む。柱穴 aの

b約3.32m、 f

当する。

cl約3.30mである。

理土は、土層断面A-A'の 2~ 6層に相当し、 SB 13掘立柱建物跡の柱穴 cを切っている。

また土層断面F F'から、本建物跡がSKT05臨し穴より新しいことカリフかる。

話臨時掘立柱建物跡(第24図、図版 5) 

MB48、MC47・48・49、MD47・48グリ、ソトP第V層上面で柱穴プランを検出した。柱穴様ピ

ット、掘立柱建物跡が集中して形成する環のやや外側(南西側)に位置する。 6本の柱から構成

約14.91nlで 9

炭化物を含む。

りの広さ る。柱穴の埋土は、

5島16揚立柱建物跡 5・14・15)

MA46.47・48、MB47グリ、ソド第百層上国で柱穴プランを検出した。 6本の柱から構成され

るが、 bとeの柱穴が外に張り出さずに aーし f-clの線上に位置する。このため平面形は

正方形に近い。柱間の距離は、 f

2.94mで、ある。柱に囲ま

付句3.08m、 e-b約3.1m、 cl-c約3.13m、 f d約

約9.24 nfで5.6畳余りの広さに相当する。本建物

ある。 SB17掘立柱建物跡との新!日関係は不跡は、 SB17、 SB 18掘立柱建物跡、と

明 c C'から、本建物跡のほうが新しし、ことが

F--F'を見ると SB 13掘立柱建物跡柱穴 cを切って

い、ことがわかる。柱穴の埋土は、焼土粒、炭イヒ物を含む

わかる O

L、ることから、 ほう
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5・14・15)

プランを検出した。 6本の柱から構成され、

f a約2.23m、 e b約2.93111， f d約2.51m" a -c約3.04mである。 f

dより a cのほうが幅があり柱穴の配置は南東側に開いている。柱に閉まれた範国

は、約7.15.nrで4.3畳余りの広さに相当する。柱穴の埠二!二i士、黒補色土を主体、とし、地山土と

炭化物を含む。確認由からの深さは45~58cm、柱穴 b の南東側には浅い掘り込みが伴う。

eの北西側は、 SK43土坑によって破壊されてし、る。

戸

h
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第.f 調 iをのみ!提

S B 18掘立柱建物跡(な~271><1 、 lズ!版 5 ) 

LT46 、 MA46 ・ 47 、 MB46 グリッ卜、‘の :rr~N プランを検出した。 6本の柱から

構成され、柱間の距離は f~- a約2.9111、 e b約3.34m、 f CI約2.94mである。 L

ま

れた範囲の面積は約9.22 m~ で5.6畳の広さに相当する。柱穴 a の南西側には浅い掘り込みが伴

なう。 clの両側に SK:i2_l坑があるが、新!日関係は不明である。 eはSK

際に検出されてることから、これも新!日関係は明らかでなL、。

S B 19掘立柱建物跡(問、図版 5)

間

L T46.47、 MA47グリット月第V プランを検出した。 6本の柱から構成され、

柱|訪の距離は f a約2.2m、 b約2.63m、 f d約3.1mである。柱で固まれ

りの広さに相当する。柱 6本の構成で柱穴 b、 eが外に張り出す建物

のなかでは、 f a間が狭く、 bとeの柱穴の張り出しが相対的に弱L、とし、う特徴がある。柱

穴の土層断面では、柱痕がわかるものが多く、

S 820、21、22掘立柱建物跡(第29.30図、図版 5. 

L R4::1・46、LS 4::1、 LT45・46グリ、ソド第

の指立住建物跡が 1棟重複してお i)，I司じよう

とする。

プランを検出した。 ほぼ同

4づ vて

L 、る。し、ずれも 6 本の柱から構成され、柱間の距離は f-cl3.5~4.36m 、 e-d4.78~5.

3m、d c3.64~4.2m 、 f-d4.04~4.47m ， a-c3.94~4.2m である。柱に閏まれた範

。9~20. 55nf で10~12.5畳の広さに相当する。土層断面D-D' と E-E' から S

B2ω;3棟の跡立柱建物跡のう も古いことが明らかである。次に SB21SB22の新!日であ

るが、柱痕が認められるもの、特に柱穴 a、b、 cについて認められるものが最も新しいと推

も新しい建物と考えることが可能である。

、。柱痕を取りまくようにある埋土には、

札黒色二I~Yは黒掲色士と交互に埋めもどしているものもある。

5醤23揺立柱建物跡(第311当、図版 5i 

地山土、焼土

もあ

ると、 SB

L Q45・46、L R46グリット人第V プランを検Ii¥L tニ。 6 ら構成され、

I a2.33111、 e-b 3. 37 m、 I -d  2. 68m、 a c 3. 1 mである。柱に囲まれた範囲の面積

は約8.1511fで 5畳弱の広さに相当する。柱穴 aとfはSQ07配石遺構の下から検出されている

こと泊、ら、 ま くられる以前と考えられる。

S詰24掘立柱建物跡

L Q45・46、LR45・46グリッ

5 ) 

V層上面で柱穴プランを検出した。 6本の柱からなり、 f

a 2. 8m、 e b 3. 67 m、 f d3.15mである。柱に閉まれた範屈の面積は、 10.19nfで6畳

りの広さ る。 b とS ら、本建物跡は SQ08を一部破壊
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第l節 検出遺構と出土遺物

c (S KP376-笠〉
C' 

泉純色ゴニ (10YR3氾) ロームれi'ロ

ムブロック(小) ・焼土粘少量混入

黒褐色ご1-，(lOY R3/1) 焼ゴニ:f:i'L・ローム

粒z-少量;含む

祭褐色ゴニ(lOYR3/2) ロームブロソク

(中~ノj、)少hi泌入

IIJ]賀補色土 (10YR6/ti) ローム粒から

成る

褐色了1:(10 Y R 4/4) ローム牧、やや多

くili:入

黒字お色1:(lOYR2iZI 

ロ，ク(':jJ) iJ~入

少量のロームブ

7 にふ;'，ミ賞褐色(lOYR4i3) ロ…ム杭(

制)少鼠:泌入

8 !:!:Hお色ゴ(lOYR3/引 ロームブロ t ク

(11]_小)をやや多く含む

主H品色土 110YR5/8) ロームブロソク

(大~中)多裁に出入

10 褐色1:(lOY R4/6) ローム中立とロ ム

ブロソク(中~小)から成る

11 黒褐色ゴ二 (10Y R2/2) 少量のロームブ

ロ，.，ク l中-/j、)ilt人

虫色七 (lOYR 2/1) しまり・粘'/'1:あ 1)

焼土粘・焼土フPロソク少量・炭化物..1也

山フロックダ 2cm微量

H者褐色土(lOYR3/4) しまりにやや欠

け・粘性あり・I'IUr移層の崩壊土

;ぷ筒色ゴ二(lOYR2/2) しまりやゃあり

粘性あり・焼土粒・炭化物粒.:l也山主主少

色オ二 (lOYR2/1) しまりにやや欠け

粘性あり・焼土校・地山粒微量

黒禍色j土ニ(け10YR2/2幻) しまりややあり

宇料粘，1点i片it笠uあ3う')1り). J也山f立.フロ ノクご 1じrn少主量2 
主淀E褐色土 (はlOYR5ι/8引) しま;り}強.宇紡l白5引'1

あiり).泉色土i江混i昆iじIり).張ゴ土二

;g掲色ニt二(lOYR2/2J しま 1)5!Ii.粘性

あり..1也山粒‘ブロ〉タ微量

方t鳩色土(lOYR5/8)と黒褐色土 (10Y

R2/2) の il~合ニ1二しまり強・粘官!=あ 1) ・

~U二仁

然褐色土 (10YH2/2) 

。、
/ 

H' 

C 思

SROl 

1 黒褐色:t二(lOYR2/2) 桁|生':IJ

しまりやや強・褐色j-，(10Y H 

4/引をブロソク状に去すニi見入す

SKP32 

2 黒色土 llOYR2/1) 粘性中 s

しまりやゃあり・池山土が粒子

;1えに桜わずかに混入す

黒褐色…L(10Y H2/2) 黒褐色

土を主とするが、地IJJ軽T:iJ:，が

径 2--3 cmのブロノク;1たに20-

::30%桜度混入す

しまり・*，~'I生あ

8 

SKP33 

4 黒f褐呂色オ士τ(什10Y只幻} 宇粘占台剖，性|

しまりややあ iりj、地11.1+が料

状に極わずかに il~入す
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ロ グ少全長混入
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376A 42 32 
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30 

28 

29 

SBl 

2 }，~~ {<f~色ゴ二(l OY R3/1) 焼オホ"，・ロ

ーム主主を少i111をむ

".月色 1'.(lOY R3/2) ロームブロ

ソク(中~小)少JffÜ~ 入
4 IlJlll'l褐色 1. (lOY R6/G) ロームt，¥:

カみらl1V.る

5 褐色土 (lOYR4/4) ローム粒・や

や多く iLi人

li !!Aめ色土(lUYR2む 少j誌のロー

ムフロ，ク(中 )M入

1 、 ~llは第22聞と!可じ。

d (S KP 85) 
む一一 一 o

l 黒褐色土 (lOYR2/3i しま

りなし・粘性あ 1) .炭化物

I也iおすむ微量
褐色土 (lllYR4!引 しまり

あり.1也山ブロソク

3 黒褐色土 (10Y R 2氾) しま

リ-粘性あり， .t也山もうi放最

-
Q
U
Q
d
《

υ

つれ】

1

4

1
ょ
っ
μ

深さ (cm) 底面標高(m)

44 157.82 

57 157，77 

64 157，75 

50 157，77 

45 157.80 

口2 15 勺7.6ヴt 

1 烈偽色卜(IOYR 2/2i し

まりやゃあり.fl~ -I'E あり・

焼ゴ二 'j~r.・地山 t\!f. f数泣

よ黒褐色こi二(lOYR2/3) し

まりやゃあり・ h1itLb1) . 

)J'tj二粒位ji泣Ut・地ilJ*:/少;辻
111';褐色土(lOYR3/3) し

ま1)・+lli十生あり

e ~ s v.."もも1

ξ一 一 一-E'

1 主総色土 1)υYR2/3) し
まり・料1刊:あり、 I也iおおL‘

炭化物1敬語

水系レベノL-158.500m

第l節検出遺構と出土遺物

c (5 KP36) 
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1 烈主足1褐色二土l仁: (け10YR2之d戊f

ぺJう欠<(け-j .宇も村紡'1
'
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山!Jt:性i'け'j生i七:，1'ワzりj 
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'11]こあり

九 時間1色土 (10YR3/3) しまりにや

や欠け・ !}itl二ちり

4黒褐色二!こ (10YR2/3) しまり・1'l1i

'1'1:あ 1) • tlJl.UI*:;jWki，: 
S 11#筒色 L (HlY R:ミ/3) しま 1)心

粘ドj:あり、地ilJ粒・ブロソクぶ約 l

[、ηl少長t‘

(:i立褐色土(lOYR3/21 しまりにや
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量
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111 

良 県褐色イ ilOY I{Z/2) 

性あ 1) ・I也IJI約ii校法
しまり・粘
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色
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第l節 検出遺構と出土遺物

黒字[0色土 (10Y しまりにやや欠け、l'tl，性あり、地山校、ブ

ロック1i性id
ギ色ここ (lOYH7Ii しまりあり、 h~Hこあり、炭化ヰ&J 1JzzlH:
色 (1οR+'{) しまりあり、半:dtふり、炭化物、地Ijlt:L1検出
総色!ー(lOY Lまりな i一、結 1)、炭化物微量、池山、

ブロ 1ソク少十

万色ナ(lUY しまりにやや欠(1、{:1!.i'I:t.あり、 JiliiJ汁ち

尚色二仁 (10YH完) しゴ、りなし、 *I~îtl:(t) f)、 1 fi国より薄め、治

(lOY しまり 5虫、も1，性あり、地111ブロ ク筏 1

:-1 cm~ll泣}三
81ft渇色二1:.(10Y H%) しまりにやや欠(ナ、枯性あり、池山土

斗 認色ゴニ (lOYH%i しまりペコペコあ 1)、粘性;らIi、地LLiこ!こと色こ仁

ぴ)?1"~ビリ
10 黒潟色J.(10i' しまりいやペ}欠1.":-、村，'1lあり一地111粒・ブ

ロノヴ少!_1I

11 蒸潟色土 (JOY n.九 j しまりあり、ゾ)、 J也LL!7p ク

J 2 111I字詰色二I il0Y n:!h;) しまりにペJペJ欠{十~宇，Ii'li[あり今 J也

黒尚色ゴ二 IIOYnち} しよりわり、宇，!jt'E;f)1)、J也iよl主敬語:

Jilえ褐色士!.lI)YH元: しまり孫、 i也111~十に黒色 i 混じりの市

E; 災ネ白色土 (101'n見) しま i)5TI~ 、 j也山の ~la.

'.を f，ìd;[~)ニL i lOY R匁 j し主 1)治、 I也ilWj0lu.

17 黒色二i二(l(]Y11日} しまりなし .f!日生あ 1).地LLil'!，f微量

d 
D 

;J，~芯H己ニi二\lOY R元I しまりややあり、結

七1:あり、地111校健微量、 '[.jH多量

P二?品立L上(liJY‘!日、J) しまりにペコペコ)({了
約七i二あり、任---5 cm少

1自:褐色 I~ (10Y 11お} 地山7uソク

井三溺色十 (lOY民主) しまりなし、結性あ

り、 I也山ね日数111
主必泉民巴:色二土i仁二 (υ10Y 引"i) しまlり)やベや♀Jあう tり)、f粘松[1占台1，ケ:仁パ'1位i七位'1
Jあ)1りJ. .t品I/J，リ川111吋下立、ブブaロ Uソ， アi立乏::::;--- IJ叩山'1川叩J河川IIIηl二ブ少jレ瓦長主忌山しυ}九九丸l 

[、lOYRち} しまりあり、おIi'!ii:})
-Ft 

ij、治山つロ ク花 1~ ~ c市多五;恒三

一占ttl易色ニ!こ(lOY しまり始、粘性あり、

池山こ仁90~r;
思i色二仁川Oiア R芯l' しま i)あり、京[liNゐ 1)

黒色二仁 (7.5Y R予i
黒渇色二仁 (7.5Y 
JWt~す色 (10 Y 
議論色土 (lOY
祭色ゴニ (7.5Y H 
nrr褐色(luY・

色ニ上 [7 .5Y 1 

(lOY 

(lC Y (7 E%i ロ ムfJ!.、ロ寸ムマロ
ム~

/' '/ ¥勺サ乞-¥-'，-'y-¥ 日'L

しまり良い、ローム粒と少量のロームつロック混入

) しまり良い、ローム小フロックややに Ü~人
池山ロームフロック

口一ム示Iflillit!:.入

L
 

hny 

人

入

l
土

I
i

ク
の

山一
h
ノ

ロフ
一
μ

今一ム
ロ
一

し
」
ロ

A
M
一
)

中
京
工

tt

ム

ト

品

一
日
時

ロ
日
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$器 16
h
仙

乞

e (S KP402) 

エ
円_;:::::--

S KP12 

。/
/ 

工

S816 
P i 1、t番号関口部径(cm)

73 :35x:30 
14 40 
06 34 
民4 30 

402 Sox45 
3IGC 30 

長さ (L'm~ 
39 
:35 

WtlfIi標高¥m)
157.98 
158.10 
15自.I)U
157.90 
IS品 02

157.93 

20 
21 i

o
凸
↓
り

7

3

・1
・A
斗

寸

円

心

{
i
S
4
 

1
1
Aノ
M

つ「て. ， 

エ

H' 

主
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第l節検出遺構と出土遺物

a (5 KP 
b(5KP14) 

A 

ーな「
話 B' c (5 K P06) 

む一一

d (5 K P84) 

S K P'14 

1 緊褐色土 (7.5Y R2!2i しまりなし・材料:あり・

やや}JJI熱を受けた土

2 I陥i持可消i古i尚色ム1土i上よ (げ7.5Y R3/4り) しま lリjにややカか基け ‘ j宇も粕r.払引悩f九世布I1占1;'1

ややあり曾 t焼尭土
:3 以下お色て1-，(7.5Y 112/2) しまりなしーも1;，[生あり・

焼土粒少m~ 炭化物・炭化物微量

褐色土 (7.SYR4/4) しまり・粘ヂ!こなし・ (7.5i' 

R4/日)焼上70.ソ 7もiU入

早iもも色ーi二(10YR2!3) しまりなく・結性あり

焼上市立微震

万二倍色jニ(10YR2/2) しま 1).粘性あり・俊一上

続・炭化物微量

7 11奇褐色ニ仁川OY113/4) しまり・枯性あり・炭化

物.j白山tj'，J数是

白 黒褐色 i二(10Y112!2i しまりー粘性あり・焼土

1主・炭化物電池山続i数母
S K P 13 

9 長潟色;上(lOYR2i3i しまり子ゃあり・抗1;'1'1:;，6

リ、地111半¥f' ブロック少な・炭化物微量

10 Il音褐色土(lOYR2/4) しまり・粘性あり、地Ul

l'立{数量

11 11台褐色(lUYR31出 しま 1).粘性あリ..1m山
パ、 R

_H.'Y"fi主

12 lIi'i偽色ゴ二 (10YR3/4) しまり・粘性あり、池山

D[・ブロソク多量

S K P 06 

1 ，W:鵠色土(lOYR2/2) しまりなし.f(jt!: 

あり・焼土約一極{放長i・.1m山村d放;三
2 .!-.~\褐色 (10Y 氏 2/3) しまりな I~ . fl1i'l"i， 

あり

3 主主色ニ仁川OYR2/1) しまり・半11i'l1:あり・

'~l't t紋極微量;・池山絞i数泣
.!~~褐色ニi二 (10Y R2/2) しまり ~~ì . '!'li'I全あ
1) . J也111ブロソク多量

S K P 12 

5 絡協色 (10YR3/3) しまりなし.*8'け今
あり..t也山フ'ロヴクiiR足・ (IOYR2/2 3/4 

2/5) なども;1-1，じりあうた状態

6 褐色ごiニ(lOYR4/4) .しまり・杉i'ltあり

巣色 ~I二 (10Y R2/1) しまりやゃあり・宇Ili

性あり・炭化物・地山牧微量

「

1 IJlq褐色j二(10YE3/3) しまりな L.
桁I/!:あり・黒褐色1:(10Y R2/2)との

~fL じり

黒褐色:仁(lOYE2/2) しまりやや欠

け・も1;'1生あり・焼十点 .1長{ヒ物色 I也IU

粒極i於
:3 I培褐色土 (10YR;:i/4) しまりなし

主ゑ尚色土 llOYE2/3) しまりなし-

Wi性為 1) ・炭化物微蛍

。
1 IJjj褐色ごヒ (7.5Y R3/4) しまりやゃあり

焼ごi二・明亦褐色j二(5YP5/8)の焼土1':[混

入・炭化物微最

2 11計品色土 (7.5YE:3j:3) 俊二仁・しまりやや

あり・結i全あり

3 偽色こ (10YR2i3) しまりにややかけ

fl~tf:あ 1). (7.5Y H.3i3) が、し、くぶん混じ

っている

4 M.¥褐色土 (lOYR2/2) しまり・粘性あ 1)

焼土粒i紋最

5 干、褐色二i二(10YE213) しまりに欠け.'Vl!j 

性あり・焼土私1・炭化物1，1投五i
褐色土 (10YE4/4) しまり.tt'i性あり

焼土粒微量

f ( 5 K P 376-c ) 
F一一回

1 号、得色了fコ(lOYE3!2) 

ローム主主・ロームワロ

iソク(小)・焼土Iリ最

混入

E一一ー

g 

7]¥.糸レベル 158.500m
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え/ ¥:T/づ

f(5KP377) 

5817 
a (S K P 18) 

「
J

H' 

a (5 KP18) 

A 

b (5 KP 

呂一一 … -8' 

1 色土 (lOYH~ ， íl) しま

りやゃあり、 h~ìt!_:ふり、地

[1 [r立尚昆

H，l;f.品色寸 [[IJYn し

まりにやや欠け、付性あり

池山粒 l よリやや多く g~人

炭II:J?uI)技;三

3 よ褐色l:(lOY 112/:1) し

まり Jコリ、 Ni性あり、 J也LLJ

車・-，ロ-7/ J.:. !.~ ノ 〉ノ H1

4 め色土 (10YR2/2) し

まりなし、r，~ド1:あり、 jls[I [ 

ブロノヴ il民i泣

，LI~mB土\10Y R 2/:，)し

まりやや;1うリ、も'i'ドI::あり

J也[l[ト.J也山ブロ r ク少宣t

d(SKP381) 

1 褐色土(lOYIU/2) しま

りあり、主主性あり、.rfuUJ校径

lllllll未 {!:j;j 1Jïz_~:=

~ ;~\潟色こi二 (10Y しま

りやゃあり、粘性あり、 J白山
ブロソク任 1clllj微量

3 pi¥褐色土(lOYR2/3) しま

りあり、粘性あり

4 黒褐色土 (10YR2;'2) しま

りやゃあり、組i性あり、炭化

物・ J出 111 宇 !~r~ m~1註
.'，l，~潟 1色 L (10Y H2/2) しま

りあり、 h'd'tあり、 i友{じ4均i:設
;社、池山粒・ブロ 2 ク少主i

I:I褐色土 (10YH2/3) しま

りあり、も'i'['j:あり、 jえ{じ物i数
i柱、;也山粒・ブロック少量

~色土 (10Y R2/1 i しまり

あり、結性あり、 J也UJ1'立微量

1 児?特色 L(]!IY しまりやや

あり、'fti 'l:七 ~h i) 、ヒl~J ‘.rlliUJ f:;'/H足
工コ

j五色土(lUYH乙'11 Lまりにやや

村山j:あり、 J也LUね・.rls1Uブロ

ソク l1':l-:-¥口I1I数;ii

;~ .I};渇色上(lOYH2/3) しまりあり

お'il't:あり、地LUi:'1上りやや多<Ü~ 
ノヘ

4 黒潟8::1二([()】代 し支りやや

あり、判制I，了1ア'/干性!ドf
5 匁f潟品色 l二 {リlOYR2ノ2引i し三走!:'り)あ iり) 

Ni'/'/:あり、.r1!l[11P:.j也山フv口 ク 任

-lOmlll少 4より多い

t)白品色t-_(IIJY fi しまりあり

組;七!こあ')、.t1!l111ブロック多

7 色一1-. (]() Y H 2/1 ) しまり強、 1"i.
|生あり、 J也山ブロソア多泣

e (S KP 
D 

1 干潟色:仁 (10YH2/2) しま

りにやや欠け、ギii'/'1:1.虫

SB 17 

PiT 喜子号関LI音/1径(cm)底liiii至(c田) 深さ (CIll) }氏[riI際高(m)
]自 40X33 29X24 56 1 ;17 トむi

378 54X33 28 54 157肖8
412 36 21 1 :17骨7
381 5~) 49 157.97 
07 38 46 157.86 
377 53X45 32X21 55 157.85 水糸レベル 158.500m

581 

第i節検出遺構と出土遺物

c (5 KPヰ12)

C c' 

1 }:j，~ n~ 色ニL (lOY lt2/2l 

りにやや欠、 宇も引i川i
[11パ1位立主1 • ブブU 口 J クf壬1 可 3 にリmプ少少ノj

、

;長凶泣一J 、 )，長えf化ヒけヰ物勿1股;凶詰

2 渇色土 (10YH2/3) しま

りやゃあり、桁/1j:，iiJ1)、地lli
1心ぷ投

F 
f (S KP 

1 ，!H褐色土 (10Y R 2/2) しまりに

やや欠け、半l'j'ltあ 1)、地山キ¥1 ・フ

ロック i込入

2 _!J;¥褐色ゴニ iHlYH しまりや

ゃあり、結|笠あり、 J也山粒径 1-

10m問微量

3 .~l:~ 褐色ゴニ (lüY R2/2) しまりに

やや欠け、粘性あり、 J也山粒微量

ブロック径 5-20胴少量

4 京色上(lOYR2/1) しまりなし

宇利粘，1占Ijピパ'/性!

5 蒸褐色j土二 (!OY今 R')/0)幻j しま iリj才あ〉

り、松i'/全あり、 I也山石川数量:

6 黒褐色士 (10YR2/3) しまりあ

り、粘性あり、地L1.1ブロック径 1

---3 cm多昆;

7 立褐色土 (10YR2/2) しまりや

ゃあり、も'i性あり、地IIJ粒・径 l

cmフーロゥク少量

-65・66-



3 

ふ
、ι../

d(SKP379) 

ロ一一 一一-D'

G G ~ I 5 

1 .'.1対局色す (10YR:2/:2) しまり

-¥Jベミあり 11111性

タiで1-3じ111多泣

H' 2 潟色二L¥lυY R4/lij しま i) • 

宇(j性ち 1). i新移!弱 ;JHJ:，IlJ: 

3 忠弘j色二仁 (10YH2/2) を jI~ ，，1 . ..: 

としし、(lOYR2.'1 と入り

{ilった柄、 J也山車¥!_・ 7ρロソク少

!JJ 主

4 黒色 (10YR2/1) しまり・

Ni'l'l:あり..1也山i=-¥ILfWkJ:rf
5 にぶい11t褐色士(lOYR5i4) 

ギ

SB18 

PiT若手号 関口昔日径(c田)底IIli径(cm)

287 94 X47 30 

31 45 30X24 

29 44 25 

5818 
/ぅ ヤド | 

G 
、、，，，，聞

h
'
P

昂
守
一

qu-

1
剛

岨

-

P

一
P

K

一
K

S

一
s

，，a
‘、幽
盤
，
，
t

、
F
十

Z

a (S K P287) 

G' 

H 4
v
H一

b(SKP31) 

〈ず
/も

379 

12 

5日〉♂40 34 

a(SKP287) 

A-ー…
3 4 5 

1 黒色上 (10YH2.8/l) 粘土・きめ

*Illかく、間くしまっている、ごく

わずかに焼十を含む

lIiH品色二L (lOY R:l.8/3) 粘土・孔

けさなく、間くしまうている

3 にぶい前?な色(lUY R 7.~/3) さわ

めておりかな粘土・孔げきは少ない

4 虫色上(lOYRZ.8ilJ 粘土・ 4しけ
きあり・秋'['[

5 主主褐色ニi二(lOYFCl.S/2! 粘土‘さ

めまI!Iかい

，14 

i来さ (cm) Wlilfli j;~円台\(111)

46 157.94 

54 157.91 

31 157.14 

47 157.95 

157. ~ì5 

157 

35 

40 :)0 

58抱擁立柱建物跡実;!tIJ臨

b(SKP31) 

一-A' 

1 ，llJ，色土(lOYH2/1) しまり・:f[li'r~t

あり

:2黒褐色ゴ二(lOYR2/2) しまり・粘

件あり・ 1ill山対・フロックff:1 -2 

cmj数足、炭化物11設設

3 た褐色1:(luY R2/2) J!llIJli・M世i量

炭化物 2より多い・しまりにやや欠

け結悦こあり

4 Ilff鵠色j二(lOYR3/3) J也山村:微量

しまりにやや欠け・ fllj性あり

5 !lIf尚色仁(lOYR3/3! J也山村~H投足

しまり・ h1i'[tあり

6 III'[補色|→ (10YR:)出 j也山杭・フ

ロソアS()%i凡人・しまりややあり・

*lli'l"U勺リ

7 }，I刊誌色土 (10YJ:{2i2) しまりやや

あ i) • t:dtあり・ 3よリ 11，"く J出11.11:(
多し

e(SKP12) 
庄一一

Al.l;色土 (10YR:Ul) しまり・砧

性あ 1).:tILUil炉支lJn:i~: . J也1111!EHti:
L' 
_'ll. 

6 }HNiJ色 i二(10YR2 しまり ~rtl

品Ii'['!，あ 1)..l忠IJI7ロソク多lIl

1-4、7は5112G図を参照

7l<.糸レベル 158.600m

第i節検出遺構と出土遺物

c(SKP29) 

C一一 一一C'

1 M  

1 色土 (lOYR2/1) しま

1) • Ni性あり・地山中"阪微

2 i.IA渇色二七(10Y R:2々) し
まり .M性，f，1) • j也111fl， 
炭化物微主主

ヨ 掲色トー(lOYR4/6) しま

i) .も1;↑士iちり

4 o'!-.l色 L(lOYR2/1) しま

1)・1't1;-['I=;h1) 

f (SKP13) 

E' F一一 F
 

S K P 13 
9 }，U尚色1二(lUY]U/3) しまり

べ=ペJあり.h1i'ltあ 1) • 1也LlJP
ブロノグ・炭il::!J:II)j)技;i;:

10 !I{f潟色土 (10YR3!4) しまり

もlil生あ 1). J也LUキ¥1(1放w::

11 Ilif褐色土(lOYR3.'4i しまリ

*，Ii性あり.J也山l，'i.少 tH_

12 11完治色土(lOYR:3/4) しまり

*lli'l'I:あり・地山杭・ブロソク多

1 -8は第一25図を参照

も
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a (S K P 248) b (S K P 249) c(SKP255) 

8B19 

人
A' B' C 

一日f (S K P251) 
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G' 
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e(S K P252) iuli 

eチ)

ワ

'卜)やや王手に混入、 しまり

も/ 3 ヨ
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〔久 ノ
。/、/ 

勺
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寸 ¥J一一

2 ßさ主)~tt. (1 ハ VR:)_.~:\ 主主ト 円~ 
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H H' 3 
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議28閤 8819擁立柱建物跡実現i酪
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今 イト L 司 乎♂勺よ戸、 ，句、FI i 
ロ ム犯とローームパノノ(比戸、

しまり良い、 ¥.1ーム小イロノク少量混入
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検出遺構と出土遺物
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司向。

少量;のロー

しまり良い
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主主符色土(10YR Ji) 
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られたことが考えられる。柱穴の埋土は、 J-
'-

第 l節 検出遺構と出 i二遺物

とする。

わかるものもあり、

ては、当初から完掘してしまったことから、

る。柱穴 eについ

きなかった。

S B 25調立柱建物跡(第331虫、凶版 5) 

L Q45・46， L R45・46グリッ V ランを検出した。 南北方向にお

a約2.G8 rn、 e b 3. 3m、 dしつぶしたようた六角形を呈する。主な柱間の距離は、 f 

c 2.78 m、 f-d2 m、 a-c1.81mである。柱に閉ま 5.76m2で3.5畳弱

の広さに相当、ずる。柱穴の埋土には、 C Vこ23し、戸C

L~ 、担入を示す。 とSB24、 J-I ど}が、新!日関係

につし、て明らカ￥にできな力、った0

3岳部掘立柱建物跡(第34図、図版 5) 

L Q44・45、 LR44・45・46グ 1) ッド第V層ト市で件寸プヲン

かでSB23とともに最も東側に位置する。乎面Izlは、 l';fフゆる

した。掘立柱建物跡のな

斗ぞ ヤア

〆')~;;) 。

距離は、 f-a 4. 3m 、 e b5.52rn 、 d c3.97m 、 f d4.06m 、 a c4.15rnである。

まれた部分の面積は、約19.8nfで12畳の広さに相当する。

(S N 40)が位置する。焼土は全体ににじんだ様相を是している。柱穴の埋土は、黒褐色、黄褐

色土などからなるが、柱痕のわかるものでは、その部分に焼土粒、炭化物を含む黒褐色土、陪

される。

( 4 )柱穴様ピット(第35~37図、-第 7~1l表、図版21 ・ 29 ・ 31 ・ 32 ・ 41 ・ 43)

る柱穴様ピ、ソトのうち掘立柱建物跡の柱穴として先に取り上げたもの以外の102

した。第 2表~第 6表に検出位置、規模、底部の標高と

かったものにつし、てはその規模等も掲げる。

ここでは、そのうちの主なものについて、図を掲載し併せて若干の説明を加えたい。

ら概観すると、円形、楕円形、不整円形のほかに、円形とl鴇丸方形が重くなったも

のがある o うもので、 SK P 375、SB08、SB 11、SB 18、

S B20・21・22、 SB らhる。こhらのほとんと、、は径60cm、深さ

1 mをこえるもので、今回検出された柱穴様ピットのなかで最大の規模を有する。また浅い堀

り込み部分の機能につし、ては、明らかにできるような資料は得られなかった。ただ浅い掘り込

みの位置が砕物の内側にくることは稀で、ほとんどが建物の外側にくるという

fこO

らみると、径30cm、深さ30cm前後の柱穴様ピットを例外として、多く ヒ
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第 4章調査の記録

ットは掘り方をもつことがわかる。 SKPlllの例は、設径95cm、深さ40"'-45cm Vこ掘り込んだ

後のに、中央からやや南西寄りに深さ 19~20cmのピットを設けている。その深さに比 L

柱を据えたためであろうか、根閤めに用いたと思われる石をつめてし、る。この例は、

のなかでは他に見当たらなかった。 SB08掘立柱建物跡柱穴 fにより東側上部が切られてい

。
ザ

hv

柱穴様ピ、ソトから土器、土製品、石器、フレーグなどが出土した。そのうち土器についてt土

破片資料が多L、。これは柱穴としづ用途からすれば当然のことで、埋土中から出土した遺物

は、柱穴が自然または人為的に埋まる

んどが沈線によって文様が構成されるもので、

なお、掘立柱建物i悼の柱穴から出土

る。以下に出土遺物について述べる。

草区 P54( 第 l06~11 ) 

したものと判断できる。出土した上器のほと

まるもので、ある。

ピット出土遺物に含めてし、

して弧~I犬の刃部を作出している。

。
γ
匂

S長 P163C第106図 3i 主要争IJ離面の背面上品;に刃部を作出している。石材は頁岩である。

S K P 186(第103図 6) 土器のほか鐸形土製品 l点が出土した。関口部の半分以とが欠失し

ていた。 2本の沈線の聞に刺突が連続して施される。高さは5.6cm、焼成は良好ーで色調は明諸

色(7.5YR5/6)を皇する。

S K P 221 (第73図 1) 小さい波状口縁をもっ深鉢形土器である。口縁部文様帯が広くとら

れている。沈線文が施される。内外部に煤が付着している。口径は19.2cmである。

S K P 361 (第73図 2) 埋土上面に流れ込んだと思われる牽形土器である。沈線による曲線

文が横位に展開する。

S K P 373(第98図20~25、第99図 1~6) SBl 

3僧体分の土器片が出土した。 20--22、 1 --3 

るヰ三ピット治ミらは;、

と腕部下半の資料であ

る。口縁は破状を呈し、波頂部口唇に亥日目文が認められる。 地文にLR縄文が施されており、

口縁部文様帯は波]頁部に対応して斜位の沈線が引かれ、磨消し手法によりやや広し

け』られている。文様帯は、横{立の沈静、によって医分される。胴部文様は明らかで、九六、が、沈線

に磨消し手法を加えた文様が認められる。外国に煤、内面に炭化物が付着している。

( 5 )竪穴遺構

らは、 3基の竪穴遺構が検出された。

が、竪穴と呼べる掘り込みがあるにもかかわらず、

として調査に着手した

り放しの状態で、炉跡が検出され

ることにした。なかった。このことから住居跡と と
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第 1節検出遺構と出土遺物

第 2表柱穴様ピット一覧表(1 ) 

遺構番号 関口 (cm) (cm) 深さ (cm) )民自際局 (cm)

(cm) )誌由際両 (m) 深さ (cm)

2 MA47 28 24 20 17 :16 157.98 m 

つつ 30 157.70 

26 25 157.75 

20 MB51 43 23 x 17 66 157.14 

22 MC50 40 28 47 1587.50 

24 MB51 30 16 40 Ei7.35 

25 MC50 40 22 36 

28 MA47 

30 MA46 

33 MA48 23 11 32 157.93 

37 MA47 J つdつ 34 158.02 

45 MD49・50 47 40 49 

46 MC49 20 14 13 

47 MD46 35 x 27 27 x 22 つつ 158.44 

d戸5 23 28 157.94 

58 MC52 3、Pi7 28 11 157‘24 

59 MC52 43 37 11 157.20 

60 MC52 30 

67 MB48 40 37 x 29 32 157.97 

68 MB52 a q d r 30 15727 

70 MA47 2:-i 15 32 158.05 

72 MA47 38 x 32 

74 1¥1A..47 41 10 

76 MA47 60 x 26 30 158.05 

80 MB53 42 33 32 x 26 52 156.87 

1¥;1 C 51 32 18 52 157.18 

-85・86



第 l節検出遺構と出土遺物

3 柱穴様ピット (2) 

遺構番号 検出グリット 関口 (cm) (cm) 深さ (cm) )誌由際局 (111) 
径(cm) )民間際両 (111) 深さ (cm)

82 MA47 27 12 41 157.96 
トー -

87 MB52 40 25 53 157.80 27 157.80 53 

88 五在B49

90 1¥1B49 

91 MB49.50 43 157.64 

93 MB53 26 20 。円ひ「 156.93 

94 民'IB55

97 MC51 

98 MB55 31 

104 五!IB50 29 18 33 

106 MB51 36 x 25 26 x 16' 43 

111 MA52 95 92 44 157.20 24 157.02 

117 MA50 49 30 つ? 157.59 

118 MA52 77 x 50 26 66 156.96 37 156.96 

1 

139 MA54 28 20 16 157.58 

つつ 44 156.96 

149 L T .MA53 42 17 38 157.16 

MA53 30 24 44 156.90 

151 L S 54 32 20 17 157.05 

162 L S 56 30 19 40 156.17 

164 L S55 44 x 36 24 x 18 63 156.26 

165 L 55 oqa q 20 55 156.37 

87・88



第 1節検出遺構と出土遺物

第 4表柱穴様ピット一覧表(3 ) 

検出グリット 関口 (cm) (cm) 深さ (cm) 底面標高(rn)
底商標高(rn ) 深さ (cm)

171 L R55 38 22 d つdつ 2::1 156.50 ミqJ‘:1

17:i L R55 48 25 156“41 48 

176 L R56 156.15 

179 L S. L R54 156.87 

180 L R55 30 20 

181 L R55 48 x 43 50 x 40 13 156.85 

184 L R56 30 19 

195 L R06 60 x 38 ωつ3

196 

200 

201 

202 L R55 28 15 

203 L R55 50 x 40 19 43 156.52 

206 L Q44 61 50 69 158.39 44 158.4 69 

211 L S55 20 8 20 156.66 

213 

215 L S55 

219 L S56 38 32 25 156.41 

221 L T54 46 156.80 

224 A LT54 68 x 45 28 34 156.95 156.94 34 

224 B L T54 46 21 44 156.87 

224 C LT54 44 25 49 156.84 

225 L T54 33 18 

卜 3
L T50 67 55 50 x 40 

232 L R45 35 つ3 a61ο q 158.19 

233 L S46 3r、4 J円 J円 63 157.86 
一一」ー←
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第 1節検出遺構と出土遺物

5表柱穴様ピット一覧表(4 ) 

検出グリット 関口 (cm) (cm) 深さ 底部標高(m ) 
(cm) )民自際高(m) 深さ (cm)

245 L R47 42 20 33 157.94 

246 L S47 63 58 54 157.68 :n 157.68 54 

256 L T46 33 30 42 157.91 

261 L S46 40 x 34 26 60 157.74 25 158.00 46 

263 L R46 51 x 42 20 63 157.74 

264 L R46 32 1:5 

271 L Q45・46 35 23 

25 158.30 

x 39 × 17 158.35 21 158.25 26 

296 L T44 45 19 158.71 

304 L R47 50 38 よ円C円i 157.93 

319 

320 LR49.50 54 45 43 157.40 

320 B L R49・50 63 36 50 157.32 :iO 157.32 50 

330 L Q50 39 30 21 157.51 

JqJqJ 円 L R46 39 28 30 x 2:i 19 158.17 

336 L S46 32 24 35 

337 L S46 21 15 27 158.20 

339 MD.ME49 39 29 45 157.65 

343 MD.ME49 40 27 43 157.66 20 157.66 45 

344 L Q45 dつdつ 25 40 158. 18 

345 L Q45 30 22 28 158.29 

346 L Q51 35 16 リペムワ」 156.94 
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第 l部 検出j立備と出|二造物

6 柱穴様ピット ( 5 ) 

検 出 ク リ ソ ト 開口部径(crn) (crn) 深さ (crn) (m) 

!底面標高 深さ (crn)

:147 LQ;:)1 27 1:1 27 157.21 

348 L T45 47 32 x 24 ，)，) 158.26 17 158.26 J 円3

351 L Q45 ムつ4‘つ} 18 59 158.()O 

353 L R45 20 15 17 158.36 

:160 J43ウi 158.23 

364 L Q46 つ3 15 23 158.18 

:)(18 MC49 6:1 x 50 :-lO 60 157.68 

:-175 MC 50.51 14りx86 58 35 73 157.07 40 157. 12 62 

387 MC49 37 157.72 38 

391 ?νlA55. 

:)l)8 L S48 

403 MA49 23 18 13 33 157.73 

406 MC47 27 13 22 158.22 

408 LQ49 38 x 32 26 x 20 41 157.47 

411 MA46・47 22 17 24 158.12 

4l:i L S 51 93 80 78 64 48 157.14 58 157.14 48 

415 L R52 20 

416 L T46 37 ~< 26 27 17 つι~ :、ご3 158.15 

421 L T53 よべiひ戸 18 30 157. 10 

93・94
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第 4章調査の記録

S長 101竪穴遺構(第38図、第73図 3・4、第79・80・104図、図版16・29・33・42)

MD50グリッド第五7層上閣でプランを検出した。プラン確認時より土器片、石器などの遺物

る楕円形である。規模は長斡 31口、短

軸2.5m、深さは11~35cm と一定でない。第V層を掘り込んで床面をつくっており、北西側半

り下げてし、る。平壌な面があまり認められず壁溝、炉とも検出されなかっ

た。柱穴は、南側壁に接するよう vこ一個所のみ検出された。箆47----50cm、床面からの深さ28cm

である。この柱穴を取り回むように北側床面が帯状に高くなっている。本遺構と SB10掘立柱

し
) されている。埋土は一

みの層 しすこE

きた深鉢形土器である。 4 の口縁~ì、ゆるい波状を是し、横走する 3

条の沈線が口縁部文様帯と胴部文様荷を分ける。腕部は 3条の沈線により波頭文が描かれ、そ

の下に向様の沈線により網部文様帯を区画する。波状口縁部からと波頭文頂部から斜位に沈線

iかれ、沈線がぶつかった所に円形の車IJ突が施されている。焼成は良喜子で、色調は褐色(10 

YR4/心である。 3(土粗製の深鉢形土器で、内外面とも煤が付着している。口織部は醇合口

である。小さく屈曲する部分の縄文を磨消して無文帯をつくっている。器高26.7cm、口箆20.9

cm、)忌音sIO.5cmである。焼成は良好で、色調は精褐色(lOYR3/3)である。その他は破片資料ー

である。縄文地文を沈線で区画し、区画された部分の縄文を磨消すもの(第79図 4・8・29・33、

1.2.4'5)。細レ沈線により文様が描かれるもの(第79図 iヘ 3‘23・28・3D、第80凶 6)0 

2本の沈線に狭まれた微i場起線上に京IJ突が施されたもの(第79図24)などがある。石器は第104

図 1の l点、が出土したほか、ブレーク

3長 Z告2竪穴選議(第訪問、第81図、

l¥!IA53・54、IvlB53・54グリッド第

プランを検出した。

した0

1 ---8、図版16・34・42)

しているのが認められ、第V

し、長軸2.17m、短軸1.9111の規模である。

は、東側が19.2c辺、

るためである。

り観察されず、炉、

4 cm ，!:::ナー デいJ芝、 } cm，:'::: Iょっ'_¥i "0..) 0 ー く傾斜してい

とも認められなかった。 し
」

ま
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柱

土

ものは48 50cm、深さ約10cm-Cある。

とんど白1]られてしまっている。 1、 2層とも地山

る。文様は、半裁竹管又は棒状工具による沈線

ものもある(第81図 3・12)。胎土に砂粒を描くものが多い。口

『

心。

98 



検出遺構と出土遺物
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第 4章調査の記録
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第 1i計i 検Ill.i室構と IHL:i宣物

S K I03竪穴遺議(第40図、第73[xl5、

34・35・42)

9 ---24、第83凶、第84L~1 1 ---15 、 I"~I版 16 ・ 29

L R44・45、LS 44・45グ 1) ット第

02 mの規模を有寸る。

線のラインが推定され、ほぼ円に近し

らだらと伸びる

跡が認められず、床面も段益なく

してし、ることから、これら

プランを検出した。南北方向3.14m、

の i層と 2層を分ける線を壁の立ち上がりとみると、破

となる。それを単なる埋土の違いとみれば、北西

いた形

してし、ること。さらに i

、と判断された。 しめら

，rルレ') されず、南か

されなかった。

4 ~-23cmである。

北東側は SK197士坑、 SB26 

しており、そ

されている。また南西側におし、て SB20、21、22摺立柱建物跡

らカ sにできなカ‘った。 埋上は 3膚に分層さ;flた。

りである。このほかにチ、y ブが集中して出土し

である。地支にLR縄文を施文 L、

となり、よく研磨さhている。注口部は欠失

される。焼成は良仔で¥色調は黒褐色(10Y

てし、る。

れる。

R3/りである。第83図27r--._~29 ・ 31 ~35、

沈線による渦巻文が横に展開し、沈線により区画さ

好、色調は外面がにぶい澄色(7.5Y R 、

19は、微隆起線の南側に沈線を並走させる O また波;1犬口

したものである。

と思われる。文様は、

している。焼成は良

。
ヌ
V

寸ノ口一ヰん
ι

の刺突が施される。

( 6 ) 

s罷01 図、 つ
}主

五/IA48グリッ

L~てし、る。

しfニo S B 1 a ( S K P :~2) の北ng {Q~ 上部

深さ ~lOcmの掘り 口 ズ」

口苛~29.2cm 、 口 るl、 と な り 5

り、波

される。その下に

(10YR8/4) 

プ

分 。 )ア

心 。 口 口じ〆)

2条の沈線がめぐり、口

を長する。

いる。そしてそれをつなぐよう

る。焼成は良好で、

される。
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調査の記録
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第 1節検出遺構と出上遺物

S詫む2土器埋設遺構(第41図、第78図 3、図版21・29)

MC55グ1) 、ソ F'杭の東約L3mの第阻層中で検出した。 5mに SZ 01芯間

7mにSK253土坑が位置する。輩形土器の上半部が倒立した状態で、埋設されてい

た。掘り込みは黒色土中で完結しているため明確ではないがほぼ円形の平面形を呈し径約

21側、深さは約llcrnである。土器埋設中の埋土は、第甑層と明らかに異なり、褐色の度合が強

くLまぺてし、る。

口幹部と胴部下半が欠失してし、る。 J妾合状況をみると胴部の接合資料はMD51

1潜中出土の絞片である。腕部に最大径をもち、 7言の部分、は張ることなくほぼえつゲ 1I
U'-'ノ ノ ツ

る頚部に達する。文様は網目状撚糸文が施され、

良立子である。

$詫 03土器埋設遺構(第41図、第78図 4、図版21)

され となっている。

MB58グリ、ソ

~38crnである。

1) ッド内から出土し

に立ち上がる。焼成は良好で外部の

2)である。

した。掘り込みの平面形は:情円形で、 x 26crn、深さ37

さ;f/Lてし、戸こO これに!司じグ

されている。胴部はやや内湾、ぎみ

(10YR 、内面は黒褐邑(10YR31 

( 7 )土坑 第103図、第104・1051ZJ、図版16--20'29 ・ 30.35~43)

ることが明らかになった円それぞれの検出位置と計測値等に関

まとめた。ここでは本遺跡における土坑の特徴について概観したし、と思

。
〉つJ

第ム

μ
7
Q
 

されてし、る。第瓦層

環状に配される掘立柱建物跡

は

上面ま

する傾向が見られる。こ

ちづくる環の外側にも し、 30%~こあたる られるの

つ
、
ノ
、

〆
¥

、 (11. 9%)に大別さ

中心に向いているものは19基で約40%である。その

うような方向にあるものも 16基(33%)認められ

れる。楕円形の土坑のう

他は方向が一定しないが、

る。
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どが出上 られず、土坑哩土につい

第 l部検出産構と IU上産物

ったわけで、はないの

で、基墳と断定することはできないが、

たもの、{也の土坑とやや異なる

るものとはi天別しておかなければならないであろう。

うものなどは、

されたものは、合

らiよ5 されてし、る1]入 SK144、

は、ったきき

内から

され、 S 143土坑

している。 SQ

して L、る。 S

され、 S 

~， r( 162土坑の

埋土トt人 ;jl_てレるの;う追〉かる。 s守

まってい7ニG S Q S !-(161二ヨ

ような状況がみられ、鐸形土製品、環状土製品なども出土しているハ鑓形製品は、 S

118、195の各土坑からも出土してし、る。 埋土中に大きな石を詰めたものでは、 K73、88、

134、253の aある。また、 S

きる。すなわち、 ずfように

、
I
L
V
 

った。 このほ治サこ、 5 1t 

もなし、場合でも、

るが、上

ものも j主

される。 SK05・65・148・186・170などがこれにあたる。

以上に掲げたものと

も検出されている。 SK63、

土器・

ってそこで火 Ltこもグ〉

られなかった。

して L、、 i二坑につt"ては、

た検出面の関係から、

とする

に 土1えこと
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Iく43

られる。

l::H工、 る口

られないが、

1 ~llはすべて

れる。

81く63 、 f-J
-， ，、
心 β ¥
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第4章調査の記録

器である。口縁は波状を呈し 2本 i組の沈線で、文様が描かれる。口縁部文様は斜行する沈線の

間にiS_/字状文が入り、横位の沈線で文様帯が区画される。日阿部文様は、弧線が縦方向に描か

れ、文様帯の下端は横位の沈線で画される。腕部文様帯の中央部に横走する i条の沈線が断続

しているが認められる。器面に煤が付着し、

富民鎚 第74凶 4は査形土器の口縁部か

される 0

4ナての資料である。 地文にRL縄文を施

し、 1巡さhてし、る。口径は11Clll， 

(lOYR7/引を呈する。筒、部に穿孔されてし、る。貫通はしてし、なし、o S K 

していること主主ら、本来は SK98_:_L坑に伴うものとは考えにく L、。

5は/ト型の鉢7fヲ土器て、ある。 MA53グリット

した時

喜長 102 口

に

片

。

間

破

る

の

。

い

そ

る

て

あ

し

れ

でい
つ
ω

ー

7卜

/
f
/
/

'
j
i
 

2 らなる し、口 ___， 

LR縄文が充填されている。沈線から底部にかけては無文である。

資料は、第88図22が深鉢形土器の口縁部、 23が浅鉢形土器である。

喜氏 109土坑 第89図 1は深鉢形土器の胴部破片である。 を混入する。}

の破片をλる摂り (lOY を呈し、 られなし

彩が認められる。

S K 112土坑第89図 4・5・9にも

にも認めら*Lることから、

しており、

してから何らか

られる。このほかに第89

されている。朱は断面

したものと考えられ

図 8の破片の

J亡。J

S K 135土坑 プヲ

8、第105[翠 3が刃部を北か

ている。第104図 6は全長 JClll、厚さ0.5、0.6Clllで、

図 7~:t.全長6.2clII、厚さ 1.4clll o 第 1041現 8

iは全長6.9CiTI、厚さl-3下 l

さ1.4~ 1. 6Clll、これも刃先に

られる。出土状況から判断し

J.-
」

して出土した。第104図 6~

を東から南東に向けーて出土し

している。第104

してし、る 0

2は、全長9.2Cil1、

さ2--2.1c盛で刃

6 

、
1
7
 

・・・・・・
EZF

A
h
r
 

d、
‘3 

られず、 lncれ込みの可

4ごl~ 
- u 

S K i70土坑第751ヌ12は、

されている。)底箆は6.7c mである。

る。 50m以上も離れたMC55・56グリットr

S K 172土坑(第91図) 破片資料のみで、あるが、

(19)がみられる。または.16・20・21・24は、器形は明らかでなし

ある。 RL縄

τy 
Q 

している。
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第 116 檎/:1:¥遺構と/:1:¥:1二遺物

められる G

S 民17ヰ土坑第105回 5は、 レ L、刃を作り出し

ている。石覧は頁岩である。

芸誌 178土坑 深鉢形土器 2f自体分が出土した(第75図 3畠 1) 0 :iは、口綾部から鯛部にかけ』

ての資料であるが、 LR縄文が施文されてし、る。れま底部から張りぎみに立ち上がり、口

が大きく開く器形である。文様は、 RL縄文の五施文され、日綾部と胴下半分とで保体をころ

る。口

告 iくi斜士坑(第92凶) 3 

し、 11=線により円文と

竺ア

Q 口

しい。口縁はノj、波

円文と円文を弧状につなぐ、ように縄文原体íít~ ITf

圧痕が施される。その下にLR縄文が施文されている。 5

は不明である。表面はかなり磨滅している。

られたもので、用途

S K 195土坑第76図 1. 2は、

口縁部文様帯を構成する。

る。 2は地文にRL縄文を施し、沈線により

3は、壷形土器の胴部破片である。頚部と胸部を 2本の隆帯

で分け¥隆帯間を縦の隆帯で連絡して方形に区画する。隆帯の向脇に沈線をっせ、|盗帯と!盗

帯の接点に円形の京IJ突を施す。胸部文様は、縦{立の I~を帯で 4

沈線により誼線ゃ曲線が描かれる。焼成は良野で、色調は内外国とも燈色(}.5 Y R6/6)を呈す

、ーす

心 。 4 ~主、

している 0

5医227土坑

2条の沈線を施文し、その間の地文

5C!l1、)底i歪9.5C!l1、

ーァ。。
c:. :/ 
U I'¥. 

4cmで、ある。

2・3・4の 3 くか

られる。

寸

心。 ら外反して立ち上がり胴

と腕部を分けるように

り出している。 、口 1~16.

(10YR5/6) 

Lたものである。 4の

‘} そのそばから 2 で/I¥j二‘ Lてしもる。 2(主、 とも煤が付着してし、るが、

外面はてし、ねし

'U) 

されてし、る。 1:]

-h 
ノJ

もち、法量は 1:1径12.4cm、

状口縁を呈する

iキ ある白

16. 1 ~- 16. 9cmで、ある。 3は、 1または 4 被

である。文様は施されておらノ、

を含む。色調はにぶL (10YR61引を呈する。 4は、

である。口 4 まるく

させたもの りつけている。 口 してつけられており、胴部
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第章謂

子Fから最下する

て，)そに医関されてし、ると

よって区出されてし、 らに文律帝は積{すの沈#i部こよ

戸1-Jt':1イ立 ユ守 tl 

色調は灰黄褐色(lOYR 'CJ 0 

民主露支を主fu文に掠し、 lt繰に沿って

ややもろい。

LR 縄文

L ており、

人!)~問刀、世巴( / • ~1 R6/6) ヘ~;)

る。ロ 述、胎ト

写きが行われている。

のλで、施丈方iらjは

i主、

( )フラスコ

ブラスコ

グリヅ F~

した。 S 01・02・05から

るものである。

1、図版20・40)

しており、

二上した。 S

」
与J

、。 円形と思わ

れる。 口
、-

1
 

一日
目リ

i

1
9
I
A
 

92m、 さO.99mで、

とL、しベサ1も十世iJlローム平JIニiであるの理←iては日層 L i~二。 と Uこ;:;~\;

o 号、 入し、 1 J言 も混入している。 i--) レi沼ι_1じ、

オ)JIる。

より土器が i した。
.j 

c) スる (，1)
'Y ~'、ー，

1) ト

.40) 

IJil手である。 iコ 7:im ().86 

GU III U.691口、 土ややIHlrl~ Lてし、る。 壇上

、
し

z
a
J
 

世
間

e

里山 !イドハ、 L
~社、" J 、

H 

!-_I 川ヅ

必人 L 4 . (i I百i主Iゴム . ， ν一・

! '，中より口 ! 1 

寸一色 iへ 、京m~ Lてし、るもので、完

成は大変良好て、ある円

図版20)

-γ 
け
り
/

h

一Y
A
P
-

戸

L
J 円形である。 口 68!11 0 

した。黒i:¥2 r口、 62 1.70 m、深さ 1.31mで、 る。埋土は 9層

J世1111コーム( 1-' ッグ褐色土 してお守、 6
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第 l節檎出遺稿と IU上遺物

一川

i
'

( 1 ) 

害見
検出クリット 平i而形 深 :ミ

口 1ナ九ザ三

MD49 円 7:3 57 :50 11 

2 70 x 60 64 50 6 

。円 84 67 77 58 

J MC48 円 品4 7S 19 

14 ?hvffBC448 8 イ 78 x 65 :36 

18 50 

19 MD48 円 72 16 

22 84 73 

24 M ?vf DE 550 051 90 x 80 22 

28 MA47・48 64 J~) 15 

32 円 83 x 75 fi() 

』d3qd 長七ミ46 門iひ間 ;切)口ぷ 64 /14 lu N 0_ E 

37 五1B45 円 3ケ 3戸 .38 

守:}~コt l¥iIA44 160 144 150 130 36 、

40 ELJI I BC SO 円 44 40 16 
50 

43 MB47 円 qο 85 18 

4j h?Lf I BC ;7() 50 :iS SO 

48 五iB50 110 97 :-{() ---8::iO--W 

Ep1v/i f BB 50 104 65 100 62 日 160--E 
:JU 

53 長1C46 1:12 12::; 120 110 

ひb MC47 行 51 43 δ 

fM Lf DL:449 9 円 50 :i() 

61 MASl !lJ 82 70 74 63 24 

九B51 戸i“、 3rJ z一、 品8 46 8 

63 MA47 105 79 101 7S 27 N-380 E 

iミヰ MA4l) |司 102 01 :31 

ハ
叶
J
V

ハハリ

吋

sa--A



第 4章調査の記録

8 ( ) 

遺構番号 検出グ 1) ッ卜 平面形 ふ(守

口 {三又十市

65 MC47 円 100 85×72 L63}Fi 7 

69 MC46 円 55 40 x 33 21 

71 N -50o-W  

iウ乙6、 MB52 x 90 117 x 85 20 N-60o-W  

73 MB52 円 x 75 

81 MB54 

82 MB49 84 x 63 78 x 55 17 N-170-W  

84 MA50 円 69 x 63 57 15 

85 MA50 小斐南円 110 x 65 56 x 42 31 N-330-W  

86 l¥iIA52 円 103 

88 x 60 

89 IvIs'，_53 円 64 62 54 46 。、i寸

52 39 J 内門i N-520-E 

92 ζQ51 82 67 75 58 つ3 N-260-E 

94 L R51 ]三() 10:-) 113 86 つ? 民一180-E

95 L R51・52 円 95 70 59 

97 L R53 1:i 1 70 104 53 19 トJ-7GO-W

98 LQ54 円 103 り()

100 L QPS 5b 
L Q55 

101 LQ55 内 :J:J 48 19 

102 ivli¥5:3 90 82 81 り/ リつゥi 

104 孔1B52 67 58 りり 13 
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第 1節 検出遺構と出土遺物

ハ
uzt第 ( 3 ) 

口 {土でア

107 M A52 78 ひどJ 20 

110 L R53・LS53 楕円 121 x 88 

111 lvlAS::-l 86 72 、/、、J 29 N-510-W  
MB53 

112 EL VIAT553 3 128 110 

113 L 60 x 55 45 x 38 

116 L S54 70 x 55 54 x 42 18 N--~-890-E 

117 
L R54・55

楕円 222 x 117 142x100 33 L S 54・55

118 L S54 122 x 90 105 x 75 28 N-580-E  

120 L S56 円 70 64 22 LT56 

129 L S54 

131 L S54 88 x 78 82 x 68 14 N-78U-E  

132 L S54 76 x 46 34 

13円oq L R Q55 i斗 42 28 27 L R55 

134 L L TS554 4 円 門75 70 17 

1:15 L T46 楕円 80 x 60 70 56 16 N-300-E  

139 L S54 円

141 LL 21 T51 102 x 73 73 56 26 N-160-E  
A51 

ML AT554 4 143 円 40 30 16 

144 Iv1A50 48 18 

145 L T54 73 42 6Ll 34 16 N-800-~-E 

148 L T50 円 15り 130 98 x 90 61 

160 L R47 円 82 67 42 

161 L L T5447 7 円 123 118 27 

ILJ{R;3447 7 162 128 110 65 51 N-80-W  

164 L T48 65 x 60 47 x 38 

J L L 7S 44 55 ・・ 44 6 G 円 ι。 1日
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第 t章調査の記諜

第10表 ( 4 ') 

口 子ヒ叉と

167 L S45 84 x 72 78 x 69 

169 L S44・45 楕円 110 x 92 99 x 84 46 N-80-E  

170 L S44 楕!ごう 157 x 107 150 x 100 46 N-50-E  

171 L R44 x 60 30 x 26 17 N-160-E  L 544 

172 l、主主主1'1弓 IJ 不明 x160 165x150 47 

173 100 85 28 
i 

176 L R47.48 円 100 90 16 

178 L Q49 円 72 53 19 

179 L R49 楕円

182 L R Q50 
L R50 楕円 123x100 

184 L Q50 60 x 50 41 

185 

‘ 

186 L R50 125 x 110 96 x 70 30 N-30-W  

190 72 50 45 aqa q N-20-E  

193 

194 L R44 (20) 90 

lヲ5 L R44 226 x 196 78 x 54 75 N-670-E  

196 L R44 (160) 92 (146) 68 つつ N-lOO-E 

197 L R44・45 118 70 100 x 55 56 N -40~-E 

210 L Q42 円 分8 O町;::) つ3

211 L R43 I1:J 48 38 13 

つムdつム，ゥ4 主主B49 円 JJ 40 21 

228 .53 123 x 80 119x61 26 I N-220-E  
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第 1.2~ t'iHHi歪構と出 i遺物

2::¥2 M正¥48

233 L T48 

つ山・つj:戸) L S44 円 110 65 70 48 26 

ム6三J円i胃 L 44 
「号 行i口ム アL】7 18 L .1.1 

238 L Q47 

239 L S44・45

241 L T49 

N-770-E  

N-570
- -E 

250 L S 54 

251 LR42.43 

252 lVIB51 

ーィ、
J

d

R

 1
 

4
1
1よ



第 4章調査の記録

SKOl 

A 

H=158.200m 霞

一一てミとァー
SK01 
1 (10YRち) しま

ーローム小ブロツロ

日ニ158.600m

一司ミ

つ

Stく19

日K19
1 
つ Jfu山土iM入

⑨ SK02 

/ぐ射器
" 

¥と守........_ーノグ

¥ 
H=158.400m B 

S 
I 

B
 

⑨ SKiヰ

日=158.r100汀l 話

SK了てヨア
つ

H=158.600m 呂

一~二工ニン
S 
l 

月
/

)

ツ

内
町
ノ
ロ

nn
ブ

Y
ム

日
一

(
 

SK22 

一言~
B =159.000111 

ぺこ合22ご!l

B 

A H=158.300m 

S 
1 U音褐色ごと(lOYR:h) ローム粒・

ック(中金大)混入

Q
U
4
i
 

つ

3 

第42関 SK01・02• 03・05• 14・18・19・22土坑実測図
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sκ24 

A 

A H=157.900rn 8 

つ

A H=158.500m B 

S 1¥.33 
1 長補色二(lOYRち) しまり・ W，li

り・地"1粒微量混入

日=158.600111

S K40 
1 

SK45 

s、
1 

A H=158.200m 8 
b 日

c 

d 

日
芭

粘申~…

お(11'11文!

A H=158.50011l B 

第!節 検出遺構と出土遺物

B 

S 1¥.28 
1 黒褐色土 (lOYR ;~) しまり・粘

十生あり、 /;'たイヒ物.J:lill-.i'Ji:f壬1-3 mm 
微量、 t恨混入

2 ロームブロック

⑮ SK37 

0 

一
A
 

民
M

B 

A H=158.600rn B 
4 s 

一一一一一寸+γ寸寸ー-L1 ノ1-2
5'又三::::--3~Y-5

S K32 
1 立lno色土(lOYRち) しまりなし

*，li'~'1:なし、地 H~í:ブロック状及び 1
111m粒で少量混入

2 黒褐色J二(lOYR%) しまりなし
粘性あり、混入物は一層より少ない

3 黒色土(10YR討) しまり・粘性
あり、地ILi粒筏 1mm徴最混入

4 よ込m色土(lOYR %) しまり・粘
性あり、炭化物微最H'8入

5 n音補色土(lOYR出) しまり・粘
性あり

6 黒褐色土 (lOY
あり、高li'l'l二あり、

(畳間G

(96 

A II =158.100rn B 

一τ芦「一
(10Y R }~) ローム!i'1ll粒

ローム *Ú~を

第43国 S K24・28・32・33• 37・40・43・45土坑翼側酪

115 
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‘rコ、

S 
1 

斗

第 4章調査の記録

j )j 

11 =159.900111 

S 
1 
2 
3 

(10Y R %l しまりややあり、 *lli'~l:あり、地

SK49 

中フロリウ ヱ

SIく55

しまり・

lOYR%と

コ

SK59 

11 

SK48 

s 

ロ

ロームブロック (tl]-小) ー炭

SK53 

ロームフロック

つ lllilil¥:l 

2m 

第44顕 S K39 . 48 .約.53 . 55 . 59土坑襲灘区!
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盆)三綿
8々 ") 

第i節検出遺構と出上遺物

SK62 SK71 

。B 
A 。ロ

A 8 "一、 戸、 B 

S K62 
ローム絞

しまりやや良

A H=158.000!1l 

s 
l 

') 

'" 

宅主

ワ

しまり.fti.1生あり、J也山 L・

A 

円

.:0 しまり盆 *~îれあり)lS山ゴ二・

SK64 
SKi2 

P
J
1
i
 

地上粒少盈混入 つ

第45図 S K 61 . 62 . 63 . 64 . 71 . 72ニヒ坑翼側図
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第 4章調査の記録

SKi3 

A (((山1luxdq-r-f-hf1r ¥rJq込川11、fJ 巴

A H=157.7001l1思
S 

ーセヨ=g
s 
l 黒色土 (lOYR :;>i) しまり良い、

ローム中ブロック少量含むu

SK80 SK82 

A 。8 A 己 巴

A 日=157.3001ll B A 1!=15お300111 思

id[V 
~3 

S K80 
1 

2 2 

3 (lOYR%フ) ロームノj、フ、
-長l色粘土 ロック混入

。

⑭ 
SK85 

A 

A 日出158.000m B 
子 12 

Q
U
1
s
 

‘〉

つ
d 

;:; 

6 

i 

つ ローム粒・
く混入

2m 

第46鴎 SK73.77・80. 81 . 82・84・85・86土坑実測鴎
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調査の記録第 4章

SK97 

結性あり、しまり

とう K9i 

1 茶褐色土(lOYR%)
池山粒‘プロック少長

褐色1ニ(10Yt¥7を}
5tH山*:[j)技法
Iltf褐色土 (lOYR%) 

J也!JJ粒ごく微量

S K日8

1 11[1褐色土げ.5YR%l 

しまりあり、粘性なし、

11)-] ，~;褐色焼 u立少量

黒色上 (IOYR7n し
ま 1) • *8ttあり、 I弘山半，1

'trt土石L1数:泣
黒褐色ゴニ (lOYRち)
しまり・粘性あり、 f也lli
1主・ザE立二校ごく i数景
11者褐色土 (IOYR%) 

しまり・枯'1'1なし

系議色土 (IOYR%J 

しまりなし、粘性あり、

地山ニi二多量
黒褐色こ仁川OYR%) 

しまり・粘性あり、 J也山

キ少量、 i先土î~Li放最

B 

SIく告書

紡性あ 1)、しまり

しまり・粘性あり、

⑧ 

B 

SK92 (一軍
SK91 

。
11ニ 15i，51J(lm jjここ 157.り(10m

S K02 
1 児i品色オ二 (lOYR九j しま 1) .結

'1'上わ rJ 、 Ja.!llt:!" .定itg~ofj投与十
S KLJl 

1 た色 1:(IOY n弓L しまり=

:h1î 日;あり、池山ドI~ f~~l昔、品色
1，がにじんだ状態

褐色一仁(lUYR乞 i しまり

リ虫、キt1j性あり、 JIsILJ7ロ J デ多

nf 
1)良い一白

h
v

v
l
円
抱

り
)
川
弘
円
仏

、tム
ハ
パ
刊
ド

十ん

Z
F

一

2
仏
]
一

打
叩
山
口

忘
れ
よS

1

 
S~{lû4 

A 。A 

S~<100 

。
b'i，liji)m 

H. 157，o(Jl)m 

内丸、J
一L

，
vι
 (

H
U
 

J
J
 

i
h包

{
一

p
i
g
-

C
U
1ム

列
仁
川
波

十

1
1
1
i
h
u

一

ド
ボ
;
;
S
A
1

j

也

↓
主
、

1
!ザ
ハ
ソいい

}

γ

よ

1

1ノ

ヴ

v
d
f
v

R
土

y
h川

]

り一一
μ匂

3
1
&
ホ
ー一一月

土
iμ
間
〕
り

刊
日
山
市
…

evrh
山
口
一
県

民

U
1

U
ド
8
3

i
 t
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議l節債出遺構と出土遺物

SK106 /でや SKiOi SK111 

A 日 邑 A {つ B A 岱 B 

H=15Ii.700m B 

A H 157.は凶器 A H二 .5{)()日 B

S K 10li 

1 ゑ色こ1: (lOY ノi) しまり

良い、少;訟のロ ムド[.ロ

ム中ブロ、りクを;3'"む
S K107 
1 黒褐色土 (lOYH.%) しまりやや惑い、

少量の焼ごt_i:{l:.ローム粒・ローム小フ♂ロッ

ク混入

2 色土 (lOYR7i) ローム微量泌入

A 告
S Kll::l 
1 にぷいZ王位i色1二(lUYRち) 枯

i，J;!:ft.物ょく 11&五;
色土 (10¥

幸市住やゃあり、 1 

込褐色土(lOYR%) しまりあり、

fli存在やゃあり、焼士事"ご <1i政長
4 ，'M褐二(lOY しまりあり、

宇lケ1'1:ヤヤあり、地山科微量、炭化物

ごく微量

ム 良一一一Ir 

SKi1Z 

ゑ

A 

岳

♀K116 
守主)

A ニ 157日 { 一 山 岳

ムロい
4

人

h
H
M也
}
司
会
、
ゴ
レ
M

H
山
て
手
会
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土
リ
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丸

山
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山
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/
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出

、
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十
ぃ
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一
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色
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色
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仁
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H
一
一
点
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弘
パ
一
り
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邑

1く]11;

1 Ii吉治色上 luY R%) 焼 iムノト

プロソク・炭化物少TII泌入

にぷしミ品、iおち土 R)，:ii
しまり良い、焼!二トブ

ロノク・炭化物やや多く混入

色ことはり R元) しまりぷ

良い、 iJ'tj二tlJ_少足混入
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B 

SK120 

A 

邑

調査の記録第 4章

SK118 

A 

S K120 

i 黒褐色土 (10YR+6l 
なし、粘性あり

11，吉褐色土 (10YR%) 

なし、ね'i性あり

梁褐e-Iて什oyR%) しまり

なし、ギ[~'/全あり、地 l幻粒・ブロッ
ック径 5mmj放

11吉褐色二lニ(10YR%) しまり

粘性あり、 I也山粒多量

黒色ニiニ(10YR出) しまりな

し、拍子あり、地山粒微量

I也山ブロヴク

Hニ lS6.IOOm 霞

つモミ才「
しまり

A 

H 1日I.100m B A 

しまり

ν 
1st土'J、フロソク .jjt 

S 1<118 

1 黒褐色土(lOYR%) ローム *:L ・炭化物少量ìl~入
黒色土 (10YR封) しまり良い、ロームブロック(大~小)

化物少量泌入

3 にぶい黄褐色土 (10YR%) ローム粒やや多量に含む

4 黒褐色土 (10YR克) ローム小フ4 ロック・焼土申立少量混入
S K]]7 

5 W.褐色十 (lOYR少i) ロームフロノク(中~小) ・焼土粒・炭化物やや多く混入

自

SK133 

。
A 島む A 

自A 

A Hニ .2UOm 邑

---' "-.._.)-

1キーー¥αJ
¥ 2 A 
1ニ~3

H .，IOOm B A 

詰

IJ己主唱色 i二(IOY n 結ゴ二

::t:;色ゴ二(lOYR子い しまり良

い、ローム半if' ロームノj、ブロ

ケ少}P~滋入

11=157.2(i()m A 

S!く1::13

1 黒褐色上 (lOYn日) しま

り.*[[;'/'tあり、池山粒i数量

治色…L(lUY しま

り・枯i:'l:あり、地山村i主主i:i
11tHおi色 (10YR%) とJ也111

-1二のiJlとり、しまりあり

題A
 

S 1く132

1 黒色 1.(lOYRfci) ローム主主少足入

褐色仁 (lOYR;/f) ロームブロ yク (1/'
.L ¥ "、五二三日比ノ、

!夫円色…1-.(JlJY n'>i) しまっ良い も[d:
!天賞潟色土 (10YR花) 灰白色給仁枝やや

多く iiE)-、

邑

器A 

S KJ:-ll 

1 黒褐色土 (10YE%) 

ロ ム fJ、ブロック il~入

SK117. 118. 120. 129.131. 132. 133土坑実測図
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しまり良い、少f誌のローム粒・炭化物
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第l節 検出遺構と出土遺物

邑白

=UD 3 SK135 SK134 

に》8 島A 岳A 

S 1く135

1 足柄色 L(]OY f{ち) 少量のローム机

炭化物i}l入

T.1A褐色土 (10Yf{%) しまり ~Iコ常に主主
い、ローム校全体に均一に出入

3 に.，'い 1jtf~ 色土 (10Y f{ j1J) しまり良~
い、ローム *!!!'j~L全!*.に混入 Tミダj

f ヘ 1 lijg1''t褐色土 (10Yf{%) しま 1)惑い、 '<._../ 

伝説 SK139 ロームtたから!机

¥ι/ _ 5 .w.褐色土 (10YR:芯) しまり良い、ロ

メタロ、J ー ム 炭 化 物 ・ 少 量のl先」ニJ立nL入 A 
f( y;' 8 
Lム /九一一 SK1!Jl 、ζジ// 1 果関色土 (10YRち) しまり.ftit1あ 1)、池山村・

I J也山プロ クJ壬]じmlf&fll
¥ 2 崇褐色士 (10YHちi しま i) ・佑性あり

'- c 3 111計局色:卜. (lOYE%) しまり強、*，'，性あり、地LLJ

11ニ Ei7.4lJlJm I!...I地1117 口、ノア径0.5-2. Ocm20% ;J~入
1 黒褐色ゴ二(lOYlHSJ しま t)~TIi 、 fi，性あり、池山

中主也山フロノノ f1:0.5-1.0cITl50Q.. 引t~ 入

5 褐色土 (lOYR}{) しま 1)強、粘'1"1:あり、池山粒

J也山つ吟ロック[圭2.0-5.0rm70%iJL入

A .5U()m 8 

S K134 
1 黒褐色土 (lOYEち) しまり良い、ロ

ーム粒均一・ロ ムブロ〆ク ('=1"_小)

iil入
2 黒褐色土 (lOYR見) しま 1)感い、ロ

ーム粒少量混入

A 

A 

!会
VCド

A HEi8.7lJU口1 居

SK141 

邑

5 4 

S KH8 
1 黒色仁川oY 汽} しまり・も1，性あり、地LLJ牧ごく微

2 ;I.JA渇色土 (lOYRち) しまり・粘性あり、池山位ごく徴主;

.)見色j一一(lOY I~ ぢ) しまり峰、 1ゐ，'î'lt;おり、 JI主山つロ J ク ;i-KSO~:己入
8 !I i1td!¥¥色一1'， (lOY しまりなし、宇，1，性，f，i) 

5 ゑi'o色ゴニ (lOYR;/i) しまりなし、結性あり、池山牧微

G 黒褐色 1:(1OY Rち) しまりーもh怜あり、 jむil.Jb'[少量

烈褐色ニiょ (lOY H%J しまり・*，'，'1'1:あり、 JillllJb'r:少量、地ILJごhlL入
δ 黒fl5j色仁 (lOYH出} しま 1). f，1i'[主あ 1)、池山下，1・ブロノク30%

9 褐色土 (lOY しま 1)5&l、結|笠あり、 J山山二上ブク状

10 禍色仁川uYf{¥;;) しまり・キ，1，'1'1=あ i人 51江lLJ事" .フロノク径:3cm径

与bn入

11 ~~~渇仁 (10Y しまり Jトヤあり、 11，'1'1二あ 1)、J白山*II(・ブロ

任 5!llm少没、 !;J'!:fヒ物こく lWt註iil入

12 r!~ 褐色上 (10Y R ~/2) しま J) ・特性1;)1)、地IIIP微註

l 岳 13 県t&i色土(lOYR五) しまり峰、半j1i'l"I:J，I)、地111 j:.( ‘ブロノク径~ mm 

A 7ifi.(J七へ

11 込色土 DOY

15 褐色土(IUY

16 .9.l;t~色一仁川OY R%J 

しまりなし、抗日性あり、 J也Uli):!i投与i
しまり強、:tillI1It~L こく{故;詮
しまり 5nl、hl，'I'lあリ、 J白山*!009台、 J也は17♂ロノ

クf手 mm(児玉、

17 尚色 1:I IOY f{ち) しまりぺJゃう~(十、似性なし、!也枚以

第51図 SK134ぺ35ぺ39ペヰ1• 148土坑実測図
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第 4章調査の記録1

55汽165

ト 70001

A 8 

S 
1 潟色 l' (iOY R ナーち 1

まりあり、子しげさなし、長さ:30
IIlI日大木炭含む、褐ごi二フザロッ

ク少量1たむ

楽j尚色二上 (10Y Rち~九 y 子し
げさ多く jl1大賞、焼Jニ絞・武褐色

こ仁1'，'[少量含む

3 褐色土 (10YR)1) 孔げさ多

くヰ0\ 1号、 lfC~品色オニ.Ilif褐色仁カ、
I乱にMじっているご1:

SK145 

A 

SK161 

SK167 

ト~ 1日7

i 黒褐色j二(10YRち) ローム中ブ口ノ

クと化物Jil 入、 líl~'n

日K169 

1 褐色二仁 (10YRち) シルト、孔

げきあり、軟質、オミ炭・焼立・ 'Iiモ
石少:長士会む
悶 J四 ιg 九一:- n '1 ハ 、 "c 
市下旬ビ ¥lV1 な/ ンノレ i、、干o

性あり、孔げき多〈、きわめて秋i't

3 黒色土(lOYRl>i) 粘土、しまり

あり、 Jしげさ少なく、わずかに '1を{]
Jへん←
c.に

同
岡
山

只KHfi

1 茶褐色二 (10YHち) しまりやゃあり、粘性為 1)、j出LU絞ごく微量

忠弘号色 1'.i lil'{ Hち} しまり強、粘性あり、池山粒・炭!と物・，1詩，土微量

よ，r;l~色上 (10Y R完j しまり強、半，lj'!土あり、 :!:ililliA'立・炭化物i教法、焼 i二位ご
く微;;;

J 潟色ニi二ilUYRち) 県褐色二1，と地山ゴことのiJもじり、しまりにやや欠け、:¥，;s'l'lあ 1)、

J¥[1，rli L50υン

芸

K161 

1 茶色土 (10YRL~"í) h1i土、かたくしまっている

2 褐色一1"(lOY H 約百十、干し{ずき少なく Lまぺでい

.-)尚色 l' i jiiY H午- 干しさやベリ泌色 1，ソF 口。ノ?二くク

UVR-clu--

門
rdf

A

J

コ
;
1
 

4
p
j
F
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第l節検出遺構と出土遺物

8 
iミ
一

長
r曜も

H = l::;~! ， (iC!()m 

8 A 

S K171 
1 .'1主色よ (lOYl{ 2~/í) 結上~シルト孔げ

きあ 1)、f大賞こくわずかに淀渇土佐を含

む

2 黒渇色土 (lOYR2%l f，ld二~シルト

げさ少なく比較的しまっている

3 il計局色(lOYR3%) 粘二仁、子LI'Yき

少なく聞くしまっている、貿褐色土 3刻

ぞ，U支含む S K170 

1 芸褐色土 (10YR%) 帖土~シルト ji校長の泣褐色ゴ二本立を含む、孔げさ有、軟質

色仁川OYn 7'"1) 粘土、比校Llヲしまうている、孔げさ少ない、均質でtil入物ない

i情褐色jニ(10YRY:il シル!、、図〈しまっている、均質でÜ~入物ない
i黒込禍色士土， (リ10Y 宇利粘'，'占，'j'土卜1'，、 孔げき少な〈 しま勺ている c 声故ti禍1喝島色ブブ，ロ ソク (1経降行) を41寄制寺引剥1]干れ終i巳皮j支芝含む

祭色j土， (什10YR予71) シ/ルLト、やや半も給"占'j汗川刊j'パ山./官性|巨T

;黒芸褐色こ土仁 (は10YR%J シルト、 J孔しげきあ jり)人、 ，/欽次f質t、予賞t褐色土フブ吊ロ!ソノク (経;石訂) を2割程度含む

寅褐色土 (lOYR先 'iE~~[i7' ロソク、開くしまっている
I明判赤褐色土 ( Y R'5元も) シyルLト九焼i土J層脅、 九

日 窯色ゴ土二 {はlOYRJ円与日t引) γ紡十出占j土二~シ/ルLト、 きめ科細1Iか<1均資空、 ごく i微;扱k量のi泣i立:褐色j土二i粒J泣1をi怠含=言-乙む、

1刊O 糸栄i色土 (リlOY1沢1予汽♂〆/守悩P宙白土、 J水kコfを含む、 1貰f可l尚E巴Lゴ土二7ロも勺ツJソノク 3寄都Ijf三度合む

A 

l
 

l
 

i
 

、』J{ 
H
U
 

i
 

j
 
t
 

「
「
リ

ー

E室

A 

A 
15SJ .600m 

14 黒色こl二(lOYH汽} 約七~ンルト、干しげきなく l占]くしまっている、改め色 U!(わ

1日 二(1UY 日 j 抗日:土ーシ fレト、子しげさ才〕りやや秋、;三議色 i-_ブロソク

よぴ!'I.(を含む
16 .'~\褐色土( lOY もljj'，_シルト、 Jしげさなく i対くしま勺ている、武褐色

ゴ二粒をわすかに含む

17 系色土(lOYR 'Yi) ふ仁、干しげさがあり牧民、水分を多く含む

第53臨 SK 170 e 171 • 172 • 1 
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罷

S K172、SK173 
1 色二i二(lOY1¥汽) シJL.ト、孔げ

きなくしまっている、微量の焚褐色

をむ
之 i埼焔色 d仁 i10Y シ''"ト、孔

けさ少なくしまっている、古色ーiニ

ブロ/ク{経D)を含む

3 黒褐色ニ仁 (10YRち) 粘土、孔げ
きあ iJ、秋佼少iむの武褐色村I' 少去

の泉下型1 色 t{~をむ

号、 B上 (10YR日) シパ〆ト、 イしげ

き少なごしまっている一こく少誌の

皮尚色 1，マロノケをむ

持j色土(10Y比九) 給十、孔iず

きなく i卦くしま Jっている、 j斗伎な二i二
己 品在'，j:(10Y 三) シ!i，.ト、 jし

きなくしまぺている、 1立宇品色一上村
をこく少与土台む
H計足1色 1'，(]OY R'J;il 佑土、比較
的しまうて 1. る、ブ口ノタ ;I}~ の j}il入

上

!¥!A1'ち土(lllY 枯土、わずかに

，jUずさあり、 1誌褐色1'.1:(、後

土{'i[そ含む

日 史問色一i今 (lOY 宇ゴ、干しげ

少な<1，';1 ¥しまっている、二

1::'ど黒色:.U，'[が品 1)台った 1.
目黒色土 (lO~{ R日) シバト、 L!1椅

色二およびプヨ"沿入ずる

11 黒褐色 i二(1りY!{予三 j ンルト、孔

げさあり軟
12 色:仁 (lOYR 1. ~1) シJj，.ト、わず

かにi'littを'沿ている 干し;ずさペJ ベ:-..ld)

13 1I;'i褐色j二(10Yl{;{j) 女褐色:l
ま;行のつぶれたす二)と黒色ニiニが

じり合った l二、間くしまうている



第 4章調査の記録

SK179 

A 可

11 ~ 158 .300m 1心(]Ill

A 邑 A 

SK184 

A B 

11ニ 157.900m

A 

己ヨ7S K176 

1 黒褐色土 (10YR%) 粘土、しま

り・子しげきあ 1)、武褐色土粒(~lモ石)

少量含む

2 11音掲色土 (10YR五) 粘土、しま

り・孔げさあり

S K179 

1 りj1'I¥'褐色一!二 (10YR%) '1Ft石、 H奇偶色

ごじと混じる干しげきあり (間1fW)

2 黒褐色土 (10YR%) 粘土、しまりあ

1)、主t褐色ニブロソク(軽石) 10%含む

3 黒褐色土 (10YR%) 粘土、しまりあ

1)、笈褐色二|プロ tソク ('pl石)30%含む

S 1く184

1 黒褐色土(lOYR%) しまりやゃあり
ねlj性あ 1)、炭化物微量

H計局色土 (10YR出) しまり強、粕性
あ 1)、ltllLLIフロ!ソク1.'i':(].5-2 cm1M込

31ft褐色ゴニ (10YR先) しまり・粘性あ

8 S K11:，5 

1 烹禍色二!二 (lOYRち) しま 1)強、中，Ij性あり

J也LlJiJ¥:j敬呈

日吉渇色上(lOYR予1) しま 1)~~i、仙性あ 1) A 
J也111粒少量;
t，iA褐色jニ(lOYH%J しまり強、粘ttあり
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i1，~潟色土 ilOY n しまりペペJあ 1) .ギ，'，'I'LI'， 1)， .ta.!LJP 
ブロック j放量

9 fI自褐色ニt二(lOY しまりなし、約性あり、地山粒ii加え
SK り1

1 蒸褐色 1-(1OY R宍j 少量のロームブロ y ク(中~小 j

{政支iの作tゴニtirilE入
}，~， ff~色二仁川OY R予f) しま 1)良い、ローム料、ロームブロ SK259 
ソク(中~小) iI~入 -'-" / ~ 1 虫色二[~. .5Y H 1日，-ま1)良

;こぶしヨ黄偶色[- (lOY Rち) 口 ム iJ!~ .ロームフロノク い、終石村を少量含む

(大-1:10) 伊や多量ilt入

黒褐色こi二(lOYR%) ローム中ブロック少入

黒色オニ (lOYRLYi) ロームブロック(1:1'_小)少量?É~入
黒色二仁 (10YR7iJ しまり良い、ローム粒微な~fG入

第59図 S K252 • 258 • 259土坑 SKFOl • 027ラスコ状土坑実測飽
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日KFU4 

1 ，'Ht~ 色二i二:， lOY Rち)川出{己 L

と11日偽色 iーのiltじり、地I.IJ牝

炭化物1怒c~之 ilL 入
_I.l.!:褐色上(10 Y F( ~j) '，1，' i日色ナ

と iJì~ 褐色:t二の {ii じ 1) 、 !~j の Y'
では lt~土も 11月るい、 jllllJh'( . J:k:iヒ
1旬開k:量 Ü~ 入
烈褐色 1:(lUY 得色オ

ど II~ 褐色十一の sj4 じ 1) 、 Iむ 111 宇

炭化物l
'
設hi:iU人

B 

SKF04 

A 

B 
1
 

1
 

1
 

)
 

{
 i
 

uけにコ日

A 

S K F03 

1 m褐色こ仁 (10YR封) 少量のロ ムもとロ ム小ブロソク混入

2 11Jj/!'t潟色七 (lOYR%) しまりにやや欠ける， ローム小ブロック宮、によ住街、

少量のローム I:IJブロソクも itG入

J，ì.~褐色二l二 (10Y R%) しまり良い、ローム粒と少最のローム中ブ口、ゾク浪

人

架橋色上 (lOYRち)
泌入

黒褐色二 (lOYRち)
:こ{比三、
日月色ニi二 (lOYR%

、}

7まじりのローム上

災禍色 i二 (lOYR気) 多誌のローム f~!. と少量の口ーム中フロアグi1~入

尚色二l二(10Y R Xi) 多量のロ ム粒混入、やや粘性あり

j長掲色;仁(lOY 日1 ロームねとやや多量のローム小フ口、ソク混入

しまり良い、ローム 1なとローム小ブロックやや多く

しまり良い、ロームブロ!ノケ (r!J_小)全体に均一

しまり良い、五更Jr1口一ムをどだいたようなフロソ

1-!7' .400m 

8 A 言

F
円

u

n
H
U
 

C
a
 

k

一
円
H
M

ゑ

ム思HlS品.CJOOm
Lベ

ゑ

RP 
RQ 

KFハ5

1 黒褐色上 (10~'{ nち) しまり摩 Jしげさー干 i)安治色一仁微量

2 虫色(lOY ややしまり・結性あり、 J也 11JJこを1O%;f~入

:H潟色地 (lOYFl予'(JJ 非常に土くしまっている、役崩壊土(1ft褐色・J~ 人!

4 仁(lOYR しまりあり、数mmたよiJU!.山jーが(;I'ìl~ 人、他に数un大グ〕炭が主主f，みられる

黒色(lOYR予'j) ややしまりあり、 1肌 1CII1大の地山

二ヒカご30予言入

黒褐色一l二(lOYHち)
11仁!二が30%ilL入

第

SKF03 .部翁 057予見 31犬e袋状土坑実;期函

ハ
ノ
山

内
ペ

U

4ヨ

gム

うている、 mm-4 cmチミには也ょくし
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も混じる。 7-_ 9層は、る手設のローム

人為的に埋められたものである。

お区 F04袋状土坑(第60図)

1¥1A48グ1) ッドで検出 Ltニ。

m、 48m ><0.52m、

る。埋土は 3層 LtこO

第 l節検出遺構と出上遺物

もしくは υームブ口ッグが混入しており、明らかに

しなかった。

ある 0 口部0.35m><径0.41

42 III >( O. 45 ll1、深さO.23mで、 してい

としており、し寸";hも炭化物 カL

ら混入してし・る。遺物は出土しなかった。

S民F05袋状土坑(第60図-第96図3"-19、出i版40)

LT44・45グリッドで検出した。平面形はほぼ円形である。遺構の規模は坑口部径1.06m X 

1.20m、頚部径0.90m><0.95m、坑底部佳1.23m、深さO.42mで、底面はほぼ平担である。埋

土は 6層に分躍した。埋土は褐色土と黒褐色土を主体としており、いずれにも地山ローム

が混入し、 2・3・5・6層はその度合いが高く、 4層にはわずかに炭化物が混入する。埋土の

状況から人為的推積と考えられる。

遺物は鉢形土器、深鉢形土器が鼠面から1O~20crn上で多く出土した。 3 ・ 4

3は地文が縄文で、平口縁の直下に沈線を施す。焼成は大変良好で、色調は赤褐色である。 4

は平口縁で、 3条の沈線を施す赤色塗彩の土器である。 5‘ 9・11-----14は縦に撚糸文を施してい

るもので、 11は網目状探糸文で、ある。 L寸ぷ;hも深鉢形土器て、あろう。 5. 9 .13は口綾部で、波

状を呈する。 9・13は色調が赤褐色、焼成は良好で、向一個体と思われる。 6・7は平日縁部で

その直下に縄文を横に施文した土器で、外面に煤状炭化物が付着しており、同一個体と思われ

0.06I11xO.15111 

〈喜)石閤炉・

検出総数は、

SB 

J 

C士

ろう n 8は口

され、外面には煤状炭化物が多く

である。石田

、ても何

S BO止

さ;hるの

は、焼土遺構の検出位置であるが、そのほとんどが配石遺構、擁立柱建物跡が形成する

る。調査の北西側および南西側がこれに該当する。第1491まiからわかるように、そ

石器などの遺物がまとまって出土しており、これらの遺物の出土状況か

されたことが推定される。したがって焼土遺構の大部分は不f弔品の焼却と関連をもつものと推
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第 4章調査の記録

される。検出した焼ーとはみ

の、議くにじんだ翠度のものな

されずこG

なく、砂粒:[大のもの、 び)ブ1=1、、r ク なぺ fこも

~t亮土そのもとして取り上げなかっ

また S208とし

ることとした。

Q
U
 

しているので、ここでl

S2色i石酪炉(第61函-第100区11、図版22)

MB55グリットPで検出した。北西側に15---30cm大の石が残っている。

は、北西一南東方向が65cmである。焼土は39 45cmの範囲に検出された。

が明確にわかり、赤く変色しているのが観察された。

る。器厚は薄く、沈線文が施されている。

SI唱02焼土遺撞(第61図・第100関 6・7、図版22)

1¥1A55グリッ Fで検出した。

どころ木根によるものと思われ

された。 ところ

る G
 

『

hu

『

〈二〉口土器片 2点である u 2は口

$髄05焼土遺構(第61図、図版22)

MC45グリ、ソドで遺物包含層を調査中に検出した。

は、砂粒状になっ

に欠ける。

である。こ

118cm 

2ケ所みられた。 1"層l断面中第 2層

第 1層の焼土にくらべてしまり、粘性とも

しなかったn

J
斗J

H
一
ソ
-
出
川

必

の

一時

D

れ

(一円四

M

M

す

に検出したo 96 2ヶ所みられた。

Lζ力、っ二丈

5詩的焼土遺物

MB44グリ吋ト
nv 

A
fトJ

 
l
 

内

し、部分が点々と観察された。

しなかった。
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検出遺構と出土遺物第l節

E主

SN06 5N02 

A 

SZOl 

よ主

B 切〉

S N06 

1 極H吉赤褐色jニ(5Y R%) 

あり、 *I~'I'生なし、砂状
2 赤褐色上 (2.5YR%) 

キ ιなし、 i由i少批似:j

黒色j土二(げ7.5YR封)
f粘i占h性主な‘し、 焼土

黒褐色ニiニ(7.5YR%) しまりなし

*占性やや欠ける、炭化物・焼土中立j)!'X

しまり

S N02 

1 褐色土~ (7.5Y R)i3) 柿性中、しまりや

や強、非常によく焼けている焼土

褐色土 (7.5YR%) 粘性・しまりやや

毛主子焼けている焼土

こ (7.5YRぢ) 粘性・しまり仁!"、

黒褐色土のijt入若干あり、焼けJJi土、

層よりよく、一層より劣る

f-!=1eii.200n ;話

二?ギムこ
S ZOl 
1 褐色ゴ二 (lOYR%) 粘性弱、

しまりやや強、焼ニ仁よく焼け

ている

芸巣主尚色二士iド占二¥リlOYR;ナ対シ沿:i) 枯促

しまり r中iド1、褐色土の焼土カ、多

しまりあり

しまりあり、

邑

SI¥II0 

む

む

自

5N09 

A 思
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S [¥109 

1 ilj~ 主色 I~ ilOY I~ ら 1-
まり E 干liti:なし、 f立子郊i
か〈シルト jたである

_I.n沼色寸‘ Iィリ) i 

しま 1) • f，j'ltペコペコあり
九，'61二枚0.1111111以下jl技量

黒色二 (lOYR町) し
ま1) ・h1i'ltあり、焼!一半

f主1-~ 3 mm 

s 
1 褐色上 しまりあ i)

結'1'11'なし、赤渇色土立子会、む

色 iて RおI しまりなし、

利性なし.vJ:1え
茶褐色ニi二(7.5Y

*ii性なし 焼一l:1'iriJ芸人
探潟色上

ややあリ、見入

しまりあり

一コ
ー
本
t)

 

SZOi居留炉.S N02 e 05 • 06 .的.I O~読土遺構実j期図
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第 i章調在[J)記録

喜閥均授土選議

五!1B44グ 1) ツド

11ズi、iズ!日反 i

した。 SN09焼土遺構のす る。

色味が強くなった土とともに焼土ブ p 、ソゲが多量に含まれているの

クがヱえられるのは、 63 lO()cmの範屈である

しなかっ f二O

さ;}lた。 て7 1コア

SI守口 (第62凶)

Mじ45f 1) ッド した。 2:3 32cmの範国にうすくにじ り、その えー令

ノ

された。

しなカ追ったo

S時間焼土遺構(第62図)

MB46グリッドで検出した。 45x 20cmの範簡に焼土が観'奈された。熱を受けて硬化した麗は

みられなかった。

しなかったO

S時間焼土遺構(第62図-第100関8)

MC44グ1) ット苅で検出した。::lと西側に られる。 29 じんだよ

うな焼土がひろがっており、その

i点である。 8LL，横{立の沈線、の-FvこL

された。

されている。

ケ

$関 17焼土遺講

MD45グリッドで、検出した。ほぼ30x 60cmの範囲に焼土粒まじり り、その中

λf された。焼土は、 なt;砂粒状であった。

器開 i 図版22)

MD45グ11ヅト、で、j会出した。 SN

、ノ，!J 

しtL/J沿った。

S Nl 

MD19グリ、ソドで検出した。

さ，{/I1:二O

しなかった。

器開 (第6

MD45グリッドで検出した。 SN

色土ととも された。

2 111 〉
〈

イ日

τ

aぺ
叫
ょ

。
γ
Q
 

32cmの範間にひろがり、その中

る。

りは、ほぼ52x 52cmの範囲で、ある。
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第 1f部 検出遺構と出土遺物

Llj:ち、っ?こ口

S !¥J21¥蟻土遺壊(第62図)

MD44グJ) 、ソド

の中に焼土が数ケ

しなかった。

Ltニ。焼士のにとλが見られる x 38cmの範囲に広がり、そ

Lまりに欠ける Gて観察さ，ht二。

51百

五;IC45グリ、ゾ

色土ととも
、

、suv

L
まして、ノ摺

m

て

に
M

つ

:
J

》

つ一“
。

たし、J
LF」ηJ 

噌
8
8
i

ブロックが晃られた。

を作成することができなかった。

遺物は出土しなかった。

$時間焼土遺構(第63図)

S 1 mのMD44グリ、ソドで検出した。

19 x 38cmの範囲にみられ、その

しなかった。

ケ

にじヱ人がみら;h， る

されずこ。

S!¥J 第lOO[叉!9 ) 

ME56グリット、で検出した。 27x 

よく熱を受けて著しし、赤変箆所が観察された。

点である o

51昔話醗土遺横(第63図)

られ fこO

lVID 55グ J) ト、 た 2 ヶ所~こ認められ、 j仁田側が30 x 45cm、

される。が11 20Clllの広がりをもっO

しな治追っ7こO

s時

五/ID54グリッ iJ

第100関1O~12) 

ハ円

X j/c迎、 し、 小子えし ブ

ク

10 -~ 12 3点である。 10は口 あ

る。 11 されてし、る。 l まhてし、る。

言時計模土遺構(第63問、

MD54グリソド

らh... 

/
'
¥
 

へ
/

ハリ
円、
i
げ

。
プ心Lt::.o S 

るが、ょくしまってし、る

と思われる。 されてし、るが、断面

も られる。
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SI官 図18)

1¥1B 56グリッドで検出した。 22x 34cmの範囲に焼土が認められ、砂粒状を呈する。

出土遺物は18の l点である。内面に朱の塗彩が認められる。

塁諮問捧ナトi曇撞(第63図)

l¥1B 55グリッドで検出した。 SB05掘立柱建物跡柱穴 cと一部重複しており、本遺構の下か

さオLていることカミら、 Lt、と きる。 21x 28cmの範囲ににじんだ

ような焼土が認められた。

遺物は出土しなかった。

塁間40焼土遺構(第63図)

L Q45グリッドで検出した。おおよそ75x 200cmの範聞ににじんだような焼土が認められた。

S B24掘立柱建物跡柱穴 cの上に本遺構があることから、本遺構のほうが新しいと推定され

る。また SB26掘立柱建物跡のほぼ中央に位置するが、同建物跡に伴うかどうかは不明であ

る。

遺物は出土しなかった。

( 10)陥し穴

13基検出され、長軸がし、ずれも う形で、配置されており、陥し穴どう

はない。規模に違いがあるものの、形態はほぼ似ている。横断面形はし、ずれもrVJ字形であ

る。 SKT03・04・07・08・09・13から組文時代後期の土器が出土している。 SKT03・08・09出土

ゐ。

害医 τ引焔し穴 図版23)

L T57グリッドで検出したもので、 SKT02と 心 。

99m、短軸0.37111-----0.58111、 21m、短軸U.08~~O. 14 m、

はN-620-Eである。埋土は 6 した。

池山ローム粒子もしくはブロックがわずカミに混入してレる。

遺物は出土しなかったo

S iくτ02陥し穴(第64凶，図版23・24)

L S 56.57グリット、で検出したもので、 SKTOlと "7 

/，.;")。

37m、短軸0.39m ~O. 67 m， 60m、短軸0.09m ~O. 25 m、

向はN-450-Eである。埋土は 9 しょこO

の長軸2

さ0.67mで、主軸方向

としており、し、ずれも

とし、し寸二れも

地山粒子もしくはプロックが混入しており、 4・9層には地山ロームが多い。 5罵

を皇する控の崩落土である。
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SN11 

A 

H=l"~.l()()m 邑

SトJl1
1 #~渇色二七( Y R予言) しま

りやや欠l十、粘性なし

2 黒色ニ仁 (7.5YR封) しまり
粘性やや欠ける、にじんだ色

あい
3 黒色土 (10YR封) しまり

ゃゃあり、枯性あり、焼土絞

径 1-3 mm微量

宅普 SN17 

A (:7) B 

日ニ159りOUm

1 2 
岳

取

S N17 
1 お褐色土 (2.5YR%) しま

i) • 1'i~'J'i!:なし、 {Jrj;:!え

三主褐色ゴ二 (7.5Y Rち) しま

りなし、粉!1主ベコゃあり、 J:rt上

t:L;rt入

SN20 

第1節検出遺構と出土遺物

51百九 長;入 SN16

A (~ア':-，_.ヘ 8

H= 158.800m 

SI三15

1 h長崎褐色 (7.5YR%) しま

りあ 1)、結'1"1:なし、炭化i'ir_.焼

土校微量

I明褐5::1二 (7.5YR%) しま

りあり、粘性なし

3 Il音褐色土 (7.5Y

りあり、結伎なし、

-5 mm多量
4 黒褐色二i二(7.5YR%) しま

りあり、粘性なし、焼土jiiL微量

④ SN18 

H=lS9.100m 

1 1 ーィザ一

一一一一一セヰ/愚樹木
_____ :2 --v 2 jマウ、/ド

S N16 

1 褐色七 (7.5YRYs) しまり

やや欠け、粘伎なし

2 Il音褐色土 (7.5YR封) しま

りあり、結性やゃあり、焼ニ仁

にじみ

④ 

G 
す19

B 

Hニニ 159.0UUm

III W"'RP 

S N 18 
1 渇色土 (7.5YR対) しまり

あi人干，li怜やゃあり、高ミ褐色年

1.ブロ 1ソク i1:t.入

H古iiD色てi二 .5YR9:-i) しま
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第 l節投出遺構と出土遺物

しなかっ fこ。

S長 τ03臨し穴( a 第101図1~ 15， 41 ) 

}
 

H
Y
 

一日凡
U

4
斗
ょ一rι

E
T
Sム也長一日凡打

V

A
斗得、苦，，

pri 

s
一守

ih
 

Li二。 80m、 36 m -~O. 62 

る。埋土(t5 とし、 2層

向はN-960---Eであ

る壁崩落士で、いず

m、 19 m、 05111 ---0.12 m 

ロックが混入してし、る。

ブレイクが出土した。 1・3--8・14は地文が無文で、平行も

しくは曲線的な沈線で文様を描くものである。 2は折返し口縁とした後、縦に撚糸文を施文す

る深鉢形土器で、焼成は良好で、色調は赤補色を呈する。 10は縄文を沈線で区街して、その外

を磨り消すものである。 1・10は成面から25cmほど上で出土している。

$医 T04陥し穴(第65図・第101 図16~18，図版23)

ME49グリッドで十食出したヵ:、

現在部短軸0.50m ... 

Eである。埋土は 6層に分層した。

である。

09 m ---0. 13111、深さ1.53 mで、ギ軸方{立はN-810
-

としており、 2~6 膚には地山ローム

およびブロックが混入している。 3・5 ローム・ブ戸、ソグ

している。 Hiは縄文を施文僚に沈静cを描き、 ょっ

と無文帯を区画するものである。

らの出土である。

雲氏 τ05臨し穴

主主A.48・1活B48グリッド

18は縄文のみを施している。 いずれも理上上

d . e . IとSB14の柱穴 f、 SK P 337と重

78m、短軸0.4::1m ~O. 74 m、底部のLており、 、。

、u
 

l
 

--品ハU 12m~0.23m 、深さ1. 18m 、 N-590-Eである。±竪ごとは 5

ケ

色褐里…台、、土

4

~巴里

…

る

ふ

ん

て

ー
し

1
し

も地111ローム !ニ1 ソ麿

L 
r p ーム 入してい o

L1:ζか Jオ、二日

Siくす部臨し穴(第65図，図版・24)

MA44グ 1) ゾ F 61 m、 37m--O.45m、

22 rn 、短軸O.07111-~O.16íîl 、深さ L08m 、 N-760-Eである。埋土は 8属

入する。 2. S賢

じっ 7 る士郎JJローム る。

しなかった。
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1節検出遺構と出土遺物

喜長 τ寺71J(S

五iID 44. IVI D 45グリッ F'

国19ラ

し、 SI三T08と して向一方向を向く。

18 

m -~O. 24 m、 39Iil、
、

τ
S
A
 

ヴ

i
A
H
V
 

ヘi
 

A
H
U
 

る。 埋土は 2層

ロックである。

Lた。 1麿の里、
心

→ 
ノ

J 

く土器で、 0
 

7
9
 

らの出土である。

S 長す 08 1J1告し穴(第66図-第101 国20~25，図版23 ・

ME45グリッドに位置し、 SKT07と隣接して向一方向を向き、血麿 の半ばか

ら撮り込まれている。半分ほど、が調査医外のため全容は不明で、あるが、遺構の規模は、確認、面

の現存部長軸2.14m、:短軸0.33m ~O. 42 m、

さ1.30 mで、主軸方向はN-740-Eである。埋土は 8層

45m、短軸O.08m ~0.10m 、

した。

を主体としている。いずれの層にも地山ローム

山ロームが主体となっていることなど、

ロームブロックが混入し、 3・7層は地

ら、人為堆績と考えられる。

、付着物のよに 3

もし

り消している。 22は

あ

遺物は、縄文土器やブレイクが出土した。 20は地文が無文で、

本 l組の曲線的な文様を描き、内面は赤色塗彩されてL、る。黒い

れない。 21は撚糸文を施文後に曲線的な沈線を描き、

地文が縄文で、その上に曲続的な沈線を施す譲形土器である。

る。いずれも埋土半ばから上半にかけて出土した。

Siくす鈎臨し穴

I¥!IE 50グリットーに位置し、 S KT04と

よりり込まれてし、る。

をrEiJく。

941口、 45m~O.5()m 、 04m~O.Ei 

主也IlJp ーム ロームブ p サグ してし、る円

も

と4層

m、深さ 1.31mで、 はN-80口-E る。 埋土は 4層

と考えられる。

した土器で、 1・2は絹

自 守つ さ;hて

し、る。 ている l 辺15cm る。 2 ら10c鐙ほど上で

出土した。
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A
斗停



Sくす09

調査の記録

Stくす04

第 4章

H=158.400m 

II=158.100m 

(10YR%1 
ック

ロームーた

2 

3 

4 

S KT04 
1 

氏

S JくT05
1 

h 

3 

4 

5 

6 

3 

4 

m
 

。
06 • 09賂

144 -

SKτ04 05 



Stくす07

S I¥_ 
l 
つ

しまりなし、
しまりなし、

SKTiO 

SK 
I 

第i節 検出遺構と出土遺物

SJくす08

SKT08 
1 

つ

3 

4 

り

6 

/ 

tき

/ 
/ 

/ 

H=156.2001T1 

!lOYlミ出) し玄りなし、1'，1;，と I'J、i也!Jlブロソ3 

5
6
7
8
 

じり、しまりなし

む 2 m 

S K T 07 • 08 • 10陥し穴喪湖国

- 145 -



第 4章調査の記 録

毒装 τ10臨し穴 (第66図?図版23・24)

ME58グリッド し、南西上面はトレンチによってやや堀り下げられている。

47m、短斡0.50m九 0.65m、

さ1占的 I廷で、主軸方向はN-430-Eである。

29怒、短斡0.07m "-0.10 m、

埋土は 8 層に分層した。掲色土系を主体とし、 3~5 ・ 7 層には、地山ローム粒子・ブロック

が褐色オニと混じり、 6層は黄褐色土のロームブロックである。

遺物は出土しなかった。

草区 τ11臨し穴(第67図?図版

L R52グリ、ソドで検出したもので、 SK P 415と重複し、本遺構が古い。遺構の規模は確認

面の長軸が3.84m、短軸0.61m ~O. 70 m 、底部の長軸4.14m 、短軸0.07m~0.10m 、深さ1.43 

mで、主軸方向はN-460-Eである。埋土は12層に分層した。褐色系の土!曹を主体に lノて、

いず、れの層にも地山ローム粒子・ブロックが混入している。 4・5・8・10・12層は黄褐色の地山

ロームを基本とする。

遺物は出土しなかったo

S K Tl部品し穴(第67図，図版24)

L S54グuット♂で検出したもので、 SK250・SK P 151と重複し、本遺構が古い。遺構の規

模は確認、面の長軸が3.91m、短軸0.76m---0.90m，底部の長戦4.52m、短軸0.08m---0，17m、

深さ1.20 mで、主軸方向はN-890- Eである。埋土は 6層に分層した。黒褐色土を主体とし

て、し、ずれにも地山ローム粒子・ブロ、ソクが混入する。 4

3'5層は、ロームブロック 17"タい。

遺物は出土しなかった。

事長 τ13臨し穴(第102図 7. 8，図版24)

ローム

L S55・LS56グリッドで検出しーたもので、柱穴の SB01の柱穴 cとSB04の柱穴 cと

しており、本遺構が古い。遺構の規模は確認面の長軸が2.89m、短軸0.35m ~O. 46 m、

長軸2.95m 、短軸O.15m~O.22111 、深さ O.55m で、主軸方向はN-79 0-E である。埋土は 6

、。

した。黒褐色を主体にして、 2~6 層には地山粒子が混入し、特に 5

遺物は撚糸文を施文した土器が 2点(7・8)出土した。し、すよれも埋土半ばから上回での出土

る。
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第 4章調査の記録

ム平安時代

( i )竪穴住居跡

51出竪穴性患跡(第68・69図、図版 4・5・7・25・26・30)

L S47・48、LT47・48グリッドに位置する。第百層上面で黒色土中に軽石粒が多量に含まれ

る方形プランを確認した。配石遺構(SQ09、SQ loiの一部を破壊し、また東側にある倒木疫

を切って構築されてし、る。平面形は長方形を呈し、長辺4.17~4. 2 m、短辺3.49~3. 53 rnの規

模である。床は全面にわたって貼られており、よく踏み図められている。貼床に用いた土は、

地山ブロックを多量に含む黒褐色土である。壁溝は、カマドが付設されている南東壁の一部を

除し、て観察された。幅は 6----.._，21cm、深さは浅いところでo.5~2. 5cm、深いところで18.6cmであ

るが平均すれば 6cm余りである。柱穴は、壁と壁がぶつかる四隅に合計 4本検出された。それ

ぞれの径と深さは、 Pl径18x 23cm、深さ41.4cm、P2径16x 21 cm、深さ23.4cm、P3佳26x 

30cm、深16.7cm、P4径17x 19cm、深22.7cmである。壁高は、南東壁が47.8----.._，50. 3cm、

が46.6-----55. 6cm、北西壁が42.8~59. 1cm、北東壁が36.5----.._，48. 8cmで、ある。埋土は、 13層に分層

された。全体に大湯浮石膚第五層に含まれる軽石粒を混入するが、このほかにこれらとは異な

る火山灰を検出した。第 5章の自然科学的分析の結果、白頭山を噴出源とする火山灰であるこ

とが判明した。土層断面から白頭山火山灰は、大湯浮石の純層の上に推積してし、ることがわか

る。したがって本竪穴住居跡の廃棄された時期を大湯浮石降下後から白頭山火山灰降下後の間

に求めることが可能である。カマドは、南東壁に向かつて中央からやや左に寄った位置に付設

されてし、た。カマドの煙道部を主軸とした場合の方向はN-113.50--Eである。主に左側か

らの力を受けて崩れており、原形をとどめてし、なかった。これに反し煙道部は比較的よく伐っ

ており、長さ31~<41cmの石をトンネ!L-状に組んでいる。カマト‘控~面回から硬化した燃焼部の下

に貼床とは異なる黒色土の層が観察される。これはカマトずを付設する際に焼焼部にあたる

を一度掘り込み、黒色土を敷いてし、るものと推定される。

遺物は、カマドとその周屈から護形土部器が、竪穴住居跡埋土中か

が出土した。 1は査形須恵器の底部破片である。底部には、回転糸切り痕がみられる。 2は、

カマド右軸の竪穴住居壁との取り付け部分の床面に出土した。日縁部にヨコナデ、内而にヘラ

ナデ調整が施され黒色処理がなされてし、る。 3はカマド右軸の床面に出土した。内面黒色処理

がなされており、 2と同一個体であろう。 4は、カマドー崩壊土中から出土した破片と、右袖の

したものが接合したものである。外面は縦位又は斜位のヘラケズリ、内面はヘラナ

デ調整、口縁部はヨコナデが施されている。内面は黒色処理がなされる。外面の色調は、明赤

褐色(2.5YR5/6)である。口径13.9cm、底径8.5cm、器高13.6cmで、ある。

148 



~ 

由
記
(
)
(
)
一
)
，
m
一
山
門
リ
ヱ

C'¥I 

c':l 

3 

8+ 
IO-t: 

12 -¥:-" 
14官 E

SI03 

1 祭色士 (けlOYR2/l) しまIり)あ iり)、 半抗料料桁"お什州'j片川1下バ'1性i

2 黒褐色ニ土i仁二 l はlOYR2乙引) しまりあ lり)、 利粘d性笠なし、 官宇終F符ま干石I多昆

3 茶褐色土 ilOYR2!ど) しまりあ')、*，'d生なし、大i易げ石50?'o

4 .~~\褐色こた(lOY R2/2) しま 1)必 り 、 転 石 ・ 大 浮 石 少 量 、 給i生なし

5 黒色土 (lOY R1.7!1) しまりあり、粘性おり、軽石少量

6 虫色二仁 (lOY氏2!li しまりあり、祐佳あり、オ 1) ブ渇色 (2.GY-}~í i 

の白頭山火山氏がブロソク:1丈及び一部層を成してi比入、経手i微量

6b オリーフ褐色ー (2，5Y 4/4)の肉強山火山灰

7 黒褐色土 (lOYR2/2) しまりあり、結性あり・経石・大湯j千石微fIl

8 黒褐色土 (lOYR2/2) しまりあり、粘性なし、大19浮石少量

2天L¥1I i 
---~rケ
ぷニニ斗イ

ふ
り色 j- i 5 Y品 :j) J;.~出[-{-j-

10 !，!，!，色ニ1ニ(lOY1¥1. 1) しまりにやや欠け.f~i 性あり
11 黒色土 (10YR2/い しまりあり、 *Ii'i'[:あり、地LU'j-'r少泣

12 黒褐色上 (10YR2/2) 池山ブロ，ク少没

目 黒褐色土 (10YR2う J也山ヴロ，ク多量

14 黒褐色ゴ二 (lOYR2ノ:3) しまりにちゃや欠け、*~i'I'4こあ 1) 、地

111上iJ・!表出側に下がる次第に多く ;il入、!司法

15 .'，i:!;褐色 j-_ (10R R3/引 しまり強・粘性やゃあり・地山ブ

ロック30-40%、 11占床である

」コ
c.o 

tO 

可:r-

第l節検出遺構と出土遺物

001 

。

C 
。

大湯j字詰 e蕗鎮山火山灰堆韓状況国

¥ 

S 1 

- 149・150-



川一

日ニ15R守 ::¥OOm 長一

Hニ 158，200m

比

呂

(

)

(

)

(

)

明

)

，

r
心
的
一
日
一
{

S 1 ():)ウウマト i

I 白主色 i上: 【 1(1内Y!L:: 1 わj しま 1りi叱〈や;じ-，-や主あ)1け)、 4も引，1川l

;以L~.止;t- 、 )((~i;-7-イjjifi(めて投:il:

I，I.l;出色-J-.(lOY R2 し主りわけ、も!Iド 1)、l!lモ11j以内て

l止、 子イ{少泣

渇色… l.lUYi{~ しまりなし、もliitややすl!)、火山i?-ii
-，'門 h ，11 門司ケ

w へ¥_3_"-/L( 

.~HtM 色ニi二 (10YR22) しまりなし、1'r1i'l'l♂ペJペ:_.;;!'-)1)、j也LLJ半、'if渋
川、 ノ!三 {I'f，rrijうて{法!{(

尚色 (lOYR2.3) しまりやゃあり、 h1i'["!!ゃゃあり

lp，均色 -f'.(7.5YR2'~) しまりなし・判i-l'!:，ち 1)、)}[二iニp少 l止、

11(;尚色…f:(lllY R3 しまりやゃあり、 Wi"!tやゃあり、 j心 7
3行多目

渇色土 :1υYR21i しまり ~rtl . j'，!i 1'1ベゃあ 1)、大i功序1i 

lif、 かと 1ニ 1ャ \l ，~iWk-hl: 

9 };i:¥褐色ニU 7.SY H::: Y I{ (:3引の焼十一マロ d-t.人
10 f品色二U7.5YR4 6) しまけ ~rti 、も1;性ベJやちり、 f丞 2 --- C!l1 

の焼 1'.7口 r ケ{Liへ
11 ぷ介、色上¥5 Y R-1δ} しまり ~rtl 、 WJ 円以キ) JÎ リ、 ~Iγ{Tiによ〈

焼けている

12 11計約色 J-¥fSYH.3'4) しまり ιわり、 ftJ!+'!ふり、極的て

S 1 03竪?で性居跡コワマ

ðí~l節検出遺構と IJ\.:J.J室物

5I03竪穴住居跡カマド完擬

1:3 リL尚己 f二 lllY し王 i) 1)、れ!iiLhl)、主主 似のて

目先;d:、J¥忠LUf:カ eヴロ J !々た;二沿へ

1! 1， ~iil('， 出色-1二1，--; Y f{二~土りややら 1) 、 hl ，-l "1こややんリ

焼怖いうて f\~j~ ~I-; 

1':; 11)]./ド渇色 l~ G Y R ;)出しまり jrtl、法 i二|
ト火Lkluj

j(;褐色 f-_ ¥{ l{.J出仁 王 'J銀 I
]7 11)j 亦治色 YH.5 焼 1:つロノク

lS tli'fi:t:J色 L¥7，51'H:3 しまりあり、仙 1I1わり i 

]9 '1];尚色 1:(S YIZ-l'民) しま 1)如、利げ1:;i')I)

2剖り [皮iだ'u尚品色二土i上(リ](り)YRミ[)氏制) しまiりH必必j虫i、1宇抗利仙桁1千山什11山liケi仁け♂t性l'
2引1 納版iぷU{j山;庁i尚色 !川:寸(7，5日王ア 只:2:-3川) しま iり)j勺μiりj人、 半料仙J山it悦性レfあYJ1り) I 

H{~-njLとこ1. (]OY IU しま 1) 11、 ドU;，リ i 

tS!J色 j'(、7ι日Y[{4，'jj j しまり ~rt~ 、もI;'Ì"しらり、 Ij! 主 íif役 lti

色 L WY  1 しまけあり、 tl1j ，[" l:: 九 1) 、イ LI;~; な L

~S _!.i，!，色j二'.lllYI{~ 1 i しまりややIJrtl、払1;1'1ーあり、 J也111P
ト'J1ミ 1:

fえびfモ:3--5 CIIlグ)7ロ ，ク iWz:d 
氾色 1:i 1liY R2 し土けま， 1) も'j"i，ltゃゃあり

-lu(台;j")1也山フロ ア多'l!

- 151・152-



第 1節検出遣携と出土遺物

KP 140 S P 142 S P 143 SKP 144 

A 。島 c 。。D 芭 F 
⑤ 

時

SKP141 E H=Ei9.100川 F
A 日ニ159.100m B 

G H=159.100m H 

C H=159.100m 

S K P140・141
1 

2 
3 

しまり中、浮石層、若干賞潟

りI:IJ、

しまり強、
む 2m 

S K P 140 . 141 . 142 . 

み

C

o

、

四

休

る

に
リ

A

吐

、

、
L

)
C
3

溜

で

2

J

F

抗

匂

J

f
t・
y
i
A

つ、
u

r

ハ

~

ム

百

ピット(、第70問、

門Mフ弓ン した。

った

ならなかっ 埋土か J- さ;/lる。

ヨ

羽

一

如

r

l

B

t

J

I

1

¥

 

貯

跡

i
t
i
ノ

引

H
J

時

跡

…

鈎

、
物
一
段

3

濯

幻

パ
v

e

o

L P:33・54、LQ53・54グリッ つF ン した。 より地LLJ上面まで

り込みをもつのうけてし、るものと した。

工 7、、 '-→τ「ー円口 v弓 - 、7
7Jミこぐ 1 7 J込ノ1'，1:，けにがり心。 守 n1

らの深さ (cm)である。

L!:εかっ?二百

地山土を ーイぷ
』ア

心。

( 2 )溝状遺構

4条検出された。そのうち 2条(SD川、 SD

されたものである。

は、

1 S~1 



第 4章調査の記録

(}P5 

。P6

P7 

参P8

27.4 

。円

。P4

OP16 

。円
-2S 

。P14¥0 P13 今

12 cg P12 

P3 

18 

@P2  

@円

(@P10 

(o) P11 

H =157 .300m 

凸

E 

8 
むつ

k
h
ω
]
[
 

11 

f 

i図 8827建物跡翼潰IJ臨

-154 -

2m 



第2節 j章構外出土遺物

S DO つlム_ J 

Cラインと MLライン V層上国でプラ

しずこ。 ら / 
¥ る。

らの深さ0.05"'-0.19m 
0
 

7
Q
 

ノ、、

43m、幅O.39-~0. 72cm、確認面か

してし、るため、

るが、北側壁は良くない。忠商標高は160.14~ 160.28 mの間を上下Lており、

とめられないO

Lζ、かっ Tこ口

言 図版28)

し、

6~ 1. 2 rn、深さO.03~0. 35mである。 SD

フラン

って低くなり北西端は161.51mとなる。 82mである。

した。全長8.57m、幅O.

ら北へ傾斜してい

33mで北西にいくにしたが

々に訳、められ

と思われる軽石

るため、 くなかった。

なくなり、

粒を含む。

さに吸収されてしまっている。

しなかった口

容な一日 9 18・第106図 4・5、 .43) 

L P56・57， L Q57・58グリッ 一つJ07/ 

L、るものと思わIIる。ゴとから沢が入ゥており、

ヱう￥ 、ほう りによって

58m、幅n.6、1.231宜、深さり.051--(j.5mで

iらった。

なり、

171 mと

797mである。

およ からみて、第国!曹と卦r~ ま

国で、し、ること f) 1入ま ぃ

J1C

れる。

と石器、ブレークである

している。石器は、第106図 4と5
y 

fレ Ltこo 4 

C
 

マ一一一v

}
2
u
y
 

色、
イ三 プ~

弓

Q
U
 

ハリ

門

M

D

Cパ
》

〔

い

¥

〕 ?ア
f 、
<:;.... u 

ノ
に
¥

し、ること 門 q

1，) 

111、i幅O.39-~0. 68m、深さO.059-~O. 201 m くで159.

515111、 285 mとなり、 23m る。 LQ42グリッ r-cs ル

l::i:i 



ハ
u

n
U
 

ヨ主

A
t

u
、

ヮ

μ

-

一

注

目

の

一

一

官

窓

口

μ

調ヰ早
A
せ

mHYLt

z
n
H
U
一
v

L
Z
r
h
u
a
A
 

会一}

~ゾー一

S
1
ワ}

S D03 

B 

SDOl SDOl 

g 
日ニ160.400m

H H=160.600m D 

-JA〆/ 一一く工プ一一

SDOl 日立160.400川

地山
しま正 F

二~

K H=156.800m し

H=156.500m 
M 間

3
1
5
6
7
8
9
山
口

，ケノj、
'j:/ '3ノ主主

。 2 m 

SDOl・02• 03・04溝状遺構実浪1]図

156 -



1 ......... S KP 221出土

2・・・・・・・・・ SKP361出土

3・ 4...SKIOIlH二t
......... SK 1 03!1¥i-. 

※ 5は Sニ見

その他は S=討

第l節 検出遺構と出土遺物

アスフアルト付蒼

第73図遺構内出土土器(1)

- 157 



第 4章調査の記録

1 ・・‘ SIくI1);3tH土
2・1・・・ 511く 43 11 

一芸1<'l~ð !J 

5 ・・・ SK!()2 11 

6... SK 143 11 

※ 1 ・2のみ己ニ!j
:5j'から 6まで Sニ!日

5cm 

第74図

- 158 



内
J 
司J

執事宇田守語審f田 講 鐸1袋

T
L
 

P
3
 

p
n
v
 

(宮)醤芋宇部制主幹事 留CL第

ρじ

7
h
γ
L

わ
r

-

円、、
}

V

J

F

D

Y
一
ヌ
ヌ

τ
L
I
L
T
L
 

I
-
-
r】

Qυ

ロ
ロ
ハ
リ

rιけ
打

i

t

f

r

 

i

I

寸
十



第 4主主 調査の記銭

3 

1 ~ 4..・・ ・日Klli5，c!¥-jて

第76毘

160 



4 

第77図遺構内出土土器(5)

161 

第1節検出遺構と出土遺物

l 吻“・""S }(227出土

・・・・・・ SK2351出 仁



第 4章調査の記 録

-一出品

へ

.

つ

/
M

r
t

ハ
h
v

構

l

遺…凶0
0
 

第



才一一------九 公
、~ー~一、1νJ令、、、一 一一ー一、、町、、i

------土

トー'---.___ cc 
~_]0J と二二コ目

にこ二子フ訂、こfミこ主口
、:ととコ∞〈フク∞

ー、
l

《
W
町
1
-t、

小1

出

向

ね
船
側
引
い
い
一
一
川
近
付
鰹
畑
一
羽
越

でコ‘
さ戸~一一、~ー一ー~、 号、1

一一一一一九三ト

c--- 一一~刊一一?'.....~----ー一---一一ー-----'ム

X 

u) 

とごとJ不~ヘ向吋:__、、、
---------i .33 ー

的
ι~"こご二コ

ミ ミZEJ

塩
山
路

、ことご
、::ヒコ h

、ごとZR 

にコ
炉制・4

〆同『‘

ト匂地

国
足
掛

(
)
的

一一ヤ~〆/ン一一一一一--:-~
'.___一一_.....-〆 ---一~、 ¥ 下 』

司、、..t、 C'，'
小1

C二二二二ミ

亡二二三円

、 ご ミ 三
亡とご二Z

コ-_一~一一「
一一一一一一一一ーと ゴコ0J 

ぐ¥一一一'-__ ( 

'-_一一~ム乙';:1

c:::ミミヱ、ミミσ

C-~------一一、7
~-----一一--'-ぷ

ζ/〆



バグ
3

11 

八一一

υ
U
7
門
ハ
ゴ

庁
川
一
ハ
M
l
w
z
d
バ川ハパ
νb

iηuuuu 

10cm 

20 

出土土器 (8) SKIOl 

ρ
n
v
 

第80函



第1節 検出遺構と出土遺物

の 翠議雲襲撃~;~ /) 

ハ 種選議議ハ
l十J 物a?""- M 

U 

D 
時議注:口

弐l

4 !型?

庁三与三ミハ
11 巳司 、、 句、.'~l可 ケヲー一 ‘司 1

日 誌午失事孝一f 川

l糧事
蜘 F:喝趨品酔濁口 孟苓語手U

l 平ヂ犠群騨 n欝饗斡義 バ
J :制;出舵騨宮陣拙 IJ警轟 U 
J心li /て万:.':"{対雪野?吋 f-I..匂イ 一
υ 溜繍繍輪鱗h 川 点禿吟弘:主込 門
μ 控誌詰掛泌込 kj 護屯4婚嫌ミ熔熔鍔幣d μ 

寸腎濯響零!「リ人'1 角恥 l 
3立J ;監配艶 LJ 轟轟護引ハh 警翠議 υ 

ハ 4ぷ;占Jι九J

ハ 鑑;義:うづ守川
U 吐顎製号rυ

s 忌誌民怠怠， n f 
1 1謀総訴さら1U 。

行
川
ハ

U
M山

口
ー
刀
バ
ハ
は
6
n
U
刊

パ

μ
日
円
パ
U
J

門
ハ
ハ
川
お
け
川
ハ
μ訂

165 



(0 ) m 
ごF~n SO 1 )I S ......172: ~ 6 

ω::JOl g τ!二円7 2:0 1 )I S ・・・・・・ 8 ~ 1 

¥Jι 

SI 
tl 

;:;1 
TT 01 6 

r 
o 
0 

T
i，
 

hHy 
n
y
 

亡二コ

c' 

1 

書25ω主主:鍵車?謹



己主二コ

Z主二二二主
，..._:r:::メ二コ

ロ主ここ主

トニ 、旬、~ー、ー
明.....__

可と二ごに己とごここご王乙3

'"コ

潤
∞
印
国

N に二三二二J

∞、ミミ

ロ《こ二二三

ロ¥どごこF
供

ィこコ?

おと3
ーと二二二コ

M
m吋

印 ζ 二二二、

!ごとナ¥
山 十¥ここ二三

出℃ご二壬

料
品
切

薄
日
協
議i
[ヤ

日
汁
耐
誼t

品主ここコ

匂予三Lに亡、注とこコと之コ:

どミ::-----一一一'----..，今、-~よç_

〆凶旬、.

一一、、_.'
i
l
的
穴
問
。
∞

∞℃ミこ主
むとこミミ目、ここア3ζ二二コ

自丈二ZE iごこ二〉)と::::::ミ民、~'---
~こ::::主

む
の
ヨ



第4章調査の記録

4 

7 

しこゴ
f( 

C二二コ l~

C二二コ 13 ζ二二コ 14 L¥15  

口 1 --15...... S K 1 u3 H¥二仁

16 16~18・・・・・・ S Ku3 出土
]9 ・・・・・・ S Ku5 出土

む
18 19 

17 

第84関 出土土器 (12)

n
R
U
 

P
れ
U

1
8
4
 



-691 

(8 1) 用

o 92: 
5ヌ!υ

r2: 

l' ZE)I S ・・・・・・ OZ~H
ii T6)I S ...... 01 

1= FFl ZZ )1 S ...... 6 ~ 1 

1Iム

Fじ門b 
(，(. 

同~-~
[:) 

。l
91 

11 

SI 1'1 

。I

~\ 
8 

ヤ

Z 

10T事てF用守主立票用講 指T'd0



¥ごト¥

¥人:可-----."主ごとミニ?の
E二二二芝市丈こコ凶

ぐこ?寸イ

くこ〉

〈ま〉

と

山

山

出

∞

:
:
:
-
v
N

去
の
目
以
∞
・
:
・

:
m
N
J
O
N

と
♂
対
一
出
目
:
:
:
一
U
H
-
-、
ド
刊

と
∞
ヤ
凶
出
・

:
:
-
m
v
円

と

UY出

ω
:
:
:山
門

叩

刊

と
の
叩
凶
∞
‘
:
・
:
的
円

.
N
H

刊
沼

S
V円
∞
・
:
・

:
H
H
J
H

にこミこ辛口

主二二E2

ミミ:二:t:-1-

仁ミ巳

{ごご二F的
Fー吋

作叩4

F吋

コー一一ー~
4 一一---1....00 

士γ一一一~、

一一一一¥ょの

主二二二ミド

主二二三主的

ョコ主:ニコ N 3
N
 

--_ー一ー吋
吋 l

4一一一己
ゴ一一ー一一一一一一~っと門

一一一ひ1
，...， 

--、-.-
にJと

戸

}

{

亡
丈コ

山
崎
山
川

Q
桝
寝

Ri1j. 
句てp

iま



li 悼式ぷゐ誕
1 i環器三 I{ 
u 三塁手
'" ι・ aを買収とふみZト~弘偽 f 可

5 6 

議官L

吉やh
ぷ訓告ドとお
時滞抽出/
?男子 向

。

[)長翌日
は 子治市若手 M

1ど 13

一

】

'
t
f
g
J
f

わい刈

f

f

つリ

r
J
1
i

f
ベリ

f
Hゾ
門

f

i

r
-
f
l
ァ

tx

了一
11品

T
l
e
i
τ
t
i

c
u
Q
U
Q
U
 

1

i

A
せ
ハ
ム
リ

1
i
T
Sよ

1
i

f

~

・

一
つ
]
-
L
J

F

寸
i

i

1

1
よ

171 

第:節検出遺講と出土遺物

日

11 

(1j 儲/ハ7 
片ぺJ主Yプ

j 誌担叩貯 μ 
]6 

(15) 



-ZLl -

(91 )醤平平期以載事国間詣

vZ 

SZ 
Z2 

11 LODI S ・・・・・・ 9Z~tZ

1 
" ZOT)1 S ......22 -22 
iI OODI S ...... TZ 
Ii 86)I S ......OZ~8T 
11 68)1 S ...... LT 

11 88)1 S ・・・・・・9T -ST 
'1 98)1 S ...... tT 
I1 S8)1 S ......ST ~OT 
ii 08)1 S ...... 6 
IIU)1S....・・ 8 02 
ギ叩U )1 S......L~l 61 

81 

SI 

171 

n 

01 

! 9 

6 

日

1欝
s し吋

l重量 b 
議~Æω~単車 P 鵠



LZ 

n 92 

zz 

SI 

執筆F干山平輯EZfi:日 場 調l箆

- SLl -

(ll) 制撃士事 国68第

1I 19T)! S ..... .6Z ~ 172 

" 09DI S ...... S2 
11 S予l)IS.守宮...7.2 '12 

" 6SDI S ...... 02 

" lSDI S ...... 61 
iI LlDI S ......~n~Ol 

" 21DI S "，... 6 ~予

" TU>IS..， z 
τF用 6(1)IS ...... z. . 1 

十コ円心

LI 

Z[ 

8 

f 
b 

vZ 

D 牧町勺

~b:f3i;'Æ 

U(. 

91 

TI 

61 

OI 

9 



制l
.t.. 

別部同
3
川

山

知

叶 τ一~一一、
一---、---~:

目玉二二二王

:.x¥ 三--____ 
----.，__._こ二三

∞〈三

一ー戸山日_--一一一~一、
ω 才一 '一一 ...-._-"' ..... 

ーム 戸------- 一一...-，..-._. '___民、

¥句"___.__-，Oコ口、pごこ二ミ

i、:ト-' I 
仁三
( 

Iンコ

;六:てフ〈
，~ ト4 トー

ベ1
につ E心 }ー

Eを
ト~

"'1 
トt，

む主ごこさ

心ニ 2二二三二J

三二二二コc 主ミミミ

主主二ニコ之、、〔一∞〉

印字-----
民、......_..!;;_

日

小土こ二五
ニ主ここ王

二主二二二コ
ロ旬、

---._-二ご?τ

トー



第i節 検出遺構と出土遺物

!l三塁謡君主; η 
l ¥ 撞科;ff
九2 弾轡リ

、患 ji 
10 

20 

月ハリ
W
2

一
J
J

リ
J
M

1怒軒々U 令部ゲ/I 宇品''1-，/

/づ おも一 円

Lf 山川l 干さもえ 守 II 

28 ~γi 
29 C二二コワワ 30 31 

土
1

1

f

f

 

μ

U

1

1

1

 

つω
つ
d
円

h
u
q
U

7

7

8

9

 

1
i
司

i
A
1ょ

1
i

k
k
k
k
 

c
U
Q
U
一に
U
Q
U

ウ
f

l

A

A

寸

円ム

q

d

q

u

~

~

出

-

l

i

Q

U

V

リ

一

一

什

L

q

J

ハハハハハ
H
W
M

33 

第91臨遺構内出土土器 (19)

-175 



制

|四If

掛
附

3
叫
同
部

五二二二)

。、ととミコ
己主二、1二ミコ

C 
広三う

Eミミ:)見、、

:.rl 二二ミ〉
仁二:ご::こ)

一一_-一一一一一一一----、¥
」一一一一¥丸

じcl
己刀

こ二二〉

とこコ

Z二二二)

ζ
 =夫、

ロとどこ:ρ

目とそっ

巴とこご)

CアJ ト4

I I 
U;∞ 

cn c.n 
問問
ト ー ト4

C.D C.D 
(，)"1 品

目 EE
ト十 H 

織
母
国

コ主ミミコ巳たミロ立た己、

(
N
O〉

-
H芝山



U"') 

cn 

~C 

U) 

(

日

間

)へ、¥

ぶ戸三二二ミミ 2ミミミ〉出
どとミ t、てミミミザ

、ミミロ
意

盤
側
川
沼
部

刑
判
迫
..l，J 

にごミコ
iロ目4

持
ぜ'-.~ 匂コ

¥、"-..'-てコ

~. 
ζ 二二二二二二二二ひ門

とごとごミヱそこ二J

、'叶
J

K
い
M
U

ー

ド

ド

刊

若
宮
轄
摺

ご「一----一一-----rN

~一一.._(

Cウ
悼叫4

図。3
cn 
総

、。そごミ
た=:J

ぐ''¥，
一一一-------，，_ r-< 

一一一一一一------.c..-

ご'1
ご'1

と二二二五三

亡ミごご::s

αコ

とミミ



(ll) 

8Ll 

用

引

A
Fパ
パ
り
U

M

川

口

9

1

~
口
.
川
一
G
~
~

T

t

ι

τ

l

』

'

b

i

l

p

O

[

1

b

G

し
(
-

c
u
c
u
s
s
s
s
Q
u
 

x
-
-
x
x
x
x
 

ア
U

ワ
U

門

J
U

門

Jhv

門

/

h

T

ι

T

L

P
u
p
c
ウ

b
門

G
γ
i
p
o
ロU

一一

uuTLι
り

Q
U
O
/
]
Q
d

1
寸

f 

g 

コヒ二二コ F 
亡二二つ

『

ζJ 

U 
OT c:..ご二フ

国持議

J7I 

口

7
f
 

コ
f
f
f十一戸

引
い
門
什

μ

バ ¥

暫定臼事盟 主主j7~号



第liW 挨出遺講と出土遺物

3 

一lh
dl

 
s
J
A
 

--A 

U 

パハ一以

16 

19 
18 

門

f
j
p
n
u

ウ

t

4
A寸

-
h
u
t
J

q
ム
ラ
]
つ
中

K

K

K

 

C
、U
Q
U
C
U

G
e
V
-ょ

と
J

つω

~

~

・

守
上
ハ
hu

ハVつ臼

20 

出土土器 (23)

179 



-081 

(開)醤字字申脳会幹事? 国96露

出OO! 。
/1 171 d )J: S ...... 22 

/1 S1 d )I S .'.... .22 '12 

ff S d)J: S .....管 02

/1 ..r)J: S ・・・・・61- ど

/1 20.':[)J: S... 2 
平用10.':f)I S ... I 

円b円(. 

RI 

9T SI 

日 口

予I
ZI 

u 。I

U議臨
討

L 

/) 
Q 

F 
了じ、

口
醤';J);'(oY_控:車j?~を



g
u
o
 

しつ
ひi主ごヱ

て二二二五
仁二ミミ円ぐ¥でと主∞

主二二二ここE

葉
剤
刊
部
付
一
粧
間
垣
部

(
m
N
)
 

!

日

∞

門

|

-沼

ミ

刊

Y
E
『

門

{

〉

{

出

合

N

ミ
叩
一
山
門
向
i
{

リ

同

お

・

司

付

、

h

U

山
内
【
《
{
辺
市
山

h
k
m小
山

門

円

円

以

的

・

・

ト

N

ミ

門

的

【

〔

{
V一
的

た

れ

円

}

{

内

{

〉

}

凶

:

。

也

N

-

h

a

m

[
ユ
v
一
日

ミ

「

P
H
仏

〉

{

叩

・

.

叩

叶

ミ

叩

円

ア

刊

以

刀

ミ
(
}
司
【

L
v
v一
刀

'

U

J

N

ミ

{

)

汁

円

λ
リ
ム
泊

ー
一
一
一
山
市
山
内
『

L
一
品
目

[
N

一
一
一
一
お
刊
門
ペ
円
以
刀
‘

¥一、~、ー ひ}

~ベ二3

£コ

主二二主門

企コー〈こfZ二三".プで了一一-c-
4一一一」二

巳
明
日
時

C'-J 

でL

関
民
時

(

)

N

 

C
F
 

1
門

.

ド

明

門

的マ
{

刀
吋

ミ
ド
『
{
〔
{
〉
{
凶

句
、
円
円

{
L
〉
{
の

と

hhz
ム
〉
目
的
色

ミ

h
叩

ぺ

円

以

泊

・

ミ

中

口

L
リγ
山
中
一
-

一

一

一

一

次

山

斗

ぷ

刀

・

とミミひ!
言一一一-一一--一一

~ー- ，_， 一一一~ー--- ?-
---....r: 

主二E円てご二三
む--.......-.....___，_.-..，、ぽ}

---------._三と

行 P】 こL ゴヘi
..  ~円

・.
三ロコ

一、一、

I -1 

町ミ:ミ込ヨ
ひl

Eござ

主二二三円
三二二二三

主ごさ一

勝7

‘"""，"， 

3二二二E
「→

主こここプ--......7... 

一
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第 4章調査の記録
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しており、土層断面A-Bから

層に分層された。遺物は凶化できなかっ

第2長官 遺構外出土法物

S K210土坑を切ってしもることがわかる n 坤::::1，.は 2

2点とフレーク 4点が出土した。

第 2節遺構外出土遺物

l、土器-土製品

土器(第107---.12世間、図版44~55)

縄文時代前期-後期・晩期・弥生時代後期、平安時代の土器が出土している。このう

なすのは、縄文時代後期前葉の土器である。第149図は、その分布をグリッドごとに表したも

のである。

I群縄文時代前期の土器(第118図 1~ 4) 

口 2点、胴部資料 2点の合計である。 1、 2 口縁部に施され

たものである。 3は、地文にLRの縄文を施し、粘土紐を縦位に貼り付けている。れま、深鉢

形土器の胸部から底部にかけての資料で、 りの縄を撚り合わせた原体で、文様を施してい

0
 

7
Q
 

第五群縄文時代後期の土器

i 類陸線文、臨沈文の土器(第107凶、第1181き15~16、第1191E1 1...__8 、 1241豆11 ) 

第107図 1~ 3は、口縁部文様帯に経線と沈線、腕部文様帯に沈線、が施される。隆線、の雨脇

には沈線が併走する。 1の服部文様は、波頂部に対応して縦位の沈線、がヲiかれ、それをはさむ

ように弧線が描かれる。その後にLRの縄文が部分的に施文される G 文様荷下端l土、低L

により区画されるが、区画はあいまいで隆線は水平ではなL、。法量は口径19.7c也、底荏9.3cIll、

6CIllで、ある。焼成は良野で、色調は浅黄鐙色(lOYR8/4)である。 2の口

2段となり、胸部文様は字状の沈線文が連続する。口径は26.7cmで、ある。 3

LR縄文が施され、波j頁音15口唇には君主震に近い方向に穿孔がなされ、そこからロ

ヲiかれる。第1181去りは:深鉢形土器の口縁部であるが、内面にも沈線が施される。第118図お

られる。

，、
L される土器(第109図仁第119凶 9 目、第120図 1 仁

124図 2) 
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と思われ、同一{自体である。
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第 4章制丘の記銀
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3懇 沈線文の土器(第10Sl三12. 3、第109図 2-_ 4、第110図、第114凶 2且 4へ 7、第
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‘J 

ヌ11曹 2・ 1) 

るもので、ある。 2

116呂、

l士、口

呈する。

色調はにぶL 色(10YR7/4)を

Lf) 

}

一マ
Q

h
-
4」

:hノる。 3 i之、

め、

ミ、、 されるた

口

され、水平とならなし、。口径は、 30.8cmである。第110凶 lは、

8cmで、ある。内面器商の剥落がみられる。焼成は良好で、灰白色

(10YR8/2) る。第120図 5~10、第121 関]には口 ら;/lる。 5には、

ボタン~犬の付文が認められ、第120図 6 ・ 8 、

ている。第120図 6と第121図 lとは

られ、そ

かれる。 8は渦文になるかもしれないの

図 1の口 の穿孔がなされ

ろう。第120図11・12には粘土紐の貼り付けが

される。第121 図 4~9 は、曲線文や弧線が描

3~6 は、施文が他の土器にくら

成も良い。 3とG

L，口

が;ちけられてし、る。

R7/引を呈する。第116図 1は、

せが施文される。また iコ縁、部ど

ろう。第114図 4 7 る口 5の口縁は 4単位

Ij ら.hる。口部には、

(1 0 \:~ 

とj品文の組合

され

~ 
L. ょっ

したものである。短L

ている。外出と

0
 

7
0
 

である。 第1i(i凶 2(士、

されてし、る。

ヰ i二器 1、第109[支12，第114図 3、第115凶 leL 
日 F

j . Jヘー

3 . 4 ) 

第108図 1~工、複合口 」え?
tこ略

。
る さ;h、 し

、ぺ

2
ノ

ム
口

;/l 

一r 
f 一-←

山

もつO 第123図

?は円文が施されてし、る。

る。第123[翌日・ 14仁t、1:l 

らわ

マ

/，::)。 じ 4 ~土、

心。
.、-，長、、ザJ_./ノ、ノ〆、 さ;/lる。 色調はにぶし

lり2



第2節遺構外出土遺物

OUYR6!3)を皐する。

5実質 ある。 11 問、第112問、第 1 1:) 1司、第114 同 l 、第124 fZ1 5~12、第125

図、第126図〉

11閃 1-----4、第1121珂1、第124同:=i-----12、第12:=ilxJの土器は、 j型:ぅ条文を施し

る。そのうち第111図 1・2、第125図 5-----12・14・Hi・17、第126図 lは、 体の

口 される。第111同日 ---9、第112図 2---6、第113図、

ものま のものである。第111図 5は、

113図 2・3の底部拓本からは、 とともに底部の作り

9 ""-21は、 j古文のみの

もつO 第112[ZJ5、

うことができる。

らず、 った後にその外側に粘土紐を巻き付けている。このため破損

は、 l-
Lー される。第126図 2---8は、口縁部付近に沈

線が一条ないし二条引かれる。

6 類土器底部(第127図15~21、第128図 1 -----3 ) 

第127図16・20は、高台:1犬に作り出された底部をもっo 16は、

のと思われ、粘土を決り取った部分が 2カ所認められる。

状の文様が描かれる。第127図14・15・21、 2は底部から

ることを煮図したも

られず、沈線で半円

きぎみに立ち上がる。

と忠われる。 17、第1281翠 1には網代痕、第127図19には平行な葉脈が認

められる 0

7類 ミニチェア土器 1 ~ 14) 

やや雑なっくりである。 2・6・10には沈文が施される。 11の底部

には、同心円または渦文が沈静、で描かれている。 13の

成は良苛である。

S類蓋(第117図)

lは、欠損していて全体は不明であるが、つま

不明 るが、つま となる。

れる。内

が施される つま も円文が描かれる。つま

せている。

第E群縄文時代晩期の L6~(第1281;614)

l点のみの る。口 さし もち、

が付若している。
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してし、る。し、すよれも焼

a 、J 、 されている。器

2も全体は

:i ~ itfHし、沈線で'11司文が描か

ぺてし、る。，土、 と料突

る。 5はやや長lつまみをもちミ

る くぼみをもた

される。



第 4'章調査の記録

第百群弥生時代の土器(第115l重 工

15図 5は、日同部中チとから

し、その下に綾結文が施さ:11る。腕部か

り出す部分の下にも綾絡立が断続し

6は、口縁端に縄文が施され、そ

J
も

1 .---17) 

る。頚音sに細縄文を帯状に

さ;hるが、日阿部が

281ヌ17・8にも綾結文が施され

る。外面に

5 ---13、

る。 Lり

している。第129図 1~- 3は、交互京Ij突文が施されたものである。第128図 5、第129

図 2は、口唇部に縄文が施され、交互京IJ突文の上に沈緑による文様が施文されている。第128

図11は、山形文が施されるが、断続した線の組み合わせに近く、一本の沈線で連続して引かれ

たものではない。第128図 9は、細い沈線で、山形文が描かれる。第129図 4~17のうち 9 は条線

文が、その他は縄文が施文されたものである。

V群平安時代の土器(第129図18・19)

18は、杯形土師器の底部で、ある。 さ いる。ミガキは認めら

れない。 19は、須藤器の底部であるが、器形は不明である。

②土製品(第130~ 133図、 j玄l版56~58)

鐸形土製品、キノコ ど6種類

である。

土持(第130図 1 4 ) 1と2

あるう。 2は人物か動物か不明である。

___ r.、-r "】，_ιり心。 1Vム、 き出る形態のもので

られることから、吊り下

される。 3、 4はものであろう。

ープ

心 。

q
t
 

-一さ↑也
ふ
れ
H
M

ム

μ文字ハ(

E

吉
本

し
f
一

り返っている。用途は不明である。

る環状土製品である。

られる。色調は明赤褐色(2.5YR5/引を呈する。

銭形土製品(第1:)0図 7~13、第131 図 1 i 貫通孔があるものと不明なものがある。

は沈線と刺突文が施される。 I3は、開口

131図2・4

開口音sの反対側でなく、

られることから、

キノコ形土製品(第1311現6， 7) 6 

円盤状土製品(第132図、第133図)

にあけらAlている。

図 5~土、

るが、空洞で吊り下げる

『

心。

を加えて、円形・

しているもの
『

心 。 るものも を利用して

194 



第2節遺構外出土造物

いるも あるが、口 底部を利用しているものも られる。

') 制、

142図.143図し図版59ヘ

Lた石器は、石簸・石槍-石錐-石匙石箆-掻器削器

ザ f、斗ぞ -F 
l_ c:;竺)~心。

石鍍(第134図 1・2、

134図 lは長さ2.4cm、111高1.4cm、

幅1.2cm、重さ1.5~ 1. 6 g、

石槍(第134図3~8) 柳葉形を呈するもので、 3~7

I~D石 石lJILなどl

l点である。第

2は、長さ3.3cm、

られる。

っているが、 8の

している。まfこ8 し アスブ7"!~卜 し

ている。

石錐(第1341玄19~11) 何らかのたかちでつま である o 9， 10は一端が

らかでなし、。 11は剥片のり出 Ltこもので、

よる小さな錐部を作り出したものである。

右霊長(第134図12、13) 縦型のもの 2点である。 ャート、 る。

るよう

図14、15、第135国 lへ 4)大'J¥O)剥片に荒い三次加工を砲して、ヘヲ状にしたも

ので、ある。二次加工は、

加えている。

掻器(第1::l 5lま15~B、

部 iゴ:IJ~~I犬の刃部を作H~\ したもの

もの

まみの付いたもの

らh、 し、加工を

1 ~lO 、

河内 S--B，第U6[支I1 ----1 ()、第1:-17I又11----:に第1381え!日、

381立[1 へいに大きく分けられる。第1:-l!) 1ヌ18は、つ

られる。何ら治

5と

り付けるfこめのも

UJ 
れ、一一一一一 、、、苦ハ
，j /、ノァノi-、刀寸言j

着してし、る。こ Jれも

言Ij器(第1:地図 6 8、) 6 

ら，:hる。

u 

してし、る。 し

磨製石斧 1 6 ) ( 1、 2)と

呈するものけ 6)に分けられる。 4

(第1391ZI7) 1 

さ42.5gで、ある。

四五(第140問、第141図 1 3) 

〉l
 

l
 

に方ru二を加えて¥_，、る。重

向
口 または両面に、小さなく
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第 4章調査の記録

る。第140図 5は、 って、第1411"'<1:iは側面が)存られてし、る。

(第141図 4~10) られているものである。 4と5は水洗い

してしまっfこが、 してし、fこ。

石.illl 4と第143図 lは石血としての とし

ても用いられている。 されたものである。

石製品(第143凶 2 9. 凶版

円盤状石製品(第143図 2~ 8 i 

もある。

円盤:!夫に加工したもので、 されたもの

三角形石製品(第143図 9) 凝灰岩を三角形に加工したもので片面中央部にくぼみを有する。

線表IJ石(第144図 1---4) やや偏平な礁の表裏に条線または沈線が認められるものである。

石冠(第144図 5) 全面が研磨され、断面形はほぼ三角形を呈する。

(参考文献)

ト腰内遺跡調査団 『ト腰内』 青森県弘前市十腰内縄文式遺跡調査子報 1969(昭和44年)

成問滋彦 「切断土器考J ~弘前大学考古学研究』 第 3号 1986(昭和61年)

本間 宏 「東北地方北部における縄文経期前葉|二器群のすき態J ~よねしゐ考古』 第 l号 1985(昭

和60年)

高橋忠彦 「秋田県の縄文時代後期の土器J ~研究紀要』 第 4号 秋田県埋蔵文イヒ財センタ- 1989 

(平成元年)
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第 4章調査の記銀
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出跡館屋吉一向 山灰の蛍光X線分析

一辻利一

これまでに、青森県、秋田県北部、および、岩手県北部地域の多数の遺跡から出土し

た火山灰資料、 400点以上を分析したが、平安時代に限定すれば、 2種類の火山灰が確認され

ている。一つはK、Rb量が少なく、 Ca、Sr量が多い十和田系火山灰と同じ科学特性をも

っ火山灰で志り、他方はこれと対照的にK、Rb量が多く、 Ca、Sr量が少ない火山灰であ

る。この火山灰には Zr最も著しく多い。前者は十和田 a火山灰、後者は白頭山火山灰と

られている。そして、同一遺跡に両者が出土する場合には、必ず、十和田 a火山灰は下位に在

り、白頭山火山灰はより年代の若い上位に推覆する。

このように、 2種類の火山灰は対照的な科学特性をもつため、 ょっ

に相互識別される。判別分析を適用するまでもなく、生データをプロットして作成したRb-

S r分布図、 K-Ca分布図、さらにはZr因子などによる定性的なデータ解析法で十分、判

別できる。

このような集積さ ータに基づいて、高屋館跡出土火山灰を蛍光線分析

っし

No.l は S1 

') 

6 J震に、また、 No.2

して分析した。

る火山灰である。それぞれ

JG-lに称する標準化値と

l にまとめである。これらの生データから分布図を作成した。

図 lにはRb-S r分布図を示しである。白頭山領域、十和田系火山灰領域はこれまでの

データを全て包含するよう

が、分析さ

ることヵ:できる。ト~o. 1 は 2

布することがわかる。

図2にはK Ca分布図を示す。図 iか

十和田 a火山灰領域に分布する。

されてし、る。勿論、この領域は定性的な意味しかもたない

るか、入らないかで、 十分、両火山灰への帰属を決め

またぬ 2も2点とも十手口i丑系火山灰領域に分

されるように、 No.l(ま No. 2 ~主

図 3にはFe因子を示してある。これまでの分布データでは白頭山火山灰は領域をずれる場

合は少ないが、 Fe量の少なし、十和EBa火山灰はFe量の多い方にずれる場合がよくある G こ

p
h
d
 

つリつお



第 4章調査の記録

1'-1頭山桜域 重量 No，l 

No，2 

十和田 a火山灰領域

F 

第145図 高麗館跡出土火山灰のRかSr分布図

白頭、LU領域

o No.l 

参トJo.2

十和田 a火山灰領域

第146図 高麗館跡出土火山灰のK-Ca分布図
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よる汚染が原因であると られている。

以上の結果、 No.lは白頭山火山灰であり、 No.2は十和田 a火山灰であると推定される。この

も白頭山火山灰は十和田 a火山灰の上位に推積 Lていることが明らかである。

によ長と、十和田 a火山灰の降灰は西暦915年と考えられているから、白頭山火山灰の降灰は

少なくとも 10世紀後半以後ということいなる。

白頭山領l或

十和田 a領域

NO.l 事診

No. 2 舎舎

第147園 高屋館跡出土火山灰のFe量

第12表分析鑓

Rb S r 

SI03竪穴住居跡 6層 1.13 0.370 2.73 0.939 0.077 

NO. ] 1.09 0.386 2.71 0.935 I 0.162 

SI03竪穴住居跡 第15層 NO.2 0.283 1‘24 1. 75 0.134 1. 29 

NO.2 0.267 1.19 1.71 0.134 1.32 

(分析値は岩石標準試料.]G-lによる標準化値)

け
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第 G章まとめ

本遺跡か bJC 
にとり、そのう

-後期-晩期、弥生時代、

もの た土μ
u
 

ブ
(
V

遺物は、

ものである。本章では調査の成果と若干の問題点について述べ、まとめとしたい。

多数の柱穴様ピットとともに 4ないし 6本の柱で構成される掘立柱建物跡が環状に配寵さ

れ、その環の内側に配石遺構と土坑が検出された。土坑は墓墳と推定され、本遺跡は、縄文時

代後期前葉の一大墓域であることが明らかになった。墓墳と推定される土坑の分布は、環の中

心と環に並行するように分布し、その間に分布の希薄な地域が認められる。土坑は環の外側に

も分布し、これらは調査灰の南側に片寄る傾向がある。環の内側に並行 1ノて分1ちする土坑は、

調査IRの北側に片寄って分布する傾向がある。このことは環の中心が一定の位置にあるのでな

く、微妙なズレが生じていることを示唆している。土坑の上部には配石遺構が形成される。配

石遺構は環の中心付近に 1基、環に並行して 8基が検出された。しかしながら、環の内側の北

半部は後世に地山近くまで高IJ平を受け‘ており、北から入っている沢に落ち込むP ように石を検出

していることから、配石遺構のひろがりは調査時以上にあったものと推定される。また、配石

遺構の外側に掘立柱建物跡が配されることから、配石と撮立柱建物跡とは対応関係を推定する

ことができるが、そのなかでSQ02とSQ05の対応関係は強くとらえることができる。しかし

ながら、 SQ05・08はSB20~22、 S B24が廃棄された後に形成されていることから、

る擁立杵樟物跡を推官することが不可能である。

掘立柱建物跡l士、 4本の柱で構成されるもの 2~章、 6 本の柱穴のもの24棟の合計26が検出さ

6 ものは柱穴 bとeが外側に張り出すものとそうでないものに分けられる。

S BOl・02、SB03・04における柱穴の切り合し、カミら、 6本の柱のものから 4本の柱のものへの

変遷が認められる。また、 SB 20'"'--'22においては、 4本の柱のものの数次の建て替えが認めら

れる O 付図 3では、掘立柱建物跡の主柱穴と考えられる 4つの柱穴がひとつの円の円周上にの

ってくることがわかる。これは擁立柱建物跡を建てるにあたって位置を決める場合に、円を描

で閉ま っと

の

?
」

7
正

U

'出限
，詩草，y

 

'を積百の る。これによると、半歪2.5m、面積13

m られる。多く 工入

り、半径1.8m前後と半径2.2m前後の 2種に集中することがわかる。しかしながら、

物跡の平面形態、構造等については不明な点が多い。掘立柱建物跡の性格については、

( 4 )のなかで、「墓域に隣接し、墓域と

238 
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148密 掘立柱建物跡規模比較図
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